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は じ め に 

この履修案内は横浜国立大学経済学部の学生のみなさんが本学での授業科目を履修するにあたり，必

要な事項をまとめたものです。本案内をよく読んで、しっかりと履修計画を立ててください。 

経済学部では、グローバル化が進む経済社会で活躍できる人材育成をさらに進めるために、平成 29 年

4 月からカリキュラム等教育体制を改編しました。従来の２学科の壁を取り払い１学科体制（経済学科）

になり、経営学部との共同教育プログラム「GBEEP」も開始しています。提供される教育内容は多面に

わたり拡充されていますが、それは平成 29 年度以降の教育内容に限った変更ではありません。平成 28

年度以前入学生向け教育内容も拡充されていますので、平成 28 年度以前に入学した学生も注意して該

当学年の部分を読んでください。また全学レベルの制度変更として、「６ターム制」が平成 29 年４月よ

り導入されていますが、これも全学年にかかわる改編です。 

授業科目は全学/教養教育科目※と学部/専門教育科目※から成っており，それぞれの授業科目が各年

次に割り振られ，体系的に教育課程が編成されています。この冊子には授業科目の履修に必要な一般的

事項と，履修基準等を記述してあります。全学/教養教育科目※の履修については，この冊子のほかに，

「全学/教養教育履修案内」※を参考にしてください。単位数等の履修基準は，当該入学年度の履修基準

が適用されます。 

各授業科目の内容を記したシラバスは，ウェブシラバスとしてインターネット上で公開しています。

学務情報システム（https://risyu.jmk.ynu.ac.jp/gakumu_portal/login.aspx）にログインし「シラバス検索」

を選択してください。ウェブシラバスには，授業科目に関する基本情報，担当教員に関する情報，授業

の目的・内容・履修計画，教科書・参考書，成績評価の方法，履修条件等が記載されています。これら

の内容は，みなさんが自らの主体性のもとに授業科目を選定する際の重要な参考資料です。毎時間の授

業の予習・復習等を行う際にシラバスを充分役立てて学習の効果を高め，履修計画を順調に遂行してく

ださい。 

履修にあたってはこの「案内」を熟読してください。もし、分からないことがあったときは経済学務

係まで相談に来てください。 

※カリキュラム改変に伴いこの「案内」での学部教育/専門教育及び全学教育/教養教育の表記 

については、 

平成 29 年度以降入学生においては、学部教育科目及び全学教育科目となり、 

平成 28 年度以前入学生においては、専門教育科目及び教養教育科目となる。 
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Ⅰ 横浜国立大学経済学部規則 
 



－1－

 ᶓ὾国立大学経済学部つ則ۑ

(平成1�年4᭶1日つ則➨�51ྕ) 

ᨵṇ 平成1�年1᭶13日つ則➨4��ྕ 平成18年3᭶9日つ則➨34  ྕ

平成19年3᭶15日つ則➨15  ྕ 平成20年3᭶14日つ則➨24  ྕ

平成25年3᭶18日つ則➨21  ྕ 平成29年3᭶9日つ則➨41  ྕ

➨ 1❶ 学科及びᤵ業 

➨1᮲ 経済学部(以ୗ「本学部」という。)に経済学科を⨨ࡃ。 

2 経済学科に*loEal Business and Economics教育プログラ࣒（以ୗ「*BEEP」という。）

を⨨ࡃ。 

➨2᮲ 本学部のᤵ業科目はࠊ専門基礎科目ࠊ専門基幹科目ࠊ専門応用科目Ⅰࠊ専門応用

科目Ⅱ及び専門応用科目（その他）୪びに基礎科目ࠊイ࣋ࣀーション教育科目ࠊグロ

ーバル教育科目ࠊ外国語科目及び೺ᗣス࣏ーツ科目とする。 

2 ᤵ業はࠊ講義ࠊ演習ࠊ演習(◊✲指ᑟ)ࠊ実習及び実ᢏとする。 

3 学則➨44᮲のつ定に基࡙きࠊ本学部におࡅるᤵ業科目の1単位ᙜたりのᤵ業᫬間はࠊ

ู⾲のとおりとする。ただし1ࠊのᤵ業科目についてࠊ講義ࠊ演習ࠊ演習(◊✲指ᑟ)ࠊ

実習ཪは実ᢏのうち2以上の᪉法のే用にࡼり⾜う場合についてはࠊその⤌み合ࡏࢃ

に応ูࠊࡌ⾲につ定する基‽を⪃៖してࠊ本学部が定める᫬間のᤵ業をもࡗて1単位

とする。 

4 ᤵ業科目及び履修の᪉法に㛵する細目はูࠊに定める。 

➨3᮲ 学生はࠊ学年ࡈとに履修しࡼうとするᤵ業科目を定めࠊ各学ᮇጞめのᡤ定のᮇ間

内に経済学部㛗(以ୗ「学部㛗」という。)にᒆฟなࡅれࡤならない。 

➨4᮲ ➨3年次以降で学部教育科目を履修する学生はࠊ原則としてูに定めるとこࢁに

 。ならないࡤれࡅなࡅり◊✲指ᑟをཷࡼ

2 前㡯の指ᑟをཷࡼࡅうとする場合はࠊあらかࡌめ指ᑟ教ဨのᢎㄆを得なࡅれࡤならな

い。 

➨5᮲ ◊✲指ᑟをཷࡅない学生はࠊこれに代ࢃる8単位以上のᤵ業科目を履修しなࡅれ

 。ならないࡤ

➨2❶ 入学 

➨�᮲ 学則➨24᮲のつ定にࡼる本学部入学者の選⪃はࠊ学ຊ᳨ᰝ及びฟ㌟学ᰯ㛗のㄪ

ᰝ᭩に基࡙いて⾜う。 

➨3❶ ㄆ定 

➨�᮲ 学則➨58᮲につ定するㄆ定はࠊᤵ業科目ヨ㦂ูࠊに定める*PA(*rade PoinW Ave

rage)の基‽及び卒業ㄽᩥヨ㦂にࡼり⾜う。ただしࠊ*BEEPにᡤᒓする学生の学則➨58

᮲につ定するㄆ定はࠊᤵ業科目ヨ㦂及びูに定める*PA(*rade PoinW Average)の基‽に

 。り⾜うࡼ



－2－

➨8᮲ ᤵ業科目ヨ㦂はࠊ履修をᒆฟࠊかつࠊᤵ業᫬数の2分の1以上ฟᖍしたᤵ業科目

について⾜う。ただしࠊ஺᥮留学ὴ㐵Ỵ定者及びྠ留学ᖐ国者のᤵ業科目ヨ㦂はࠊ履

修をᒆฟࠊかつࠊㄆめられたᤵ業科目について⾜うことができる。 

➨9᮲ ᤵ業科目ヨ㦂はࠊそのᤵ業が⤊஢する学ᮇᮎに⾜う。ただしࠊᢸᙜ教ဨが必要と

ㄆめた場合はࠊ⮫᫬に⾜うことができる。 

➨10᮲ 卒業ㄽᩥヨ㦂はࠊ学部教育科目を�0単位以上修得した者について⾜う。 

➨ 11 ᮲ 卒業ㄽᩥヨ㦂はࠊᢸᙜの指ᑟ教ဨが⾜う。ただしࠊ◊✲指ᑟをཷࡅない学生はࠊ

学部㛗に㢪いฟて特定の教ဨのᑂᰝをཷࡅなࡅれࡤならない。 

➨12᮲ ᤵ業科目の成⦼はࠊ学則➨4�᮲➨3㡯及び➨4㡯に基࡙きࠊホ౯を⾜う。 

2 卒業ㄽᩥヨ㦂の⤖ᯝはࠊ⚽ࠊඃࠊⰋྍࠊ及び୙ྍとしྍࠊ以上を合᱁とする。 

➨13᮲ 学則➨58᮲➨3㡯ただし᭩につ定する者のうちࠊ特ูの஦᝟があるとㄆめられ

る場合にはࠊᤵ業科目ヨ㦂及び卒業ㄽᩥヨ㦂を特ูの᫬ᮇに⾜うことができる。 

➨4❶ 科目➼履修生ࠊ◊✲生ࠊ⫈講生ࠊ特ู⫈講学生ࠊ内ᆅ留学生及び外国人

留学生 

➨13᮲の2 学則➨�4᮲➨1㡯のつ定にࡼる科目➼履修生として入学をチྍされること

のできる者はࠊ本学部の選⪃においてࠊ一ཪは」数のᤵ業科目を履修する⬟ຊを᭷す

るとㄆめられた者に㝈る。 

➨14᮲ 学則➨�5᮲➨1㡯のつ定にࡼる◊✲生として入学をチྍされることのできる者

はྠࠊ᮲➨2㡯にヱᙜする者で本学部の選⪃においてࠊ特定の専門஦㡯についての◊

✲⬟ຊを᭷するとㄆめられた者に㝈る。 

➨15᮲ 学則➨��᮲➨1㡯のつ定にࡼる⫈講生として入学をチྍされることのできる者

はྠࠊ᮲➨2㡯にヱᙜする者でࠊ本学部の選⪃においてࠊ特定のᤵ業科目を⫈講する

⬟ຊを᭷するとㄆめられた者に㝈る。 

➨1�᮲ 科目➼履修生ࠊ◊✲生及び⫈講生の選⪃はࠊ➨�᮲のつ定を‽用する。 

➨1�᮲ 学則➨��᮲のつ定にࡼる特ู⫈講学生の選⪃はࠊ学ຊ᳨ᰝ及びᅾ⡠する他大学

ཪは外国の大学➼の成⦼ド᫂᭩➼に基࡙いて⾜う。ただしࠊ成⦼ド᫂᭩のⓎ⾜をཷࡅ

ることのできない場合には᥎⸀᭩をもࡗてこれに代࠼ることができる。 

➨18᮲ 学則➨�8᮲のつ定にࡼる内ᆅ留学生➼の選⪃はࠊ学ຊ᳨ᰝ及びᅾ⡠するᶵ㛵の

᥎⸀᭩に基࡙いて⾜う。 

➨19᮲ 学則➨�9᮲につ定する外国人留学生の選⪃はࠊ➨�᮲のつ定を‽用する。 

➨5❶ ጤ௵つ定 

➨20᮲ このつ則に定めるものの࡯か必要な஦㡯はࠊ教ᤵ会の㆟を経て学部㛗がูに定

める。 

㝃 則 

1 このつ則はࠊ平成1�年4᭶1日から᪋⾜する。 
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2 このつ則᪋⾜の㝿ࠊ平成1�年3᭶31日に現に本学部にᅾ学する者についてはࠊなお

ᚑ前のつ則のとおりとする。 

㝃 則(平成1�年1᭶13日つ則➨4��ྕ) 

このつ則はࠊ平成1�年1᭶13日から᪋⾜しࠊ平成1�年�᭶8日から㐺用する。 

㝃 則(平成18年3᭶9日つ則➨34ྕ) 

1 このつ則はࠊ平成18年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 平成18年3᭶31日以前に本学部に入学しࠊᅾ学する者(以ୗ「ᅾ学者」という。)及

び平成18年4᭶1日以ᚋにおいてᅾ学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学す

る者(以ୗ「෌入学者➼」という。)にಀる教㣴教育科目についてはࠊᨵṇᚋの経済学部

つ則➨2᮲のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

3 本学部が必要とㄆめるときはࠊᅾ学者及び෌入学者➼にᨵṇᚋの経済学部つ則➨2᮲

のつ定に基࡙き平成18年度以降の入学者(෌入学者➼を㝖ࡃ。)のために開タされる本

学部のᤵ業科目を履修さࡏることができる。この場合においてࠊᙜヱᤵ業科目の履修

をࠊᨵṇ前の経済学部つ則に基࡙ࡃᤵ業科目の履修とみなしࠊ単位をᤵ୚することが

できる。 

㝃 則(平成19年3᭶15日つ則➨15ྕ) 

1 このつ則はࠊ平成19年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 平成19年3᭶31日に現に本学部にᅾ学する者(以ୗこの㡯において「ᅾ学者」とい

う。)及び平成19年4᭶1日以ᚋにおいてᅾ学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿

入学する者にಀるᤵ業科目ヨ㦂の⤖ᯝ及び単位のᤵ୚୪びに卒業ㄽᩥヨ㦂の⤖ᯝにつ

いてはࠊᨵṇᚋの経済学部つ則➨12᮲のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

㝃 則(平成20年3᭶14日つ則➨24ྕ) 

このつ則はࠊ平成20年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成25年3᭶18日つ則➨21ྕ) 

このつ則はࠊ平成25年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成29年3᭶9日つ則➨41ྕ) 

1 このつ則はࠊ平成29年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 平成28年3᭶31日に現に本学部にᅾ学する者（以ୗこの㝃則において「ᅾ学者」と

いう。）及び平成29年4᭶1日以ᚋにおいてᅾ学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及

び㌿入学する者（以ୗこの㝃則において「෌入学者➼」という。）にಀるᡤᒓ学科及
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びࢥース୪びにᤵ業科目の༊分についてはࠊᨵṇᚋの経済学部つ則➨1᮲2➨ࠊ᮲ࠊ➨

4᮲及び➨10᮲のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

3 本学部が必要とㄆめるときはࠊᅾ学者及び෌入学者➼にᨵṇᚋの経済学部つ則➨2᮲

のつ定に基࡙き平成29年度以降の入学者（෌入学者➼を㝖ࡃ。）のために開タされる

本学部のᤵ業科目を履修さࡏることができる。この場合においてࠊᙜヱᤵ業科目の履

修をࠊᨵṇ前の経済学部つ則に基࡙ࡃᤵ業科目の履修とみなしࠊ単位をᤵ୚すること

ができる。 

ู⾲ 

ᤵ業科目の༊分 ᤵ業の༊分 ᫬間数 

学部教育科目 専門基礎科目 講義及び演習 15 

専門基幹科目 講義 15 

専門応用科目Ⅰ 講義 15 

専門応用科目Ⅱ 
講義 15 

演習 30 

専門応用科目（その他） 
講義及び演習 15 

演習 30 

全学教育科目 基礎科目 講義及び演習 15 

実習 30 

イ࣋ࣀーション教育科目 講義及び演習 15 

グローバル教育科目 講義及び実習 15 

外国語科目 演習 15 

実習 30 

೺ᗣス࣏ーツ科目 演習 15 

 



 

 

 

 Ⅱ 履 修 細 目 
     (平成29年度以降の入学生) 

 
 

 

 １．科目コードについて 

 ２．授業科目体系 

 ３．履修方法  
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平成２９年度以降の入学生 

 

䊡 ᒚ ಟ ⣽ 目(ᖹᡂ䠎䠕ᖺᗘ௨㝆䛾ධ学⏕) 

 

経済学部の履修細目(ᤵ業科目య⣔と履修᪉法)は，基本ⓗには， 

 

(1)全学教育科目(基礎科目，外国語科目，೺ᗣス࣏ーツ科目，グローバル教育科目，イ࣋ࣀーション教育科目)と学部教育科目

(専門基礎科目，専門基幹科目，専門応用科目Ⅰ，専門応用科目Ⅱ，専門応用科目(その他))との㐃ᦠをはかり，学部教育がᖜᗈ

い教㣴と学習にࡗࡼてᨭ࠼られるࡼうにすること。 

 

(2)全学教育科目と学部教育科目に㛵する一㈏したᤵ業科目のయ⣔໬と῝໬とをᅗること。 

 

(3)社会科学分野におࡅる基礎学ຊ，語学や᝟ሗฎ理な࡝の基礎ⓗス࢟ルをしࡗかり㌟につࡅられること。 

 

の㸱Ⅼをពᅗしている。このため，学部教育科目のᤵ業科目య⣔は，次の各科目にࡗࡼてᵓ成される。 

 

a㸬専門基礎科目  E㸬専門基幹科目 c㸬専門応用科目Ⅰ d㸬専門応用科目Ⅱ 

e㸬専門応用科目(その他) 

 イ㸬特殊講義， ロ㸬英語演習， ࣁ㸬演習(ゼࢼ࣑ール)， ஧㸬大学院共通科目 

f� 海外学修科目 g� *loEal Business and Economics(*BE)科目  

 

a�専門基礎科目は，社会科学に対してᖜᗈいど野を୚࠼，ၥ㢟㛵ᚰを高めることにࡼり，学部教育科目を学習するための基礎

となるために開講される。 

 

E�専門基幹科目は，経済学部に共通する基本ⓗ分野の科目，各学科のᵝࠎな対象㡿ᇦについての科目からなり，経済学部及び

各学科の基幹となる学ၥ分野に㛵しての科目⩌である。学生ㅖྩにしࡗかりとした基礎学ຊを㌟につࡅてもらうために，専門

基礎科目及び基本ⓗ分野の専門基幹科目については」数開講し，࣐スプロ教育に㝗らないࡼうなᥐ⨨がとられている。 

 

c�専門応用科目Ⅰは，初⣭レ࣋ルの専門科目(2年次から履修ྍ⬟)である。各国各ᆅᇦのṔྐ・ไ度・ᨻ἞ⓗ⫼ᬒを含め，グ

ローバル໬᫬代の経済学についてᗈ⠊かつバランスࡃࡼ学修できるࡼうな科目からᵓ成されている。 

 

d�専門応用科目Ⅱは，中⣭レ࣋ルの専門科目(3年次から履修ྍ⬟)で，現代の」㞧な経済㛵ಀを理ゎする⬟ຊを習得するために

開講される。「グローバル経済」，「現代日本経済」，「金融貿易分析」，「経済数量分析」，「法と経済社会」の5つの専門分野から

ᵓ成され，学生は主分野，副分野の最ప2つの分野を選択する。分野ู演習では，履修済みの専門応用科目Ⅱのᢸᙜ教ဨの指ᑟ

にࡗࡼて，ᙜヱ科目の専門ⓗな▱ぢ࡬の理ゎをさらに῝めつつ，基本ⓗには学修・◊✲成ᯝを཯ᫎさࡏたㄢ㢟◊✲を⾜う。 

 

e�専門応用科目(その他)は，ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習，英語ウㄽ，Applied Economics ,nWensive，を含ࡴ特殊講義及び，英語演

習，ゼࢼ࣑ールといࡗた演習及び，大学院共通科目からなる。 

 

イ�特殊講義は，ቃ⏺㡿ᇦⓗなテー࣐や᫬஦ⓗ・実㊶ⓗなテー࣐，あるいは社会科学のための⿵ຓⓗなᡭ法な࡝をとりあࡆて，

テー࣐にࡩさࢃしい講ᖌをᗈࡃ学内外にồめ，開講される。年度にࡗࡼて開講科目が␗なることがある。特殊講義の中のㄢ㢟
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平成２９年度以降の入学生 

 

プロࢡ࢙ࢪト演習では，࣑ࣗࢥニࢣーション⬟ຊ及び実㊶ຊのྥ上をめࡊすため，ㄢ㢟ゎỴᆺ・཮᪉ྥᆺ学修がྲྀり入れられ

ている。 

 

ロ�英語演習では，᳨定英語もど野に入れながら，専門分野を学ࡪためにᙺ立つ高度な英語教育が実᪋される。 

English for Economics and Business (EEB) 

本科目は経済（学）おࡼびࢿࢪࣅスに㛵㐃する英語について理ゎを῝めス࢟ルをྥ上さࡏることを目ⓗとする。内ᐜはල

యⓗには2本のᰕからなり，ᤵ業᫬に経済（学）やࢿࢪࣅスに㛵する英ᩥやᫎീを理ゎする学習や語ᙡቑᙉのトレーニングを

⾜うことと，英語自習システ࣒を฼用して主に72E,&をᛕ㢌においたᤵ業᫬間外学習を⾜うこととする。学ᮇᮎヨ㦂は英語自

習システ࣒の72E,&(R)L	Rᶍᨃヨ㦂にࡼり⾜う。 

 

English for Academic Purposes (EAP) 

    7he EAP (English for Academic Purposes) seminar is a 2�crediW course for 2nd \ear sWudenWs in Whe &ollege of 

Economics� ,n Whis course� sWudenWs� (1) improve Wheir spoNen fluenc\ Whrough auWhenWic inWeracWion (2) develop 

academic essa\�ZriWing sNills (3) increase Wheir inWerculWural aZareness Whrough e[ploraWion of academic 

Wopics� Each ZeeN sWudenWs are assigned reading homeZorN� ,n class� Whe Weacher guides Whem Whrough a series of 

e[ercises Wo help Whem undersWand EoWh Whe language forms used in Whe reading� and Whe culWural and academic 

conWenW� 6WudenWs are e[pecWed Wo do Whe homeZorN� asN TuesWions� and parWicipaWe full\ in class acWiviWies� 

 

て選択した専門分野のࡌ生ྠኈの㆟ㄽを通して，各自の㛵ᚰとၥ㢟ព㆑に応࣑は，ᢸᙜ教ဨの指ᑟとゼ（ールࢼ࣑ゼ）�演習ࣁ

▱㆑を✚ᴟⓗに྾཰し，一ᒙの理ゎを῝めるとともに，卒業ㄽᩥのテー࣐を᥀りୗࡆて㏣ồするためにタࡅられている。 

 

஧�大学院共通科目は，ពḧがある3年以上の学部生に対して༤ኈㄢ⛬前ᮇで開講される科目の履修をㄆめ，修得単位としてㄆ

定するものであり，学部レ࣋ルを㉸࠼た῝い専門分野の▱㆑を㌟につࡅるための科目である。 

 

その࡯か，f�海外学修科目として，ඛに㏙࡭た「英語ウㄽ（Ḣᕞ）」「英語ウㄽ会（アࢪア）」，「Applied Economics 

,nWensive」及び஺᥮留学，⚾㈝での海外大学留学，経営学部開講の海外インࢱーンシップや英語ウㄽ会に参ຍすることで単位

が修得できるものがある。さらに，*BEEP学生にとࡗて選択必修科目となる*loEal Business and Economics(*BE)科目(経済学

部と経営学部が定める英語で開講する学部教育科目)がタࡅられている。これらにຍ࠼て経営学部開講科目及び教育学部(教育

人間科学部)・理工学部・都市科学部開講科目，他大学開講科目ͤ1➼，各自が๰ព工ኵをจらして学習することができる。 

 

ͤ㸯 他大学開講科目とは，ᶓ὾市内大学間の単位஫᥮༠定に基࡙き，他大学からᥦ౪された科目のうち，経済学

部が指定した科目をいう。 
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平成２９年度以降の入学生 

 

㻠 ᱆ᩘࡢ 

㻝 ᱆┠ ౑⏝ゝㄒ 

㻞 ᱆┠ Ꮫၥศ㔝࣭㡿ᇦ༊ศ 

㻟 ᱆┠ ⛉┠༊ศ 

㻠 ᱆┠ ᒚಟࣞࣝ࣋  

䠍䠊科目䝘䞁䝞䝸䞁䜾䛻䛴䛔䛶 

ᶓ὾国立大学では，平成㻞㻥年度ࡼり科目ࡈとに 

౛㸸 㻱㼁㻞㻞㻞㻞  「㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼥」     

のࡼうに，アルフ࣋࢓ットと㻠᱆の数Ꮠからなる㼅㻺㼁ࢼンバࣜングࢥードを௜ࡅている。この科目ࢼンバࣜングไ度は，その科目

のᢅう㡿ᇦ及び履修ྍ⬟年次を一目で理ゎできるࡼうにし，学生のయ⣔ⓗ学習をᐜ易にすることを目ⓗとしている。 

㼅㻺㼁䝘䞁䝞䝸䞁䜾䝁䞊䝗䛾ᵓ㐀 

          E U 

 

               

   

                     

                 

 

㻔㻝㻕 㼅㻺㼁ࢼンバࣜングࢥードの最初のアルフ࣋࢓ットは，開講学部を♧している。ලయⓗな開講部ᒁのࢼンバࣜングは，次の⾲

のとおり。なお，全学教育科目については，全学教育履修案内を参照されたい。 

 

㻔㻞㻕㼅㻺㼁ࢼンバࣜングࢥードの㻠᱆目は，履修レ࣋ルを♧している。㻱㼁㻝㻜㻜㻜␒ྎであれࡤ㻝年次から履修することを᥎ዡしてい

る。㻱㼁㻞㻜㻜㻜␒ྎ，㻱㼁㻟㻜㻜㻜␒ྎはそれࡒれ，㻞年生，㻟年生から履修することを᥎ዡしている。 

 

㻔㻟㻕㼅㻺㼁ࢼンバࣜングࢥードの㻟᱆目は，学部教育科目の科目༊分を♧しており。専門基礎科目を㻝，専門基幹科目を㻞，専門応用

科目Ⅰを㻟，専門応用科目Ⅱを㻠，特殊講義な࡝専門応用科目Ⅱ㻔その他㻕を㻡，㻝㹼㻡の科目༊分にᙜてはまらないその他の科目

を㻢と♧している。 

 

㻔㻠㻕㼅㻺㼁ࢼンバࣜングࢥードの㻞᱆目は，学ၥ分野・㡿ᇦを♧している。ලయⓗなࢼンバࣜングは，次の⾲のとおり。 

㻝 ⤒῭学 2 䜾䝻䞊䝞䝹⤒῭ 㻟 ᪥ᮏ⤒῭ 㻠 㔠⼥䞉㈠᫆ 㻡 ᩘ㔞ศᯒ 

㻢 ἲ学 㻣 䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䡡ᩥ໬ 㻤 ᝟ሗฎ⌮ 9 ₇⩦ 0 䛭䛾௚䛾㡿ᇦ 

 

㻔㻡㻕㼅㻺㼁ࢼンバࣜングࢥードの㻝᱆目は，ᤵ業中の主たる౑用ゝ語を♧しており，日本語を౑用する場合㻝，英語を౑用する場合

㻞，日本語と英語を౑用する科目を㻟，その他のゝ語を౑用する場合㻠で♧している。 

 

上グ 㻱㼁㻞㻞㻞㻞  「㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼥」は，経済学部教育科目で㻞年次履修を᥎ዡしている専門基幹科目で，グローバル経済の

学ၥ分野にᒓし，主な౑用ゝ語が英語だと♧している。㻞᱆目の㼅㻺㼁ࢼンバࣜングࢥードがྠࡌ科目 ౛㸸㻱㼁㻟㻠㻞㻝 「中⣭ୡ

⏺経済ㄽ」は，科目ྠኈのかかࢃりが῝い科目である。このࡼうに科目ࢥードから得られる履修レ࣋ルと学ၥ分野の᝟ሗ，

「ᤵ業ᴫ要」にグ㍕されている講義内ᐜや前ᥦとなる科目のㄝ᫂➼を参⪃にし，自分が学びたい内ᐜをయ⣔ⓗに履修するこ

とが望ましい。 

 

䠡䠱 ⤒῭学部 䠞䠱 ⤒Ⴀ学部 䠯䠡 教育学部 㻾䠧 ⌮ᕤ学部 䠱䠯 㒔ᕷ科学部 

㛤ㅮᏛ㒊 
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䠎䠊ᤵ ᴗ 科 目 య ⣔ 

䜲䠊඲学教育科目䛸単位ᩘ 

 
全学教育科目の科目と単位数については，全学教育科目履修案内を参照されたい。 

全学教育科目におࡅる経済学部履修᥎ዡ科目(基礎科目一部ᢤ⢋) 

༊ 分  ᤵ業科目 単位 ᮇ間 履修学年 ഛ⪃ 

基礎科目 人ᩥ社会⣔ 社会科学ᴫㄽ㸿 ２ ᫓学ᮇ 㸯㹼㸲  

社会科学ᴫㄽ㹀 ２ ⛅学ᮇ 㸯㹼㸲  

自↛科学⣔ ᚤ分✚分Ⅰ ２ ᫓学ᮇ 㸯㹼㸲  

ᚤ分✚分Ⅱ ２ ⛅学ᮇ 㸯㹼㸲  

⥺ᙧ代数Ⅰ ２ ᫓学ᮇ 㸯㹼㸲  

⥺ᙧ代数Ⅱ ２ ⛅学ᮇ 㸯㹼㸲  

上グ科目も含め基礎科目，外国語科目，೺ᗣス࣏ーツ科目，グローバル教育科目，イ࣋ࣀーション教育科目が開講されているが，全学教

育科目履修案内を参照されたい。 

 経済学部の学生が，全学教育科目を履修する㝿に，ୗグの内ᐜにὀពすること。 

(㻝) ᇶ♏科目(ேᩥ♫఍⣔)䛻䛴䛔䛶 

   「社会科学ᴫㄽ㸿・㹀」は，社会科学に㛵するᗈいど野を୚࠼る講義なので，履修を᥎ዡする。 

 

(2) ᇶ♏科目(⮬↛科学⣔)䛻䛴䛔䛶 

    「ᚤ分✚分Ⅰ・Ⅱ」及び「⥺ᙧ代数Ⅰ・Ⅱ」は，経済学の学習にとࡗて㠀ᖖに㔜要な科目となるので，1年次に履修することを

᥎ዡする。 

 

(㻟) 㧗ᗘ඲学教育ᣦᐃ科目䛻䛴䛔䛶 

経済学部が指定する基礎科目，グローバル教育科目，イ࣋ࣀーション教育科目を，3㹼4年次に履修した場合，高度全学教育指

定科目の卒業単位にする。指定科目は，次㡫を☜ㄆすること。 

 

(㻠) እᅜㄒ科目(ⱥㄒ₇⩦科目䛻䛴䛔䛶) 

    2年次において，学部教育科目として開講されている「English for Academic Purposes(EAP)」及び「English for Economics 

and Business(EEB)」，「Advanced EAP A」，「Advanced EAP B」のうち，指定されたࢡラスの4単位を修得すること。修得した英語

演習科目は，全学教育科目の英語の単位8単位のうち4単位に算入される。 

 

(㻡) እᅜㄒ科目(ึಟእᅜㄒ䛻䛴䛔䛶) 

   初修外国語は，一⯡ⓗには，2年次に履修する科目だが，留学や高学年に初修外国語の演習科目の履修を希望する場合，1年次

から履修することもできる。また，一定の᮲௳を‶たす場合は，卒業に必要な単位はኚࢃらないが，「スࣆード履修」「ス࢟ップ

履修」ไ度を฼用して，高度な教育をཷࡅることもできる。詳細は，全学教育科目履修案内を☜ㄆすること。 
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䠏䡚䠐ᖺḟ䛻ᒚಟ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䠈㧗ᗘ඲学教育ᣦᐃ科目䛻ㄆ䜑䜙䜜䜛科目୍ぴ 

 

䠄ᇶ♏科目 ேᩥ♫఍⣔䠅 

科目ࢼンバࣜングの２（分類㸯）ࠊ㸱（分類２）᱆目にグ㍕されているࢥードが㸯㸴（基礎科目 人ᩥ社会⣔ 法学・ᨻ἞学）と

㸯㸵（基礎科目 人ᩥ社会⣔ 経済学・経営学）以外の科目 

（全学教育科目のࢼンバࣜングについてはࠊ「全学教育科目履修案内」を参照すること。） 

 

ㄆめられる科目  ౛ 㸸 *8�1131 英⡿ᩥ学      *8�1111 ဴ学 

ㄆめられない科目 ౛ 㸸 *E�11�1 現代ᨻ἞（日本） *E�11�1 経済学のㅖㄢ㢟Ⅰ 

 

䠄ᇶ♏科目 ⮬↛科学⣔䠅 

「ᚤ分✚分Ⅰࠊᚤ分✚分Ⅱࠊ⥺ᙧ代数Ⅰࠊ⥺ᙧ代数Ⅱ」以外の科目 

 

(䜾䝻䞊䝞䝹教育科目) 

グローバル教育科目で開講されている科目す࡭て 

 

䠄䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁教育科目䠅 

イ࣋ࣀーション教育科目で開講されている科目，ただし，ࣜࣕ࢟アᙧ成実㊶▱(㡿ᇦ) <18 ンバࣜングࢼ 1000 ␒ྎの科目は，1

年次の履修を᥎ዡするため，高度全学教育指定科目に含まない。 

 

 

ͤ「数理⤫計」，「*loEal Econom\」，「▱ⓗ㈈⏘法」は，全学教育科目と学部教育科目の୧᪉で開講されるが，ྠ一ྡ⛠であࡗて

も全学教育科目と学部教育科目では᫬間๭ࢥードが␗なるので，履修計⏬を立てる㝿はὀពすること。全学教育科目と学部教育

科目୧᪉の「数理⤫計」，「*loEal Econom\」，「▱ⓗ㈈⏘法」をྠ一学ᮇ中にྠ᫬に履修することはできない。そして，全学教育

科目または学部教育科目いずれか一᪉の単位を修得した場合，他᪉の「数理⤫計」，「*loEal Econom\」，「▱ⓗ㈈⏘法」を㔜」し

て単位を修得することもできない。また，᪤に単位を修得した「数理⤫計」，「*loEal Econom\」，「▱ⓗ㈈⏘法」については，全

学教育科目または学部教育科目いずれかの᫬間๭ࢥード࡬ኚ᭦することもㄆめない。 
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䝻䠊学部教育科目䛸単位ᩘ 

(㻝) ᑓ㛛ᇶ♏科目䛸単位ᩘ 

 専 門 基 礎 科 目  

科目ࢼンバࣜング ᤵ業科目 単位数 

E81111 

E81111 

E81121 

E81111 

E81131 

E81111 

E811�1 

E811�1 

E81181 

E81181 

E81191 

 ロ経済学入門ࢡ࣑

 ロ経済学入門ࢡ࣐

グローバル・࣑ࣀࢥ࢚ー入門 

 ー入門࣑ࣀࢥ࢚・ル࢝ティ࣏ࣜ

経済ྐ入門 

経済と೔理 

法学入門 

法ဴ学 

 ー・ࣜテラシーࢱーࣗࣆンࢥ

 ゎ析ࢱーࢹ

基礎演習 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

    2  必修 

専門基礎科目は，1年次に履修することを᥎ዡする。専門応用科目Ⅰの「経済学ྐ」を履修する場合，஦前に前ᥦ科目となる「経

済と೔理」を履修することを原則とする（なお，᥎ዡはしていないが，前ᥦ科目「経済と೔理」を履修していなࡃとも，専門応

用科目Ⅰの「経済学ྐ」を履修することはできる）。 

 

(2) ᑓ㛛ᇶᖿ科目䛸単位ᩘ 

(ὀព1)専門基幹科目の中で，ۑۑ㸯，２ۑۑと科目ྡに␒ྕが௜された科目がある。２ۑۑとグされている科目は，ۑۑ㸯の

▱㆑をά用する㛵㐃ᛶのᙉい科目となるため，２ۑۑを学ࡪために，ۑۑ㸯とグされている科目を஦前に学ࡪことを原則とする

（なお，᥎ዡはしていないが，ۑۑ㸯とグされている科目を履修していなࡃとも，２ۑۑとグされている科目を履修することは

できる）。 

౛㸸「経済原ㄽ２」を履修する前に，「経済原ㄽ㸯」を履修することを原則とする。 

 

(ὀព2)専門応用科目Ⅱの中には，専門基幹科目で学ࢇだ▱㆑をά用する㛵㐃ᛶのᙉい科目がある。そのため，専門応用科目Ⅱ

を学ࡪために前ᥦ科目となる専門基幹科目を学ࡪことを原則とする（㛵㐃のある対になる科目の一ぴは，P1�を参照すること）。

なお，᥎ዡはしていないが，前ᥦ科目を履修していなࡃとも，専門応用科目Ⅱを履修することはできる。 

౛㸸「中⣭ୡ⏺経済」を履修する前に，「*loEal Econom\」を履修することを原則とする。 

専 門 基 幹 科 目 

科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目 単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 

E82222 *loEal Econom\ͤ         2 

E82242 ,nWernaWional  

Economics     2 

E82211 経済原ㄽ㸯               2 

E82211 経済原ㄽ２               2 

E82211 ࢡ࣑ロ経済学㸯           2 

E82211 ࢡ࣑ロ経済学２           2 

E82211 ࢡ࣐ロ経済学㸯          2 

E82211 ࢡ࣐ロ経済学２          2 

E82211 現代経済システ࣒㸯      2 

E82211 現代経済システ2      ２࣒ 

E82221 経済ྐ㸯                2 

E82221 経済ྐ２                2 

E82221 経済ᨻ⟇㸯              2 

E82221 経済ᨻ⟇２               2 

E82251 経済数学                 2 

E82251 数理⤫計ͤ               2 

E82251 計量経済学               2 

E82251 経済⤫計                 2 

E822�1 ᠇法                     2 

 

専門基幹科目は，2，3年次に履修することを᥎ዡする。 

(*BEEP生 ὀព) 専門基幹科目（経済）で*BE科目にタ定されている科目はࠊ*BE科目として卒業単位に含まれるためࠊ専門基幹

科目の卒業単位に含まれないのでὀពすること。 
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ͤ「数理⤫計」，「*loEal Econom\」は，全学教育科目と学部教育科目の୧᪉で開講されるが，ྠ一ྡ⛠であࡗても全学教育科目

と学部教育科目では᫬間๭ࢥードが␗なるので，履修計⏬を立てる㝿はὀពすること。全学教育科目と学部教育科目୧᪉の「数

理⤫計」，「*loEal Econom\」をྠ一学ᮇ中にྠ᫬に履修することはできない。そして，全学教育科目または学部教育科目いずれ

か一᪉の単位を修得した場合，他᪉の「数理⤫計」，「*loEal Econom\」を㔜」して単位を修得することもできない。また，᪤に

単位を修得した「数理⤫計」，「*loEal Econom\」については，全学教育科目または学部教育科目いずれかの᫬間๭ࢥード࡬ኚ᭦

することもㄆめられない。 

 

(㻟)ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊠 

(ὀព)専門応用科目Ⅱの中には，専門応用科目Ⅰで学ࢇだ▱㆑をά用する㛵㐃ᛶのᙉい科目がある。そのため，専門応用科目Ⅱ

を学ࡪために前ᥦ科目となる専門応用科目Ⅰを学ࡪことを原則とする（㛵㐃のある対になる科目の一ぴは，P1�を参照すること）。

なお，᥎ዡはしていないが，前ᥦ科目を履修していなࡃとも，専門応用科目Ⅱを履修することはできる。 

౛㸸「,nWernaWional 7rade Polic\」を履修する前に，「国㝿貿易ᨻ⟇」を履修することを原則とする。 

専 門 応 用 科 目 Ⅰ 

科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目 単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 

E82342 国㝿貿易ᨻ⟇             2 

E82341 国㝿金融                 2 

E82341 現代外国Ⅽ᭰ㄽ           2 

E82321 国㝿⎔ቃ経済ㄽ           2 

E82321 ㏵上国経済               2 

E82321 中国経済                 2 

E82321 ロシアᮾḢ経済           2 

E82353 ẚ㍑経済学               2 

E82351 ࢤー࣒理ㄽ               2 

E82331 ㈈ᨻ学                   2 

E82341 フ࢓イࢼンス             2 

E82331 බ共経済学               2 

E82331 ປാ経済学               2 

E82341 ⏘業⤌⧊ㄽ               2 

E82321 ẚ㍑㎰業ᨻ⟇             2 

E82331 ᆅᇦ経済ᨻ⟇             2 

E82331 現代社会⚟♴             2 

E82331 ᆅ᪉㈈ᨻ                 2 

E82321 アࢪア経済ྐ             2 

E82331 日本経済ྐ               2 

E82331 現代経済ྐ               2 

E82311 経済学ྐ                 2 

E823�1 人・≀と法               2 

E823�1 ྲྀᘬと法                 2 

E823�1 ዎ⣙と法                 2 

E823�1 ฮ஦法                   2 

E823�1 国㝿法                   2 

E82341 金融ㄽ                   2 E82321 国㝿経済ྐ               2  

 (*BEEP生 ὀព) 専門応用科目Ⅰ（経済）で*BE科目にタ定されている科目はࠊ*BE科目として卒業単位に含まれるためࠊ専門

応用科目Ⅰの卒業単位に含まれないのでὀពすること。 

 

(㻠)ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊡 

（ὀព）専門応用科目Ⅱの中には，専門応用科目Ⅱを履修するにᙜたり，専門基幹科目または，専門応用科目Ⅰで学ࢇだ▱㆑を

前ᥦに講義を⾜う科目がある。そのため，特に㛵㐃ᛶのᙉい前ᥦ科目を，専門応用科目Ⅱを履修する前に，履修しておࡃこと

を原則とする（対になる科目について，㹎1�を☜ㄆすること）。なお，᥎ዡはしていないが，前ᥦ科目を履修していなࡃとも，

専門応用科目Ⅱを履修することはできる。 

専 門 応 用 科 目 Ⅱ  グ ロ ー バ ル 経 済 

科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 

(講義) 

E83422 中⣭ୡ⏺経済             2 

E83421 中⣭国㝿経済ྐ           2 

E83421 中⣭アࢪア経済ྐ         2 

 

(講義) 

E83421 中⣭国㝿⎔ቃ経済         2 

E83421 中⣭ẚ㍑㎰業ᨻ⟇         2 

E83421 中⣭㏵上国経済           2 

 

(講義) 

E83421 中⣭中国経済             2 

E83421 中⣭ロシアᮾḢ経済       2 

E83423 ,nWernaWional  

&ommunicaWion   2 

(分野ู演習) 

E83422 中⣭ୡ⏺経済             1 

E83421 中⣭国㝿経済ྐ           1 

E83421 中⣭アࢪア経済ྐ         1 

 

(分野ู演習) 

E83421 中⣭国㝿⎔ቃ経済          1 

E83421 中⣭ẚ㍑㎰業ᨻ⟇          1 

E83421 中⣭㏵上国経済            1 

(分野ู演習) 

E83421 中⣭中国経済             1 

E83421 中⣭ロシアᮾḢ経済       1 

E83423 ,nWernaWional 

            &ommunicaWion       1 
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専 門 応 用 科 目 Ⅱ  金 融 貿 易 分 析 

科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 

(講義) 

E83442 中⣭国㝿経済学           2 

E83441 中⣭国㝿金融             2 

E83441 中⣭現代外国Ⅽ᭰ㄽ       2 

(講義) 

E83441 中⣭金融ㄽ                2 

E83441 中⣭フ࢓イࢼンス          2 

E83441 中⣭⏘業⤌⧊ㄽ            2 

(講義) 

E83442 ,nWernaWional 7rade   

Polic\        2 

(分野ู演習) 

E83442 中⣭国㝿経済学           1 

E83441 中⣭国㝿金融             1 

E83441 中⣭現代外国Ⅽ᭰ㄽ       1 

(分野ู演習) 

E83441 中⣭金融ㄽ                1 

E83441 中⣭フ࢓イࢼンス          1 

E83441 中⣭⏘業⤌⧊ㄽ            1 

(分野ู演習) 

E83442 ,nWernaWional 7rade   

Polic\         1 

 

専 門 応 用 科 目 Ⅱ  経 済 数 量 分 析 

科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 

(講義) 

E83451 数理経済学               2 

E83451 中⣭数理⤫計             2 

(講義) 

E83451 中⣭計量経済学            2 

E83451 中⣭経済⤫計              2 

 

(講義) 

E83451 中⣭ࢤー࣒理ㄽ           2 

E83452 6WaWisWical 7heor\ 

           and ApplicaWions     2 

(分野ู演習) 

E83451 数理経済学               1 

E83451 中⣭数理⤫計             1 

(分野ู演習) 

E83451 中⣭計量経済学            1 

E83451 中⣭経済⤫計              1 

(分野ู演習) 

E83451 中⣭ࢤー࣒理ㄽ           1 

E83452 6WaWisWical 7heor\ 

         and ApplicaWions       1 

 

 

 

 

 

専 門 応 用 科 目 Ⅱ  現 代 日 本 経 済  

科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 

(講義) 

E83431 中⣭㈈ᨻ学               2 

E83431 中⣭බ共経済学           2 

E83431 中⣭ປാ経済学           2 

(講義) 

E83431 中⣭現代社会⚟♴          2 

E83431 中⣭ᆅᇦ経済ᨻ⟇          2 

E83431 中⣭ᆅ᪉㈈ᨻ              2 

(講義) 

E83431 中⣭日本経済ྐ           2 

E83431 中⣭現代経済ྐ           2 

E83432 Language，&ommunicaWion 

and ,denWiW\   2 

(分野ู演習) 

E83431 中⣭㈈ᨻ学               1 

E83431 中⣭බ共経済学           1 

E83431 中⣭ປാ経済学           1 

 

(分野ู演習) 

E83431 中⣭現代社会⚟♴          1 

E83431 中⣭ᆅᇦ経済ᨻ⟇          1 

E83431 中⣭ᆅ᪉㈈ᨻ              1 

(分野ู演習) 

E83431 中⣭日本経済ྐ           1 

E83431 中⣭現代経済ྐ           1 

E83432 Language，&ommunicaWion  

and ,denWiW\   1 
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専 門 応 用 科 目 Ⅱ  法 と 経 済 社 会 

科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 科目㺣ﾝ㺨゙ 㺶ﾝｸ゙  ᤵ業科目  単位数 

(講義) 

E834�1 ᐙ᪘と法                 2 

E834�1 ၟ法Ⅰ                   2 

E834�1 ၟ法Ⅱ                   2 

E834�1 ᭷౯ドๆ法               2 

(講義) 

E834�1 ⾜ᨻ法                   2 

E834�1 経済法                   2 

E834�1 ປാ法                   2 

E834�1 ⿢ุ法                   2 

(講義) 

E834�1 ▱ⓗ㈈⏘法ͤ             2 

E834�1 社会ಖ㞀法               2 

(分野ู演習) 

E834�1 ᐙ᪘と法                 1 

E834�1 ၟ法Ⅰ                   1 

E834�1 ၟ法Ⅱ                   1 

E834�1 ᭷౯ドๆ法               1 

(分野ู演習) 

E834�1 ⾜ᨻ法                    1 

E834�1 経済法                    1 

E834�1 ປാ法                    1 

E834�1 ⿢ุ法                    1 

(分野ู演習) 

E834�1 ▱ⓗ㈈⏘法               1 

E834�1 社会ಖ㞀法               1 

(*BEEP生 ὀព)専門応用科目Ⅱ（経済）で*BE科目にタ定されている科目はࠊ*BE科目として卒業単位に含まれるがࠊ卒業に必

要な*BE科目の単位数を㉸࠼て*BE科目を修得している場合ࠊ専門応用科目Ⅱ（経済）の卒業単位に含める。 

ͤ「▱ⓗ㈈⏘法」は，全学教育科目と学部教育科目の୧᪉で開講されるが，ྠ一ྡ⛠であࡗても全学教育科目と学部教育科目で

は᫬間๭ࢥードが␗なるので，履修計⏬を立てる㝿はὀពすること。全学教育科目と学部教育科目୧᪉の「▱ⓗ㈈⏘法」をྠ一

学ᮇ中にྠ᫬に履修することはできない。そして，全学教育科目または学部教育科目いずれか一᪉の単位を修得した場合，他᪉

の「▱ⓗ㈈⏘法」を㔜」して単位を修得することもできない。また，᪤に単位を修得した「▱ⓗ㈈⏘法」については，全学教育

科目または学部教育科目いずれかの᫬間๭ࢥード࡬ኚ᭦することもㄆめられない。 

 

(㻡)ᑓ㛛ᛂ⏝科目(䛭䛾௚) ≉Ṧㅮ⩏➼  

特殊講義(英語ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習)，特殊講義(日本語ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習)，英語演習，演習(ゼࢼ࣑ールⅠ・Ⅱ)が開講

される。その他にも，特殊講義として，ᵝࠎな科目が開講される。開講科目は，年度にࡗࡼて␗なる場合があるので，ὀពする

こと。 

 

(㻢)ᾏእ学ಟ科目 

海外学修科目は，஺᥮留学に参ຍすること，⚾㈝で海外の大学に留学すること，「英語ウㄽ（Ḣᕞ）」，「英語ウㄽ（アࢪア）」

を履修すること，「Applied Economics ,nWensive」を履修することにࡼり，単位を修得することができる。また，経営学部開

講の海外インࢱーンシップや英語ウㄽ会に参ຍすることにࡼり，単位を修得することができる。(ᚋᥖ「㸱㸬履修᪉法 ル㸬海

外学修科目」を参照) 

 

(㻣)㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㻮㼡㼟㼕㼚㼑㼟㼟 㼍㼚㼐 㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㼟(㻳㻮㻱)科目 

 *BE科目は，専門基幹科目，専門応用科目Ⅰ，専門応用科目Ⅱ，専門応用科目(その他)特殊講義，経営学部開講科目の中で経

済学部，経営学部が定める英語開講科目であり，*BEEP学生にとࡗて選択必修科目となる。 
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(*BE科目 一ぴ) 

専門基幹科目（経済） 

*loEal Econom\ ,nWernaWional Economics 

(*BEEP生 ὀព)専門基幹科目（経済）で*BE科目にタ定されている科目はࠊ*BE科目として卒業単位に含まれるためࠊ専門基幹

科目の卒業単位に含まれないのでὀពすること。 
 

専門応用科目Ⅰ（経済） 

国㝿貿易ᨻ⟇ 

(*BEEP生 ὀព)専門応用科目Ⅰ（経済）で*BE科目にタ定されている科目はࠊ*BE科目として卒業単位に含まれるためࠊ専門応

用科目Ⅰの卒業単位に含まれないのでὀពすること。 
 

専門応用科目Ⅱ（経済） 

㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼀㼞㼍㼐㼑 㻼㼛㼘㼕㼏㼥 
㻸㼍㼚㼓㼡㼍㼓㼑㻘 㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㼍㼚㼐 

㻵㼐㼑㼚㼠㼕㼠㼥 

中⣭国㝿経済学 

㻿㼠㼍㼠㼕㼟㼠㼕㼏㼍㼘 㼀㼔㼑㼛㼞㼥 㼍㼚㼐 

㻭㼜㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㼟 

㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 

ศ㔝ู₇⩦ 

㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼀㼞㼍㼐㼑 㻼㼛㼘㼕㼏㼥  

ศ㔝ู₇⩦ 

㻸㼍㼚㼓㼡㼍㼓㼑㻘 㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㼍㼚㼐 

㻵㼐㼑㼚㼠㼕㼠㼥 ศ㔝ู₇⩦ 

୰⣭ᅜ㝿⤒῭Ꮫ  

ศ㔝ู₇⩦ 

㻿㼠㼍㼠㼕㼟㼠㼕㼏㼍㼘 㼀㼔㼑㼛㼞㼥 㼍㼚㼐 

㻭㼜㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㼟 ศ㔝ู₇⩦ 

  

(*BEEP生 ὀព)専門応用科目Ⅱ（経済）で*BE科目にタ定されている科目はࠊ*BE科目として卒業単位に含まれるがࠊ卒業に必

要な*BE科目の単位数を㉸࠼て*BE科目を修得している場合ࠊ専門応用科目Ⅱ（経済）の卒業単位に含める。 
 

専門応用科目（経営） 

2peraWions 0anagemenW Business Reading  ,nWernaWional Business English for Business 

&iW\ 0arNeWing and 

7ourism 

   

(*BEEP生 ὀព)専門応用科目（経営）で*BE科目にタ定されている科目はࠊ*BE科目として卒業単位に含まれるがࠊ卒業に必要

な*BE科目の単位数を㉸࠼ている*BE科目を修得している場合ࠊ専門応用科目（経営）の卒業単位に含める。 
 

専門応用科目（特殊講義）（経済） 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習  

PuElic Polic\ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習  

6peech and 'eEaWe on 

Economic ,ssues 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習  

Economic 7heor\ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習  

Applied Economics 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 

,nWernaWional Economic 

Polic\ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 

7he -apanese and 

,nWernaWional Economies 

Principles of Economics ,nWernaWional PoliWical 

Econom\ 

9isiWing 6cholar *uesW 

LecWure 1 

9isiWing 6cholar *uesW 

LecWure 2 

9isiWing 6cholar *uesW 

LecWure 3 

9isiWing 6cholar *uesW 

LecWure 4 
 

特殊講義（経営） 

㻭㼏㼏㼛㼡㼚㼠㼕㼚㼓 㼀㼛㼜㼕㼏㼟 㼒㼛㼞 㻳㼑㼚㼑㼞㼍㼘 

㻹㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠 

㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻹㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠 㼍㼚㼐 

㻿㼠㼞㼍㼠㼑㼓㼥 

㼀㼑㼏㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼥 㻱㼚㼍㼎㼘㼑㼐 㻮㼡㼟㼕㼚㼑㼟㼟 ࣍スࣜࢱࣆティ・࣓ࢪࢿ࣐

ント 

㻮㼍㼟㼕㼏㼟 㼛㼒 㻮㼡㼟㼕㼚㼑㼟㼟 㻭㼏㼏㼛㼡㼚㼠㼕㼚㼓 アࢪアグローバル経営基礎 7he Business of 0oEiliW\ ElecWric 9ehicles and 

&orporaWe 6WraWeg\ 
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(㻤)኱学㝔ඹ㏻科目 

経済学部᫬間๭⾲にグ㍕されている国㝿社会科学ᗓ༤ኈㄢ⛬前ᮇ開講科目(履修年次は㸱，㸲年次)。履修に㛵してはཷ講前

にᢸᙜ教ဨのチྍを得ること。 

 

(9)⤒Ⴀ学部㛤ㅮ科目 

(ᚋᥖ 一⯡学生㸸「㸱㸬履修᪉法 イ㸬卒業のための必要単位数及び㹅㹎㸿(*rade PoinW Average)の基‽（2）」㸬*BEEP学

生㸸「㸱㸬履修᪉法 ロ㸬卒業のための必要単位数及び*PA(*rade PoinW Average)の基‽（2）」を参照) 

 

(㻝0)教育学部(教育ே㛫科学部)䞉⌮ᕤ学部䞉㒔ᕷ科学部䞉௚኱学㛤ㅮ科目 

(ᚋᥖ 一⯡学生㸸「㸱㸬履修᪉法 イ㸬卒業のための必要単位数及び㹅㹎㸿(*rade PoinW Average)の基‽(2)」㸬*BEEP学

生㸸「ロ㸬卒業のための必要単位数及び*PA(*rade PoinW Average)の基‽(2)」を参照)経済学ົಀ❆ཱྀにて᫬間๭が㜀ぴできる

ので，希望者は☜ㄆすること。卒業単位に含めることのできる科目についてはู㏵ᥖ♧するので，ᥖ♧ᯈを☜ㄆし，経済学ົ

ಀ❆ཱྀに┦ㄯすること。 
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(㻝㻝)ᑓ㛛ᇶᖿ科目䛸ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊠䛾ᒚಟ᪉ἲ 

ୗグの専門基礎科目（前ᥦ科目）は，専門応用科目Ⅰを履修するにあたり，஦前に履修し，単位を修得しておࡃことを原則

とする。なお，᥎ዡはしていないが，前ᥦ科目を履修していなࡃとも，専門応用科目Ⅰを履修することはできる。 

ᑓ㛛ᇶ♏科目䠄๓ᥦ科目䠅 ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊠 

経済と೔理 経済学ྐ 

 

(㻝2)ᑓ㛛ᇶᖿ科目䞉ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊠䛸ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊡䛾ᒚಟ᪉ἲ 

専門応用科目Ⅱは，専門基幹科目及び専門応用科目Ⅰで学ࢇだ▱㆑をά用し，ᤵ業をおこなう科目があるため，専門応用科

目Ⅱを履修するにあたり，それࡒれ対になࡗているୗグの専門基幹科目・専門応用科目Ⅰ（前ᥦ科目）を஦前に履修し，単位

を修得しておࡃことを原則とする。なお，᥎ዡはしていないが，前ᥦ科目を履修していなࡃとも，専門応用科目Ⅱを履修する

ことはできる。 

ᑓ㛛ᇶᖿ科目 

ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊠 

䠄๓ᥦ科目䠅 

ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊡 

 
ᑓ㛛ᇶᖿ科目 

ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊠 

䠄๓ᥦ科目䠅 

ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊡 

*loEal Econom\ 中⣭ୡ⏺経済 
 

金融ㄽ 中⣭金融ㄽ 

,nWernaWional Economics 中⣭国㝿経済学 
 

㈈ᨻ学 中⣭㈈ᨻ学 

経済数学 数理経済学 
 

フ࢓イࢼンス 中⣭フ࢓イࢼンス 

数理⤫計 中⣭数理⤫計 
 

බ共経済学 中⣭බ共経済学 

計量経済学 中⣭計量経済学 
 

ປാ経済学 中⣭ປാ経済学 

経済⤫計 中⣭経済⤫計 
 

⏘業⤌⧊ㄽ 中⣭⏘業⤌⧊ㄽ 

国㝿貿易ᨻ⟇ 
,nWernaWional 7rade 

Polic\ 

 
ẚ㍑㎰業ᨻ⟇ 中⣭ẚ㍑㎰業ᨻ⟇ 

国㝿金融 中⣭国㝿金融 
 

ᆅᇦ経済ᨻ⟇ 中⣭ᆅᇦ経済ᨻ⟇ 

現代外国Ⅽ᭰ㄽ 中⣭現代外国Ⅽ᭰ㄽ 
 

現代社会⚟♴ 中⣭現代社会⚟♴ 

国㝿⎔ቃ経済ㄽ 中⣭国㝿⎔ቃ経済 
 

ᆅ᪉㈈ᨻ 中⣭ᆅ᪉㈈ᨻ 

㏵上国経済 中⣭㏵上国経済 
 

国㝿経済ྐ 中⣭国㝿経済ྐ 

中国経済 中⣭中国経済 
 

アࢪア経済ྐ 中⣭アࢪア経済ྐ 

ロシアᮾḢ経済 中⣭ロシアᮾḢ経済 
 

日本経済ྐ 中⣭日本経済ྐ 

ẚ㍑経済学 
6WaWisWical 7heor\ and 

ApplicaWions 

 
現代経済ྐ 中⣭現代経済ྐ 

    理ㄽ࣒ーࢤ理ㄽ 中⣭࣒ーࢤ
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䠄㻝㻟䠅⤒Ⴀ学部㛤ㅮ科目 ᑓ㛛ᇶ♏䠈ᑓ㛛ᇶᖿ䠈ᑓ㛛ᛂ⏝科目୍ぴ 

ͤ*BEEP学生は，一ぴを☜ㄆし，卒業に必要な単位を‶たすこと。なお，一部の科目において，一⯡プログラ࣒の学生は履修でき

ない科目がある。 

 

経営学部開講 専門基礎科目 

経営学ᴫㄽ 会計学ᴫㄽ 経営科学ᴫㄽ 

 

経営学部開講 専門基幹科目 

経営ᡓ␎ㄽ 経営⤌⧊ㄽ ࣜࣕ࢟ア・࣓ࢪࢿ࣐ント ⡙グㄽⅠ 

⡙グㄽⅡ 原౯会計ㄽ ࢿࢪࣅス・ࢡ࣑ࣀࢥ࢚ス 経営᝟ሗㄽ 

  ーションㄽࢣニ࣑ࣗࢥンス ゝ語ࢼイ࢓レート・フ࣏ーࢥ ティングㄽࢣー࣐

 

経営学部開講 専門応用科目 

⤌⧊間㛵ಀㄽ 現代࣑ࣗࢥニࢣーションㄽ 人ⓗ㈨※⟶理ㄽ 経営⟶理ㄽ 

経営ྐ 㞠用社会ㄽ ⏘業社会ㄽ ௻業⎔ቃ࣓ࢪࢿ࣐ントㄽ 

経営⾜ື科学 ᆅᇦ⎔ቃ࣓ࢪࢿ࣐ントㄽ 
イ࣋ࣀーション・ 

 ントㄽ࣓ࢪࢿ࣐
⏘業分析 

ᢏ⾡経営ㄽ 金融システ࣒ㄽⅠ 金融システ࣒ㄽⅡ ẚ㍑経営ྐ 

㈈ົ会計ㄽⅠ ㈈ົ会計ㄽⅡ ⟶理会計ㄽⅠ ⟶理会計ㄽⅡ 

┘ᰝㄽ ┘ᰝไ度ㄽ ᨻᗓ・㠀営฼会計ㄽ ⛯ົ会計ㄽ 

生ែ会計ㄽ ࢡ࣐ロ会計ㄽ ㈈ົ分析ㄽ ᡓ␎会計ㄽ 

ពᛮỴ定ㄽ 
 ・ࢬレーション࣌࢜

 ࢳーࢧࣜ
ᾘ㈝者⾜ືㄽ 

 ・ティングࢣー࣐

 ンス࢚イࢧ

ὶ通ㄽ 経営数学 
フ࢓イࢼンシࣕル・ࣜスࢡ 

 ント࣓ࢪࢿ࣐・
 ࣒ーࢤスࢿࢪࣅ

᝟ሗシステ࣒と 

イ࣋ࣀーション 
2peraWions 0anagemenW 国㝿経営ㄽⅠ 国㝿経営ㄽⅡ 

国㝿人ⓗ㈨※⟶理ㄽ 
国㝿イ࣋ࣀーション・ 

 ントㄽ࣓ࢪࢿ࣐
国㝿会計ไ度 国㝿市場ᡓ␎ㄽ 

国㝿経営ྐ Business Reading ,nWernaWional Business English for Business 

&iW\ 0arNeWing and 

7ourism 
᠇法 ⾜ᨻ法 人・≀と法 

ྲྀᘬと法 ዎ⣙と法 ᐙ᪘と法 ၟ法Ⅰ 

ၟ法Ⅱ ᭷౯ドๆ法 ⿢ุ法  

  

 ࡚࠸ࡘ࡟࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝⏝⏕ධᏛࡢ㸬ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘ௨๓ࣁ

 平成２９年度以降入学生は，平成２㸶年度以前入学者用ࣗ࢟ࣜ࢝ラ࣒を履修できないのでὀពする。経済学部᫬間๭⾲に平

成２㸶年度以前入学生用ࣗ࢟ࣜ࢝ラ࣒と平成２９年度以降入学生用ࣗ࢟ࣜ࢝ラ࣒をࡅࢃて⾲グするので，平成２９年度以降入

学生対象の科目を履修すること。 



－18－

平成２９年度以降の入学生 

 

䠏䠊ᒚ ಟ ᪉ ἲ 

䜲䠊୍⯡䝥䝻䜾䝷䝮䛾学⏕䛾༞ᴗ䛾䛯䜑䛾ᚲせ単位ᩘཬ䜃䠣䠬䠝(㻳㼞㼍㼐㼑 㻼㼛㼕㼚㼠 㻭㼢㼑㼞㼍㼓㼑)䛾ᇶ‽ 

䛆༞ᴗせ௳䛇 

・卒業必要単位数   124 単位    

全学教育科目   34  単位 

学部教育科目   90  単位 

・卒業ㄽᩥᑂᰝ 

・卒業に必要な㹅㹎㸿の基‽ 㹅㹎㸿 2�0 以上 

(ᚋᥖ「࣊㸬成⦼ホ౯基‽・㹅㹎㸿(*rade PoinW Average)について」参照) 

卒業には，ఇ学ᮇ間をのࡒき大学で定めたᮇ間をᅾ学し，ୗグにグ㍕されている履修基‽単位をす࡭て修得し，上グ卒業要

௳を‶たし，卒業ㄽᩥᑂᰝにおいて合᱁しなࡅれࡤならない。 

䛆ᒚಟᇶ‽䛇 

(㻝)඲学教育科目      㻟㻠  単位 ୗ䛆⾲ 㻝䛇䛾ᯟෆ単位ᩘ䛾ྜィ (ヲ⣽䛿䠈඲学教育科目ᒚಟ᱌ෆ䜢ཧ↷)  

【表１】 

基礎科目(人ᩥ社会⣔)   4 単位                

基礎科目(自↛科学⣔)   4 単位              䛆⾲ 2䛇 

外国語科目       10 単位             3㹼4 年次 履修 

࠙内ヂࠚ 英語科目    8 単位(ᚋᥖ参照)         高度全学教育指定科目  4 単位 

     初修外国語   2 単位(ᚋᥖ参照)        >ୗグὀព参照@   

   全学教育科目その他   1� 単位ͤ1 

  ͤ1 全学教育科目の中から自⏤に選択できる。ただし，೺ᗣス࣏ーツ科目は，2 単位までを全学教育科目の卒業に必要な単

位数として，算入することができる。೺ᗣス࣏ーツ科目を 3単位以上修得しても 2単位を㉸࠼て卒業単位に算入すること

ができない。 

 

 (高度全学教育指定科目)(前ᥖ「２㸬ᤵ業科目య⣔ イ㸬全学教育科目と単位数」のㄝ᫂を参照) 

 グローバル教育科目，イ࣋ࣀーション教育科目，学部が指定する基礎科目から 3，4 年次に 4 単位修得する。経済学部が指

定する高度全学教育指定科目は，P9 を参照のこと。 

>ὀព@高度全学教育指定科目と基礎科目について 

基礎科目(人ᩥ社会⣔及び自↛科学⣔)は，それࡒれ 4単位を必修としている。また，高度全学教育指定科目(3，4年次

履修)も，4単位を必修としている。౛ࡤ࠼，学部が指定する基礎科目(人ᩥ社会⣔及び自↛科学⣔)の 2単位を 3，4年次

に修得した場合，基礎科目(人ᩥ社会⣔及び自↛科学⣔)と高度全学教育指定科目の2単位をそれࡒれ修得したことになる。 

౛㸸高度全学教育指定科目 学部が指定する基礎科目「英⡿ᩥ学」 

    1㹼2年次に「英⡿ᩥ学」を履修した場合，基礎科目(人ᩥ社会⣔)を 2単位分‶たすことになる。 

    3㹼4年次に「英⡿ᩥ学」を履修した場合，基礎科目(人ᩥ社会⣔)を 2単位分‶たし，かつ高度全学教育指定科目を 2 

単位分‶たしたことになる。 

    ただし，࡝ちらの᪉法で単位を修得したとしても，全学教育科目の合計数に含められる単位数は 2単位であり，4単位 

とはならない。 
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平成２９年度以降の入学生 

 

(英語科目) 

英語科目は，英語部会で全学教育科目として開講され 1年次を対象に開講される「英語プレゼンテーション」，「英語ライティ

ング」，「自立英語」，「英語 LR」各 1単位ずつ計 4単位(詳細は，全学教育科目履修案内を参照)と学部教育科目で 2年次対象

に開講する「English for Academic Purposes(EAP)」，「English for Economics and Business(EEB)」，「Advanced EAP A」，

「Advanced EAP B」各 2単位ずつの中から指定された 2科目計 4単位を修得する必要がある。なお，学部教育科目の「English 

for Academic Purposes(EAP)」，「English for Economics and Business(EEB)」，「Advanced EAP A」，「Advanced EAP B」は，

最大 4 単位までを，全学教育科目の卒業に必要な 34 単位に含める。1 年次の全学教育科目の英語 4 単位及び 2 年次の学部

教育科目の英語科目 4単位，計 8単位の修得が卒業に必要となる。 

 

1 年次 英語実習（自立英語，英語ＬＲ，英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ，英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）     「4 種類 4単位」 必修 

2 年次 学部教育科目 英語演習（EAP，EEB）                                 「2 種類 4 単位」 必修 

指定された学生のみ Advanced EAP A                             「1 種類 2 科目 4 単位」 必修 

指定された学生のみ Advanced EAP B                             「1 種類 2 科目 4 単位」 必修 

 

(初修外国語) 

 ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，朝鮮語（平成 29 年度以前入学者対象），イスパニア語から選択。原則 2年次か

ら履修する。全学教育科目履修案内で定められているセットで履修した 2単位の修得が卒業に必要となる。  

（海外留学や高学年に演習科目を履修希望する学生は，1年次に履修できる場合もある。セット履修した 2単位以上の初修

外国語については，全学教育科目の卒業に必要な単位に算入することができる。） 

 

（日本語科目） 

日本語は，それを母語としない留学生のみが履修できる。初修外国語の卒業に必要な単位に含める。 

 

(2)学部教育科目           90  単位 

     専門基礎科目            8  単位(8 単位のうち，基礎演習 2単位必修) 

      専門基幹科目      20 単位 

    専門応用科目Ⅱ     12  単位 

いずれかの一分野から  8 単位(主分野) 

                                 選択していない他の一分野から  4 単位(副分野) 

    計 40 単位 

 

分野の種類  

グローバル経済， 現代日本経済， 金融貿易分析， 経済数量分析， 法と経済社会 

 

   

  学部教育科目の残り 50 単位は，専門基礎科目，専門基幹科目，専門応用科目Ⅰ・Ⅱ，専門応用科目(その他)特殊講義，海

外学修科目，大学院共通科目，経済学部で定めた経営学部開講科目，教育(教育人間科)学部・理工学部・都市科学部開講科目

及び他大学開講科目から選択する。 

  ただし，経済学部で定めた経営学部開講科目，教育(教育人間科)学部・理工学部・都市科学部開講科目及び他大学開講科目

は，12 単位までを卒業に必要なこの残り 50単位に含めることができる。   
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平成２９年度以降の入学生 

 

   

䝻䠊㻳㻮㻱㻱㻼 䛾学⏕䛾༞ᴗ䛾䛯䜑䛾ᚲせ単位ᩘཬ䜃 㻳㻼㻭(㻳㼞㼍㼐㼑 㻼㼛㼕㼚㼠 㻭㼢㼑㼞㼍㼓㼑)䛾ᇶ‽ 

䛆༞ᴗせ௳䛇 

・卒業必要単位数   132 単位    

全学教育科目   34  単位 

学部教育科目   98  単位 

・卒業に必要な㹅㹎㸿の基‽ 㹅㹎㸿 2�0 以上 

(ᚋᥖの「࣊㸬成⦼ホ౯基‽・㹅㹎㸿(*rade PoinW Average)について」参照) 

卒業には，ఇ学ᮇ間をのࡒき大学で定めたᮇ間をᅾ学し，ୗグにグ㍕されている履修基‽単位をす࡭て修得し，上グ卒業要௳

を‶たさなࡅれࡤならない。 

 

䛆ᒚಟᇶ‽䛇 

(㻝)඲学教育科目      㻟㻠  単位 ୗ䛆⾲ 㻝䛇䛾ᯟෆ単位ᩘ䛾ྜィ (ヲ⣽䛿䠈඲学教育科目ᒚಟ᱌ෆ䜒ཧ↷)  

【表１】 

基礎科目(人ᩥ社会⣔)    4 単位                

基礎科目(自↛科学⣔)    4 単位              䛆⾲ 2䛇 

外国語科目       10 単位             3㹼4 年次 履修 

࠙内ヂࠚ 英語科目    8 単位(ᚋᥖ参照)         高度全学教育指定科目  4 単位 

     初修外国語   2 単位(ᚋᥖ参照)        >ୗグὀព参照@   

   全学教育科目その他   1� 単位ͤ1 

  ͤ1 全学教育科目の中から自⏤に選択できる。ただし，೺ᗣス࣏ーツ科目は，2 単位までを全学教育科目の卒業に必要な単

位数として，算入することができる。೺ᗣス࣏ーツ科目を 3単位以上修得しても 2単位以上を卒業単位に算入することが

できない。 

 

 (高度全学教育指定科目)(前ᥖ「２㸬ᤵ業科目య⣔ イ㸬全学教育科目と単位数」のㄝ᫂を参照) 

 高度全学教育指定科目は，グローバル教育科目，イ࣋ࣀーション教育科目，学部が指定する基礎科目を 3，4年次に 4単位 

修得することが必要。経済学部が指定する高度全学教育指定科目は，P9 を参照のこと。 

>ὀព@高度全学教育指定科目と基礎科目について 

履修基‽でㄝ᫂したとおり，基礎科目(人ᩥ社会⣔及び自↛科学⣔)は，それࡒれ 4単位を必修としている。また，高度

全学教育指定科目(3，4 年次履修)も，4 単位を必修としている。なお，学部が指定する基礎科目(人ᩥ社会⣔及び自↛科

学⣔)の 2単位を 3，4年次に修得した場合，基礎科目(人ᩥ社会⣔及び自↛科学⣔)と高度全学教育指定科目の 2単位をそ

れࡒれ修得したことになる。 

౛㸸高度全学教育指定科目 学部が指定する基礎科目「英⡿ᩥ学」 

    1㹼2年次に「英⡿ᩥ学」を履修した場合，基礎科目(人ᩥ社会⣔)を 2単位分‶たすことになる。 

    3㹼4年次に「英⡿ᩥ学」を履修した場合，基礎科目(人ᩥ社会⣔)を 2単位分‶たし，かつ高度全学教育指定科目を 2 

単位分‶たしたことになる。 

    ただし，࡝ちらの᪉法で単位を修得したとしても，全学教育科目の合計数に含められる単位数は 2単位であり，4単位 

とはならない。 
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平成２９年度以降の入学生 

 

(英語科目) 

英語科目は，英語部会で全学教育科目として開講され 1年次に履修する「英語プレゼンテーション」，「英語ライティング」，

「自立英語」，「英語 LR」各 1 単位ずつ計 4 単位(詳細は，全学教育科目履修案内を参照)と学部教育科目で 2 年次対象に開講

する「English for Academic Purposes(EAP)」，「English for Economics and Business(EEB)」，「Advanced EAP A」，「Advanced 

EAP B」各 2 単位ずつの中から指定された 2 科目計 4 単位を修得する必要がある。学部教育科目で開講する「English for 

Academic Purposes(EAP)」，「English for Economics and Business(EEB)」，「Advanced EAP A」，「Advanced EAP B」は，最大

4単位までを，全学教育科目の卒業に必要な 34 単位に含める。1年次の全学教育科目の英語 4単位及び 2年次の学部教育科目

の英語科目 4単位，計 8単位の修得が卒業に必要となる。 

 

1 年次 英語実習（自立英語，英語ＬＲ，英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ，英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）      「4 種類 4単位」 必修 

2 年次 学部教育科目 英語演習（EAP，EEB）                                 「2 種類 4 単位」 必修 

指定された学生のみ Advanced EAP A                           「1 種類 2 科目 4 単位」 必修 

指定された学生のみ Advanced EAP B                           「1 種類 2 科目 4 単位」 必修 

(初修外国語) 

 ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，朝鮮語（平成 29 年度以前入学者対象），イスパニア語から選択。原則 2年次か

ら履修する。全学教育科目履修案内で定められているセットで履修した 2単位の修得が卒業に必要となる。  

（海外留学や高学年に演習科目を履修希望する学生は，1年次履修できる場合もある。 

 セット履修した 2単位以上の初修外国語については，全学教育科目の卒業に必要な単位に算入することができる。） 

（日本語科目） 

日本語は，それを母語としない留学生のみが履修できる。初修外国語の卒業に必要な単位に含める。 

 

(2)学部教育科目     9㻤 単位 

     専門基礎科目  経済学部開講科目           � 単位（�単位のうち，基礎演習 2単位必修） 

経営学部開講科目           4 単位 計 10 単位 

      専門基幹科目 経済学部開講科目           8 単位（ὀ） 

          経営学部開講科目           8 単位 計 1� 単位 

    経済学部開講専門応用科目Ⅰ及びⅡ     32 単位（ὀ） 

   経営学部開講専門応用科目         12 単位 

   海外学修科目                2 単位 

*loEal Business and Economics(*BE)科目  10 単位 

  計 82 単位   

 

学部教育科目の残り 1� 単位は，専門基礎科目，専門基幹科目，専門応用科目Ⅰ・Ⅱ，専門応用科目(その他)特殊講義，海

外学修科目，大学院共通科目，経済学部で定めた経営学部開講科目，教育(教育人間科)学部・理工学部・都市科学部開講科目

及び他大学開講科目から選択する。 

  経営学部開講科目は，経営学部履修案内も☜ㄆすること。 

（ὀ）専門基幹科目ࠊ専門応用科目Ⅰの中でࠊ*BE科目となࡗている科目はࠊ専門基幹科目ࠊ専門応用科目Ⅰとして卒業単位に

含めることができないのでࠊὀពする。専門応用科目Ⅱ及び経営学部専門応用科目の中で*BE科目となࡗている科目はࠊ*BE科

目の卒業に必要な単位を㉸㐣した単位数をそれࡒれ専門応用科目Ⅱ及び経営学部開講の専門応用科目として卒業に必要な単位

に含める。  
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平成２９年度以降の入学生 

 

 䝝㸬ᒚಟ㝈ᗘ 

(1) 各年次に，卒業のために必要な単位の計算に含められる科目について，48 単位(各学ᮇ 24 単位)を㉸࠼て履修すること

はできない。また，各年次に，全学教育科目を，24 単位(各セ࣓スࢱー12 単位)を㉸࠼て履修することができない。ただ

し，全学教育科目のグローバル教育科目（国㝿஺ὶ科目）は，12 単位にຍ࠼て，4単位を上㝈に履修することができる。 

グローバル教育科目（国㝿஺ὶ科目）を 4単位㉸㐣して履修Ⓩ㘓するとシステ࣒上࢚ラー⾲♧がⓎ生するが，その他履修

Ⓩ㘓単位数にၥ㢟がない場合は，経済学ົಀに┦ㄯすること。なお，通年科目は各学ᮇ２分の㸯の単位数として計算す

る。 

 ͤ全学教育科目に㛵すること，学ᮇ，セ࣓スࢱー科目に㛵することについては，全学教育科目履修案内も☜ㄆすること。 

(඲学教育科目 ᒚಟ᱌ෆ ᢤ⢋)  

 (2) 3 年次，4年次において，前学ᮇの「学ᮇ㹅㹎㸿3�0」以上の者は，卒業に必要な単位の計算に含められる科目を一学ᮇ

28 単位まで履修することができる。ただし，全学教育科目は各セ࣓スࢱー12 単位を㉸࠼て履修することはできない。 

(3) ஺᥮留学ὴ㐵Ỵ定者及び஺᥮留学(ὴ㐵)ᚋの学生は，卒業に必要な単位の計算に含められる科目を一学ᮇ 28 単位まで履

修することができる。ただし，全学教育科目は各セ࣓スࢱー12 単位まで。なお，ὴ㐵ඛ大学で修得した単位のㄆ定にࡼり

஫᥮した単位は，この履修㝈度のᯟ外とする。詳細は，経済学部࢚ࣜ࢜ンテーション・஺᥮留学(ὴ㐵)࢚ࣜ࢜ンテーショ

ンでㄝ᫂する。 

ͤ஺᥮留学ὴ㐵Ỵ定者㺃㺃㺃留学ඛ大学からのཷࡅ入れのチྍが得られた者 

 (4) 以ୗの卒業要௳に参入できない科目は，履修の㝈度ᯟを㉸࠼て履修することができる。 

・ 特ูቑຍ単位科目 

・ グローバル PL86 21E 副専ᨷプログラ࣒開講科目 「科目⩌ A」 

(各学ᮇ，セ࣓スࢱーにおࡅる履修上㝈単位数) 

 全学教育科目 専門教育科目 合計 経済学ົಀ࡬の⏦ㄳ 

基本 12 単位  24 単位 ୙要 

3・4年次において前学ᮇの「学ᮇ㹅㹎㸿

3�0」以上の学生 

12 単位  28 単位 ୙要 

グローバル教育科目（国㝿஺ὶ科目）を

履修 

12 単位㸩ｸﾞ㺹ｰ㺨ﾞ㺷

教育科目（国㝿஺

ὶ科目）4単位 

 

 24 単位 ୙要 

ただし，履修Ⓩ㘓で

きない場合，必要 

஺᥮留学ὴ㐵Ỵ定者及び஺᥮留学(ὴ

㐵)ᚋの学生及び⳹ᮾᖌ⠊大学とのࣈࢲ

ルࢹィグࣜー(共ྠ学位)対象の学生 

12 単位  28 単位 ୙要 

ͤ履修上㝈には，ኟᏘఇ業ᮇ間(➨ ➨)及び᫓Ꮨఇ業ᮇ間(࣒ーࢱ3  。に開講する全学教育科目㞟中講義は含まない(࣒ーࢱ�

ͤ通年科目は各学ᮇ 2分の 1の単位数として計算する。 

ͤὴ㐵ඛ大学で修得した単位のㄆ定にࡼり஫᥮した単位や特ูቑຍ単位科目は，履修㝈度のᯟ外とする。 

ͤ᪤に上㝈が⦆࿴されている者が，他の஦⏤にࡼり᭦に⦆࿴されることはない。 

 各学ᮇ 合計 28 単位  が最上㝈。 ただし，上㝈㝖外科目を㝖ࡃ。 
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䝙䠊䝊䝭䝘䞊䝹䊠䠈䊡 

(1) 履修年次と単位数 

ゼࢼ࣑ールⅠ 3 年次 4 単位 

ゼࢼ࣑ールⅡ 4 年次 4 単位 計 8単位 

(2) 参ຍ㈨᱁ 

履修年次の前年次⤊஢までに，基礎演習 2単位及び基礎演習を㝖ࡃ他の専門基礎科目から 3科目 �単位以上を修得し，

かつ全学教育科目及び学部教育科目を⥲計 50単位以上修得していること。 

(3) 選択及び⏦ㄳ᫬ᮇ 

➨２年次᫓学ᮇ⤊஢ᚋに⾜う。 

(4) 開ጞ᫬ᮇ 

ゼࢼ࣑ールは➨ 3年次ࡼり開ጞする。ただし(㸱)の選択及び⏦ㄳᮇ間から２年次⤊஢᫬までのᮇ間は➨ 3年次にጞまる

ゼࢼ࣑ールのための‽ഛᮇ間とする。 

 

䝩䠊༞ᴗㄽᩥ(୍⯡䝥䝻䜾䝷䝮䛾学⏕) 

(1) ཷ㦂㈨᱁ 

➨ 4年次᫓学ᮇ(� 学ᮇ)⤊஢᫬までに，経済学部つ則➨ 10 ᮲に定められた単位を修得している者。 

ͤ経済学部つ則➨ 10 ᮲ 

卒業ㄽᩥヨ㦂は，学部教育科目を �0 単位以上修得した者について⾜う。 

(2) ᑂᰝ᫬ᮇ 

➨ 4年次⛅学ᮇに⾜う。 

(3) ᑂᰝᢸᙜ 

ᢸᙜの指ᑟ教ဨまたは，特ูに指定した教ဨ。 

(4) ヨ㦂⤖ᯝ 

経済学部つ則➨ 12 ᮲にࡼる。 

  (5) 卒業ㄽᩥのᵝᘧ，ᥦฟ᪉法は，ᥖ♧にࡼり࿌▱する。 

 

䝦䠊ᡂ ⦼ ホ ౯ ᇶ ‽ 䞉㻳㻼㻭(㻳㼞㼍㼐㼑 㻼㼛㼕㼚㼠 㻭㼢㼑㼞㼍㼓㼑)䛻䛴䛔䛶 

㸨成⦼ホ౯の基‽ 

本学ではᤵ業の成⦼ホ౯に㸳ẁ㝵の成⦼ホ౯グレード(⚽，ඃ，Ⰻ，ྍ ，୙ྍ)を用いる。ᤵ業におࡅる成⦼ホ౯は，履修目ᶆ，

฿㐩目ᶆに‽ࡌて⾜ࢃれ，履修目ᶆ，฿㐩目ᶆと成⦼グレードの㛵ಀは「成⦼ホ౯の基‽⾲」で⾲す。ただし，5ẁ㝵の成⦼ホ

౯グレードで⾲し㞴いᤵ業科目は，「合᱁，୙合᱁」で⾲し，*PA には཯ᫎしない。なお，「ྍ，合᱁」以上をྲྀ得した場合にᡤ

定の単位を୚࠼る。 

成⦼ホ౯の基‽⾲ 

成⦼グレード ⚽ ඃ Ⰻ ྍ ୙ྍ 

基‽ 

履修目ᶆを㉺ 

 ルを࣋たレ࠼

㐩成している 

履修目ᶆを㐩 

成している 

履修目ᶆと฿ 

㐩目ᶆの間に 

あるレ࣋ルを 

㐩成している 

฿㐩目ᶆを㉺ 

 ルを࣋たレ࠼

㐩成している 

฿㐩目ᶆを㐩 

成できていな 

い 

履修目ᶆ㸸ᤵ業でᢅう内ᐜ(ᤵ業のࡡらい)を♧す目ᶆ。ࡼり高度な内ᐜは自主ⓗな学修で㌟につࡅることを必要とする。 

฿㐩目ᶆ㸸ᤵ業を履修した人が最ప㝈㌟につࡅる内ᐜを♧す目ᶆ。履修目ᶆを㐩成するには，さらなる学修を必要としているẁ㝵。 
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㸨*PA(*rade PoinW Average)ไ度について 

本学では *PA(*rade PoinW Average)をᑟ入している。*PA とは，ಶࠎの科目について，ホ౯(成⦼)のランࢡに数್(*rade PoinW)

を୚࠼，その数್と単位数の✚を㊊し合ࡏࢃ，それを履修Ⓩ㘓してあࡗた⥲単位数で๭ることにࡗࡼて計算された数್を*PA(*rade 

PoinW Average)と࿧ࡪ。 

本学では，*PA が 2�0 以上であることを卒業要௳の一つとしている。 

 合᱁ ୙合᱁ 

成⦼グレード ⚽(㹑) ඃ(㸿) Ⰻ(㹀) ྍ(㹁) ୙ྍ(㹄) 

㹅㹎 4�5 4 3 2 0 

 

 

 

 

 

㸨*PA に算入しない科目について 

以ୗの科目については，㹅㹎㸿に算入しない。 

(1) 入学前᪤修得単位としてㄆ定された科目 

(2) ⦅入学にࡼるㄆ定科目 

(3) 他大学開講科目で経済学部が定めた科目 

(4) ஺᥮留学(ὴ㐵)➼にࡼるㄆ定科目 

(5) 「合᱁，୙合᱁」でホ౯された科目 

 (�) 卒業要௳に算入できない科目 

 

㸨෌履修について 

ホ౯のうち，「୙ྍ」の科目については，෌履修を⾜うことができる。෌履修を⾜ࡗた場合，成⦼は෌履修ᚋのものが᥇用され

る。また，෌履修の場合は *PA の分母はቑ࠼ない。「୙ྍ」をྲྀࡗた科目は෌履修をして，「ྍ」以上にか࠼ることが㹅㹎㸿のไ

度上㔜要になる。履修を㏵中でᨺᲠ(ᤵ業にฟᖍしなࡃなる，学ᮇᮎヨ㦂Ḟᖍ➼の履修ᨺᲠ)することは㹅㹎㸿ไ度上ㄆめられな

い。ただし，ᤵ業開ጞᚋ，ᡤ定のᮇ間(履修ࣕ࢟ンセルᮇ間)内に㢪いฟた科目については履修ᨺᲠをㄆめ，履修科目から๐㝖す

る。㢪いฟの↓い履修ᨺᲠの場合はホ౯を「୙ྍ」としてᢅう。෌履修は，ྠ一ྡ⛠のᤵ業科目を履修するのが原則である。ま

た，学部教育科目(特殊講義)「英語ウㄽ(アࢪア)」，「英語ウㄽ(Ḣᕞ)」，「Applied Economics ,nWensive」を෌履修する場合

や，学部教育科目についてྠ一ྡ⛠のᤵ業科目が開講していない場合は，学ᮇᙜ初にᥖ♧する学部教育科目の෌履修の⏦ㄳを⾜

うこと。୙᫂なⅬは，経済学ົಀまでၥい合ࡏࢃること。なお，全学教育科目の෌履修については，全学教育科目履修案内を参

照すること。 

 

 ὀពࡢ㸬ᒚಟୖࢺ

௒年度に開講される講義は，ᚋᥖ「Ϭ 2019 年度開講のᤵ業科目」のとおりである。自㌟のᡤᒓするプログラ࣒（一⯡プログ

ラ࣒ཪは *BEEP）にࡼり，履修計⏬をしࡗかり立て，卒業要௳をきちࢇと☜ㄆすること。通年科目及び᫓学ᮇ(1，2，3 (࣒ーࢱ

開講科目は᫓学ᮇ初めに，⛅学ᮇ(4，5，ࢱ�ー࣒)開講科目については⛅学ᮇ初めに履修Ⓩ㘓をする。(なお，⛅学ᮇ履修Ⓩ㘓の

㝿，᫓学ᮇにⓏ㘓した通年科目をࣕ࢟ンセルして⛅学ᮇ開講科目をⓏ㘓することはできない。) 

(1) 履修Ⓩ㘓をしないと，ᤵ業科目ヨ㦂のཷ㦂㈨᱁がない。単位を修得したいとᛮう科目については，必ず前もࡗて，ᡤ定の

ᮇ間に履修Ⓩ㘓ᡭ⥆をしておかなࡅれࡤならない。(෌履修をする場合は，෌履修⏦࿌ᡭ⥆を⾜う。) 

(2) 履修Ⓩ㘓していない科目については，たと࠼ᤵ業にฟᖍし，ヨ㦂をཷࡅたとしても単位は୚࠼られない。 

⥲࿴(㹅㹎×単位数) 
㹅㹎㸿㸻                

履修科目単位数 
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(3) 履修Ⓩ㘓ᡭ⥆のᮇ日は学ᮇ開ጞᚋ，ูにᥖ♧で指♧するので特にὀពすること。 

履修Ⓩ㘓のᡭ㡰(ᴫ␎) 

(ア)ಶู成⦼⾲(２年次以上)，履修案内及び᫬間๭⾲のཷ㡿。履修計⏬のస成。 

(イ):EB 履修Ⓩ㘓システ࣒で履修Ⓩ㘓ᡭ⥆を⾜う。 

 ࡝⏬の「履修᫬間๭⾲」を༳ๅまたは㜀ぴ。☜ㄆ⾲にグ㍕の科目が履修科目となるので，履修計࣒学ົ᝟ሗシステ(࢘)

おりに履修Ⓩ㘓されているか必ず☜ㄆし，科目がㄗࡗてⓏ㘓されている場合➼は，履修ゞṇᮇ間にゞṇᡭ⥆を⾜う。 

 。の「履修᫬間๭⾲」を༳ๅまたは㜀ぴし෌度☜ㄆする࣒履修ゞṇした場合は，᭦᪂した学ົ᝟ሗシステ(࢚)

 。履修Ⓩ㘓の᏶஢(࢜)

 。ンセルがある場合は，ᡤ定ᮇ間内にᡭ⥆をするࣕ࢟履修Ⓩ㘓科目の(࢝)

(4) 履修Ⓩ㘓ᮇ間，履修☜ㄆ・ゞṇᮇ間ᚋの科目ኚ᭦は，ᡤ定ᮇ間内の履修ࣕ࢟ンセルᡭ⥆にࡼる๐㝖以外はㄆめない。 

 学ᮇ，あるいは学年にྠ一科目が」数開講している場合，一つしか履修することはできない。(基礎演習➼)ࡌྠ (5)

(�) ᤵ業科目ྡのኚ᭦➼にࡼりᤵ業の㔜」履修を⚗Ṇしている科目があるので，ὀពすること。 

(�) 履修することのできる経営学部開講のᤵ業科目(専門科目)に，次のものは含まれない。 

  (一⯡プログラ࣒の学生) 

(ア)履修学年に㸯年次が含まれている科目で経営学部の必修となࡗているᤵ業科目 

(イ)ᑡ人数で開講される演習ᙧᘧの科目㻔ゼࢼ࣑ール➼㻕�
�経済学部で定める科目以外の科目(経済学部᫬間๭⾲にグ㍕されていない科目)(࢘)

  (*BEEP 学生) 

    (ア)経済学部で定める科目以外の科目 

(8) 全学教育科目の履修に㛵しては，全学教育科目履修案内の経済学部に㛵するㄝ᫂をࡃࡼㄞࡴこと。なお，基礎科目(自↛

科学⣔)の「ᚤ分✚分Ⅰ・Ⅱ」及び「⥺ᙧ代数Ⅰ・Ⅱ」で講義される内ᐜは，経済学の学習にとࡗて㠀ᖖに㔜要であるので，

必修ではないが履修することを᥎ዡする。また，基礎科目(人ᩥ社会⣔)「社会科学ᴫㄽ㸿・㹀」は社会科学全⯡にΏࡗての

ᗈいど野を୚࠼る講義であるので，履修を᥎ዡする。 

(9) ఇ学ᮇ間が⤊஢し᚟学した学生の履修年次は，᚟学᫬Ⅼの前の年度までにᅾ学した学ᮇ(ఇ学ᮇ間は㝖ࡃ)の数にࡗࡼてỴ

定する。前年度までにᅾ学した学ᮇの数が㸮㹼㸯であれࡤ㸯年次，２㹼㸱であれ２ࡤ年次，㸲㹼㸳であれࡤ㸱年次，㸴以上

であれࡤ㸲年次である。 

(10) ஺᥮留学ὴ㐵Ỵ定者はỴ定ᚋから留学する年度において，஺᥮留学(ὴ㐵)ᚋの学生は留学からᡠࡗた学ᮇにおいて，ᤵ

業ᢸᙜ教ဨから履修のチྍを得た場合に㝈り，学生の⏦ㄳにࡼり，履修Ⓩ㘓ᮇ間外の履修Ⓩ㘓をㄆめる。詳細は，経済学部

 。ンテーションでㄝ᫂する࢚ࣜ࢜ンテーション・஺᥮留学(ὴ㐵)࢚ࣜ࢜

 

䝏䠊ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊡 ศ㔝ู₇⩦ 

 (1) 履修年次と単位数 

   3，4 年次 1 単位 計 4単位 

  1 単位の分野ู演習を各学ᮇ 2単位履修できる。合計 4単位までを卒業単位に含めることができる。 

  (2) 履修᪉法 

   専門応用科目Ⅱの講義と㐃ືしておこなう。ヱᙜする専門応用Ⅱの履修Ⓩ㘓及びྠ科目ᢸᙜ教ဨから分野ู演習を履修

することのᢎㄆが必要。 

 



－26－

平成２９年度以降の入学生 

 

䝸䠊ⱥㄒ₇⩦ 

 2 年次に「English for Academic Purposes(EAP)」，「English for Economics and Business(EEB)」，「Advanced EAP 

A」，「Advanced EAP B」のうち指定された 2単位ずつ計 4単位を修得する必要がある。修得した上グ 4単位は，全学教育科

目英語科目の単位に᣺り᭰࠼る。「EAP」，「EEB」，「Advanced EAP A」「Advanced EAP B」を全学教育科目英語科目の単位に

᣺り᭰࠼た場合，学部教育科目の単位にはならないのでὀពすること。「Advanced EEB 1」及び「Advanced EEB 2」は，㔜

」履修ྍ⬟で，合計 4単位まで学部教育科目の卒業単位に算入することができるが，全学教育科目の卒業に必要な単位に

は算入できないのでὀពすること。 

 

(全学教育科目として卒業単位に含まれる) 

1 年次 英語実習（自立英語，英語ＬＲ，英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ，英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）        「4 種類 4単位」 必修 

2 年次 学部教育科目 英語演習（EAP，EEB）                                   「2 種類 4 単位」 必修 

指定された学生のみ Advanced EAP A                             「1 種類 2 科目 4 単位」 必修 

指定された学生のみ Advanced EAP B                             「1 種類 2 科目 4 単位」 必修 

 

（学部教育科目として卒業単位に含まれる） 

3 年次 Advanced EEB 1                         1 種類 2 科目 4 単位までを卒業単位に算入できる 

Advanced EEB 2                          1 種類 2 科目 4 単位までを卒業単位に算入できる 

Advanced EEB 1  Advanced EEB 2                      2 種類 4 単位までを卒業単位に算入できる 

 

また，72E)L，,EL76 スࢥアにࡼる単位ㄆ定の⏦ㄳができる。全学教育科目履修案内にグ㍕されているไ度ではなࡃ，経

済学部のつ定にࡼり実᪋する。⏦ㄳᮇ間も含め，詳細はᥖ♧するのでᥖ♧ᯈを☜ㄆすること。 

(基‽) 

72E)L については，iB7100，,7P�00 以上 

,EL76 については，��0 以上 

  (ㄆ定科目) 

   1 年次ࣗ࢟ࣜ࢝ラ࡬࣒のㄞみ᭰࠼をする場合 

     「英語プレゼンテーション」，「英語ライティング」，「英語ＬＲ」，「自立英語」の中から 1単位ずつ合計 2単位につ

いて成⦼「⚽」をㄆ定できる。 

   2 年次ࣗ࢟ࣜ࢝ラ࡬࣒のㄞみ᭰࠼をする場合 

    「Advanced EAP A」の 2単位について，成⦼「⚽」をㄆ定できる。ㄆ定された「Advanced EAP A」は，2年次英語科

目の「EAP」，「EEB」としてㄞみ᭰࠼ることができる。 

   3 年次以降のࣗ࢟ࣜ࢝ラ࡬࣒のㄞみ᭰࠼をする場合 

     「Advanced EEB 1」の 2単位について，成⦼「⚽」をㄆ定できる。 

 

䝚䠊ᑓ㛛ᛂ⏝科目(≉Ṧㅮ⩏)䛂䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䛃䛾ᒚಟ䛻䛴䛔䛶 

「インࢱーンシップ」(２単位)の履修と単位のㄆ定要௳は，以ୗのとおりである。なお，「インࢱーンシップ」で修得した 

単位は，経済学部卒業必要単位に算入できる。 

(1)インࢱーンシップの必要᮲௳ 

ձ ཷࡅ入れ௻業あるいは自἞యにインࢱーン指ᑟ㈐௵者がいるṇつのインࢱーンシップであり，原則として↓⤥で⾜ࢃれ

ること。ኟᏘఇ業ᮇ間中に，㸯㐌間(40 ᫬間)以上のインࢱーン実㊶を⾜うこと。 



－27－

平成２９年度以降の入学生 

 

ղ ཷࡅ入れ௻業あるいは自἞యが「ホ౯᭩」をస成すること。 

 (2)「インࢱーンシップ」の履修ᡭ⥆きと成⦼ホ౯ 

ձ ࢚ࣜ࢜ンテーションと஦前講習をཷ講すること。日⛬については，ᥖ♧ᯈで☜ㄆすること。 

ղ インࢱーンシップཷࡅ入れ௻業あるいは自἞యをỴ定ᚋ，「インࢱーンシップ単位ㄆ定⏦ㄳ᭩」を経済学ົಀにᥦฟする。 

ճ インࢱーン実㊶を⾜い，ཷࡅ入れ௻業あるいは自἞యから「ホ౯᭩」を経済学部にᥦฟする。 

մ 「インࢱーンシップ成ᯝሗ࿌᭩」をᥦฟする。 

յ 「インࢱーンシップ成ᯝሗ࿌会」に参ຍすること。 

ն 次学ᮇ(⛅学ᮇ)に「インࢱーンシップ」として履修Ⓩ㘓する。 

շ 成⦼ホ౯は，ྲཱྀ ーࢱの内ᐜ，「イン「ーンシップ成ᯝሗ࿌᭩ࢱイン」入れ௻業➼がస成した「ホ౯᭩」，学生がస成したࡅ

ンシップ成ᯝሗ࿌会」࡬のฟᖍ≧ἣに基࡙いて⾜う。 

(3)インࢱーンシップཷࡅ入れ௻業➼のỴ定(࣐ッࢳング) 

原則として，学生本人が⾜うこと。 

 㸨「インࢱーンシップ単位ㄆ定⏦ㄳ᭩」「インࢱーンシップ成ᯝሗ࿌᭩」の᭩ᘧは経済学ົಀにഛ࠼ている。 

㸨「⅏ᐖ⿵ൾಖ㝤」「㈺ൾ㈐௵ಖ㝤」な࡝必要なಖ㝤にはಶ人の㈐௵でຍ入すること。 

 経営学部開講の「海外学修インࢱーンシップ」については，ᚋᥖの「ル㸬海外学修科目」参照されたい。 

 

䝹䠊ᾏእ学ಟ科目 

   海外学修科目は，஺᥮留学(ὴ㐵)࡬の参ຍ，大学または▷ᮇ大学࡬の⚾㈝留学，各種英語ウㄽ会(「英語ウㄽ *loEal  

Applied Economics )orum」)を㝖ࡃ)，「Applied Economics ,nWensive」，経営学部開講の「海外学修インࢱーンシップ」か

らᵓ成されている。 

(1)஺᥮留学(ὴ㐵) 

ᥖ♧∧を☜ㄆし，࢚ࣜ࢜ンテーションに参ຍして，定められた⏦ㄳを⾜うこと。 

(2)⚾㈝留学 

⚾㈝留学で海外学修科目の履修を希望する場合，஦前に経済学ົಀに┦ㄯすること。 

大学または▷ᮇ大学に留学することが海外学修科目単位ྲྀ得の᮲௳とする。また，経済学部で留学ඛ教育ᶵ㛵について᩷᪕

することはなࡃ，必ず自㌟でཷࡅ入れ教育ᶵ㛵を᥈すこと。 

(3)஺᥮留学(ὴ㐵)及び⚾㈝留学におࡅるὀព 

ϸ，留学に参ຍしたᚋ，留学で学ࢇできた内ᐜについて単位ㄆ定をおこない，経済学部の学部教育科目として 2単位以上の

単位がㄆ定された学生は，海外学修科目として，2単位を௜୚する。つまり，学部教育科目として 2単位以上がㄆ定され

た学生は，ᡤ定のᡭ⥆きをおこなうと஺᥮留学におࡅる単位ㄆ定 2単位以上の他に「海外学修(஺᥮留学)」の 2単位，計

4単位以上が௜୚される。  

Ϲ，஺᥮留学(ὴ㐵)及び⚾㈝留学の参ຍ᪉法は，ᚋᥖの「ࣤ㸬留学について」を参照。また，஺᥮留学(ὴ㐵)に参ຍする学

生は，経済学部で開ദする஺᥮留学(ὴ㐵)࢚ࣜ࢜ンテーションに参ຍすること。 

Ϻ，海外学修科目について大ษな㐃⤡をおこなうことがあるので，経済学ົಀとฟⓎ前，留学中，ᖐ国ᚋも㐃⤡がとれるࡼ

うにすること。 

(4)各種英語ウㄽ会(「英語ウㄽ *loEal Applied Economics )orum」)を㝖ࡃ)及び「Applied Economics ,nWensive」 

経済学部及び経営学部で開講される英語ウㄽ会➼は，学部教育科目として 2単位を௜୚する。 

 ͤ経済学部開講の英語ウㄽ会➼に参ຍを希望する場合，ᚋᥖの「࣡㸬専門応用科目(海外学修科目)「英語ウㄽ(アࢪア)」，「英

語ウㄽ(Ḣᕞ)」，「Applied Economics ,nWensive」�特ูቑຍ単位科目「英語ウㄽ(*loEal Applied Economics )orum)」の履修

について」を参照。 
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  ͤ経営学部開講の英語ウㄽ会に参ຍを希望する場合，経営学部ᥖ♧∧を☜ㄆし，定められたᡭ⥆きをおこなうこと。 

(5)経営学部開講㸸「海外学修（インࢱーンシップ）」 

  経営学部開講の「海外学修インࢱーンシップ」に参ຍを希望する場合，経営学部のᥖ♧を☜ㄆし，ᡤ定のᡭ⥆きをおこな

うこと。「海外インࢱーンシップ」は，ᡤ定のάືをおこなࡤ࠼，定められた᫬間数の単位にຍ࠼て，「海外学修（イン

ーンシップ）」としてࢱ 2単位を௜୚する。 

(�)海外学修科目の履修上㝈について 

 「海外学修(஺᥮留学)」，「海外学修(⚾㈝留学)」及び「海外インࢱーンシップ」は，単位௜୚᮲௳を‶たࡤࡏ，」数ᅇ単

位を修得できる。英語ウㄽ会➼は，通ᖖᤵ業とྠᵝに一度のみしか単位を修得できないが，「英語ウㄽ(Ḣᕞ))」及び「英

語ウㄽ(アࢪア)」のࡼうに␗なるウㄽ会であれࡤ，㔜」して履修することができる。 

(�)海外学修科目の単位のྲྀりᢅいについて 

(一⯡プログラ࣒の学生) 

  海外学修科目として，単位を修得した場合，専門応用科目(その他)特殊講義に含めることができる。 

 (*BEEP の学生) 

*BEEP の学生は 2単位必修科目となる。2単位を㉸࠼て単位を修得した場合，卒業に必要な学部教育科目の残り 1� 単位に

含めることができる。 

 

 

䞀䠊␃学䛻䛴䛔䛶 

ᾏእΏ⯟䛩䜛㝿䛿䚸䛂学⏕ᾏእὴ㐵஦ᴗ䛻䛚䛡䜛Ώ⯟๓༴ᶵ⟶⌮䛻㛵䛩䜛ᣦ㔪䛃 

䠄㼁㻾㻸㻦 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼥㼚㼡㻚㼍㼏㻚㼖㼜㻛㼕㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻛㼢㼛㼥㼍㼓㼑㼋㼕㼚㼒㼛㻛㼜㼐㼒㻛㼠㼛㼗㼛㼡㼙㼍㼑㼗㼕㼗㼕㼗㼍㼚㼞㼕㻚㼜㼐㼒䠅䛾ෆᐜ䜢㡰Ᏺ䛩䜛䛣䛸䚹䜎䛯䠈኱学䛾ᐃ䜑䜛ᾏእΏ⯟

ᒆ䜒஦๓ᥦฟ䛩䜛䛣䛸䚹ᐃ䜑䛻ᚑ䜟䛺䛔ሙྜ䛿䠈ᾏእΏ⯟䜢チྍ䛷䛝䛺䛔䛣䛸䜒䛒䜛䚹䛭䛧䛶䠈単位ㄆᐃ䛾⏦ㄳ䜒ཷ䛡௜䛡䛺䛔䛣䛸䜒䛒䜛

䛾䛷䠈ὀព䛩䜛䛣䛸䚹 

 (㻝)஺᥮␃学(ὴ㐵) 

経済学が学࡭る༠定ᰯは，ୡ⏺各ᆅにあり，௒ᚋも᭦なる⥾⤖をண定している。この༠定にࡼり，༙年から㸯年のᮇ間，本

学にᅾ⡠したまま各大学࡬留学することができる。留学中，ᤵ業ᩱは本学で⣡入し，┦ᡭ大学の᳨定ᩱ，入学ᩱ，ᤵ業ᩱはච

㝖される。また，留学ᮇ間も本学でのᅾ学ᮇ間に含めることができる。 

ただし，஺᥮留学ὴ㐵生となるためには，経済学部では外国語の⬟ຊ(72E)L iB7 �0 もしࡃは，,EL76 5�5 以上➼)の他，成

⦼な࡝いࡃつかの᮲௳を‶たさなࡅれࡤならないので，希望する者は経済学部࢚ࣜ࢜ンテーションや経済学ົಀで☜ㄆしてお

の応ເ㈨᱁，ὴ㐵定ဨ，修学ᮇ間࡬こと。また，留学⏦ㄳྍ⬟な༠定ᰯは㝶᫬，ኚ᭦のྍ⬟ᛶがあるため，༠定ᰯ，各大学ࡃ

➼詳細についても，大学 :EB やὴ㐵ඛ大学のࢪー࣌イト上の国㝿஺ὶ・留学のࢧ :EB ー㸸学ົ部国㝿教育ࢱイト，学生センࢧ

ㄢ留学஺ὶಀで㓄ᕸされる㈨ᩱで஦前にࡃࡼ☜ㄆしておࡃこと。 

 ࠒ‽経済学部ὴ㐵基ࠑ

1㸬国㝿ᛶにඃれていること。 

2㸬前学ᮇ⤊஢᫬Ⅼでの成⦼が， *PA3�25 以上であること。 

3㸬ὴ㐵Ỵ定ᚋに㎡㏥➼をした場合には，そのᚋ 1年間は෌応ເをㄆめないことがある。 

4㸬㠀英語ᅪに留学する場合は，➨ 2外国語 2年間に┦ᙜする学習量及びレ࣋ルが必要(これを‶たさない場合は，原則とし

て現ᆅでの専門ࢡラスは履修できないため)。 

 ࠒールࣗࢪࢣເ㞟スࠑ

ẖ年 10 ᭶初中᪪以降に，஺᥮留学ὴ㐵生のເ㞟が⾜ࢃれる。そのᚋ，2，3 次ເ㞟をおこなうことがある。⏦ㄳの㝿，必ず

72E)L iB7，,EL76 ཪは 72E)L ,7P のスࢥア(ただし本学が定めたᮇ日までに 72E)L iB7，,EL76 をᥦฟする必要がある)もしࡃ

はὴ㐵ඛ大学に合ࡏࢃた語学⬟ຊをド᫂するもの(学生センࢱー㸸学ົ部国㝿教育ㄢ留学஺ὶಀにၥい合ࡏࢃること)のᥦฟが

必要となるので，⏦ㄳに間に合うࡼう，஦前にཷ㦂をしておࡃこと。詳細は経済学部࢚ࣜ࢜ンテーションでㄝ᫂する。ເ㞟の
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スࣗࢪࢣールはኚ᭦になる場合があるのでὀពすること。 

 ࠒ単位ㄆ定ࠑ

」数ᅇ留学した場合も含め，通算 �0 単位を上㝈として，ὴ㐵ඛ大学で修得した単位をㄆ定することができる。1ᅇの留学に

おࡅる単位ㄆ定の上㝈は，ཷࡅ入れඛ大学のཷࡅ入れᮇ間が，�か᭶ᮍ‶の場合，24 単位，�か᭶以上 1年ᮍ‶の場合，48 単

位，1年以上の場合 �0 単位を上㝈に単位ㄆ定を⏦ㄳできる。詳細なㄆ定基‽や᪉法は，経済学部࢚ࣜ࢜ンテーションでㄝ᫂す

るが，ᖐ国ᚋに実᪋する成ᯝሗ࿌会࡬の参ຍが単位ㄆ定の᮲௳とするのでὀពすること。 

なお，஫᥮した単位は「全学教育科目(語学を含ࡴ)」「学部教育科目」「海外஺ὶ科目」ͤ1「特ูቑຍ単位科目」ͤ2のいず

れかでㄆ定する。成⦼は全て「ㄆ定」となり *PA の㐺用が㝖外される。 

ͤ㸯「海外஺ὶ科目」とは，本学にㄞみ᭰࠼にヱᙜする学部教育科目がない場合にㄆ定する科目である。「海外஺ὶ科目」の単位

は，学部教育科目のうち専門応用科目(その他)特殊講義としてᢅࢃれ，卒業に必要な単位に含まれる。ただし，「海外஺ὶ

科目」としてㄆ定をཷࡅる場合，留学のᅇ数，ᮇ間にかかࢃらず，「海外஺ὶ科目」の通算ㄆ定単位数は，30 単位を上㝈と

する。 

ͤ２「特ูቑຍ単位科目」とは，本学にㄞみ᭰࠼にヱᙜする全学教育科目及び学部教育科目がない場合にㄆ定される科目である。

「特ูቑຍ単位科目」の単位は，単位がㄆめられ成⦼ド᫂᭩にもグ㍕されるが，卒業に必要な単位としてはㄆめられない。 

 

 

(2)⚾㈝␃学(ఇ学䜢䛧䛶⾜䛖␃学) 

ఇ学がチྍされると，本学のᤵ業ᩱはච㝖となるが，┦ᡭ大学᳨࡬定ᩱ，入学ᩱ，ᤵ業ᩱ➼の⣡入が必要となる。また，ఇ

学ᮇ間は本学のᅾ学ᮇ間に含めることができない。 

なお，留学ඛの⤂௓や⏦㎸み➼ᡭ⥆きの᩷᪕は⾜ࡗていない。ಶ人で⾜うこと。 

 ࠒ単位ㄆ定ࠑ

学則➨ 42 ᮲の 2に基࡙き，学生がఇ学ᮇ間中に，外国の大学または▷ᮇ大学に留学した場合，単位ㄆ定の⏦ㄳができる。た

だし，留学ඛのཷࡅ入れᮇ間にࡼり⏦ㄳできる単位数が␗なり， � か᭶ᮍ‶の場合，24 単位，�か᭶以上 1年ᮍ‶の場合，48

単位，1 年以上の場合 �0 単位を上㝈とする。また，」数ᅇ留学した場合も含め，通算で �0 単位を上㝈に単位ㄆ定を⏦ㄳでき

る。ఇ学する前に⏦ㄳが必要なので，஦前に経済学ົಀに┦ㄯすること。 

なお，஫᥮した単位は「全学教育科目(語学を含ࡴ)」「学部教育科目」「海外஺ὶ科目」ͤ㸯「特ูቑຍ単位科目」ͤ２のい

ずれかでㄆ定される。成⦼はす࡭て「ㄆ定」となり *PA の㐺用が㝖外される。 

ͤ㸯「海外஺ὶ科目」とͤ２「特ูቑຍ単位科目」については，前ᥖ「(㸯)஺᥮留学(ὴ㐵)」のㄝ᫂を参照。 

 

(㻟)⚾㈝␃学(ఇ学䛧䛺䛔␃学䛻䛴䛔䛶) 

 ఇ学をࡏずᅾ学ᮇ間中にいࡺࢃる࣐ࢧースࢡールまたは▷ᮇ㞟中講ᗙの学修に参ຍした学生は，単位ㄆ定を⏦ㄳすることがで

きる。ᥖ♧を☜ㄆし，஦前及び஦ᚋにᡭ⥆きを⾜うこと。 

 

䝽䠊ᑓ㛛ᛂ⏝科目(ᾏእ学ಟ科目)䛂ⱥㄒウㄽ(䜰䝆䜰)䛃䠈䛂ⱥㄒウㄽ(Ḣᕞ)䛃䠈䛂㻭㼜㼜㼘㼕㼑㼐 㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㼟 

㻵㼚㼠㼑㼚㼟㼕㼢㼑䛃㻘≉ูቑຍ単位科目䛂ⱥㄒウㄽ(㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㻭㼜㼜㼘㼕㼑㼐 㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㼟 㻲㼛㼞㼡㼙)䛃䛾ᒚಟ䛻䛴䛔䛶 

(㻝)ᒚಟ䛾ᚲせ᮲௳ 

ձ 履修者のເ㞟 

ᥖ♧にࡼりそれࡒれເ㞟をするので⏦㎸みをし，選⪃㠃᥋をཷࡅること。ເ㞟᫬ᮇは以ୗのとおり。 

「英語ウㄽ(アࢪア)」，「英語ウㄽ(Ḣᕞ)」「英語ウㄽ(*loEal Applied Economics )orum)」㺃㺃㺃ᥖ♧にて通▱する 

「Applied Economics ,nWensive」㺃㺃㺃4 ᭶以降 

ղ選⪃㠃᥋ᚋに஦前講習(特ู講義，フィールドスࢹࢱィ，プレゼンテーション・ࢹィス࢝ッション⦎習➼)に参ຍすること。 

ճ以ୗのウㄽ会，࣐ࢧースࢡールに参ຍすること。日⛬については，ເ㞟ᥖ♧・選⪃㠃᥋・஦前講習➼で☜ㄆすること。 
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「英語ウㄽ(アࢪア)」㺃㺃㺃海外の大学࡬ゼၥして実᪋するウㄽ会及び国内のウㄽ会 

「英語ウㄽ(Ḣᕞ)」㺃㺃㺃海外の大学࡬ゼၥして実᪋するウㄽ会 

「Applied Economics ,nWensive」㺃㺃㺃海外の大学で実᪋される࣐ࢧースࢡール 

「英語ウㄽ(*loEal Applied Economics )orum)」㺃㺃㺃海外の大学࡬ゼၥして実᪋するウㄽ会 

մ「成ᯝሗ࿌会」に参ຍすること。 

(2)ᒚಟᡭ⥆䛝䛸ᡂ⦼ホ౯ 

ձ履修定ဨがỴまࡗているため，科目にࡼり選⪃をすることがある。「英語ウㄽ(アࢪア)」「英語ウㄽ(Ḣᕞ)」に㛵しては᫓

学ᮇに㠃᥋を⾜う。「Applied Economics ,nWensive」，「英語ウㄽ(*loEal Applied Economics )orum)」については，ᥖ♧

➼を☜ㄆすること。 

なお，ເ㞟・選⪃は஦前に開ጞされるが，履修Ⓩ㘓は⛅学ᮇに⾜うこと(選⪃➼で履修をチྍされた者に㝈る)。 

ղ「英語ウㄽ(アࢪア)」は，履修のࣕ࢟ンセルができないのでὀពすること。 

ͤ「英語ウㄽ(アࢪア)」については，海外の大学࡬ゼၥして実᪋するウㄽ会に参ຍした㝿にゼၥ大学ࡼり単位が௜୚され

ることがあるが，経済学部の単位としてはㄆ定しない。あࡃまでも経済学部で成⦼ホ౯をしたものが単位として௜୚さ

れる。 

ճ「英語ウㄽ㻔アࢪア㻕」，「英語ウㄽ㻔Ḣᕞ㻕」で修得した単位は，海外学修科目として経済学部卒業必要単位に算入でき， 

㻳㻼㻭 に算入する。 

մ「Applied Economics ,nWensive」で修得した単位は，海外学修科目として経済学部卒業必要単位に算入できるが，㻳㻼㻭

に算入しない。 

յ「英語ウㄽ(*loEal Applied Economics )orum)」は，履修㝈度のᯟ(各学ᮇ 24 単位)を㉸࠼て履修できるが�修得した単位

は特ูቑຍ単位科目となり経済学部卒業必要単位に算入しない。また，*PA にも算入しない。 

(㻟)䛭䛾௚䛾ὀព஦㡯 

海外᪑⾜യᐖಖ㝤୪びに༴ᶵ⟶理యไᩚഛのためのプログラ࡬࣒ຍ入することを義ົ௜ࡅる。また，ಖ㝤ຍ入ᩱ金・プロ

グラ࣒ຍ入ᩱ金・᪑㈝➼は自ᕫ㈇ᢸとする。 詳しࡃは࢚ࣜ࢜ンテーション㈨ᩱを参照すること。 

ᾏእΏ⯟䛩䜛㝿䛿䚸䛂学⏕ᾏእὴ㐵஦ᴗ䛻䛚䛡䜛Ώ⯟๓༴ᶵ⟶⌮䛻㛵䛩䜛ᣦ㔪䛃 

䠄㼁㻾㻸㻦 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼥㼚㼡㻚㼍㼏㻚㼖㼜㻛㼕㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻛㼢㼛㼥㼍㼓㼑㼋㼕㼚㼒㼛㻛㼜㼐㼒㻛㼠㼛㼗㼛㼡㼙㼍㼑㼗㼕㼗㼕㼗㼍㼚㼞㼕㻚㼜㼐㼒䠅䛾ෆᐜ䜢㡰Ᏺ䛩䜛䛣䛸䚹䜎䛯䠈኱学䛾ᐃ䜑䜛ᾏ

እΏ⯟ᒆ䜒஦๓ᥦฟ䛩䜛䛣䛸䚹ᐃ䜑䛻ᚑ䜟䛺䛔ሙྜ䛿䠈ᾏእΏ⯟䜢チྍ䛷䛝䛺䛔䛣䛸䜒䛒䜛䚹䛭䛧䛶䠈単位ㄆᐃ䛾⏦ㄳ䜒ཷ䛡௜䛡

䛺䛔䛣䛸䜒䛒䜛䛾䛷䠈ὀព䛩䜛䛣䛸䚹 

ͤ経営学部開講の英語ウㄽ会は，ูスࣗࢪࢣールで開講されるので，☜ㄆすること。 

 

䜹䠊୙ṇ⾜Ⅽ(ᐃᮇヨ㦂䛻䛚䛡䜛䜹䞁䝙䞁䜾➼)䛻䛴䛔䛶 

୙ṇ⾜Ⅽを⾜ࡗた者は，ᙜヱ定ᮇヨ㦂ᮇ間に実᪋されたす࡭てのཷ㦂㈨᱁(レ࣏ートᥦฟ㈨᱁を含ࡴ)をኻうと共に，「ᶓ὾国

立大学学生のᠬᡄに㛵するつ則」に基࡙いてฎ分される。 

ලయⓗには，カ࿌・೵学・㏥学というᠬᡄฎ分がㄢࡏられることになるので，୙ṇのないࡼう༑分ὀពすること。౛ࡤ࠼，೵

学ฎ分をཷࡅた者は，そのᮇ間中の履修Ⓩ㘓も୙ྍ⬟となり，௒ᚋの卒業までの学習計⏬に㔜大なᨭ㞀をきたすことになる。 

 

䝶䠊㏣ヨ㦂䛻䛴䛔䛶 

次の(ア)㹼(࢚)にヱᙜする஦⏤にࡼりᙜヱ定ᮇヨ㦂ᮇ間内に⾜ࢃれたヨ㦂科目をཷ㦂できなかࡗた場合には，その科目につい

て㏣ヨ㦂を⏦ㄳすることがฟ᮶る。 

(ア) 本人の⑌⑓ཪは㈇യ(་ᖌのデ᩿᭩を必要とする) 

(イ) ୧ぶཪはྠᒃのぶ᪘のṚஸ(஦実を☜ㄆできる᭩類を必要とする) 

 ஺通ᶵ㛵のⴭしい㐜ᘏ・㐠ఇ(஦実をド᫂する᭩類を必要とする) (࢘)
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 を得ない理⏤があるとㄆめたとき(理⏤をㄝ᫂するᩥ᭩を必要とする)ࡴその他，学部㛗がや (࢚)

㏣ヨ㦂の⏦ㄳは，ୗグの要㡿にᚑうこと。㏣ヨ㦂のྍྰ，実᪋日，実᪋᪉法な࡝については，㏣ࡗて⏦ㄳ者に㐃⤡する。なお，

⏦ㄳした㏣ヨ㦂がཷ㦂できなかࡗた場合には，෌度の㏣ヨ㦂はおこなࢃない。 

・ ⏦ㄳᮇ㝈㸸ᙜヱ定ᮇヨ㦂ᮇ間⤊஢ᚋの⩣日の 1� ᫬まで(ఇ日の場合にはその⩣日まで) 

・ ⏦ㄳ❆ཱྀ㸸経済学ົಀ 

・ ⏦ㄳ᪉法㸸㏣ヨ㦂⏦ㄳ᭩とేࡏ必要᭩類をᥦฟすること。本人が┤᥋❆ཱྀに⏦ㄳできない場合には，代理人や㟁Ꮚ࣓ー

ルにࡼる⏦ㄳもྍ⬟である。詳細は経済学ົಀ࡬ၥい合ࡏࢃること。 

 

 



 

 

 

 Ⅲ 履 修 細 目 
(平成28年度以前の入学生) 

 

 １．科目コードについて 

 ２．授業科目体系 

 ３．履修方法  
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Ⅲ 履 修 細 目（平成28年度以前入学者） 

経済学部の履修細目（授業科目体系と履修方法）は，基本的には， 

(1)「教養教育科目（教養コア科目，情報リテラシー科目，基礎演習科目，外国語科目，健康スポーツ科目）と「専門教育科目（専

門基礎科目，専門科目）」との連携をはかり，専門教育が幅広い教養と学習によって支えられるようにすること。 

(2)「教養教育」と「専門教育」に関する一貫した授業科目の体系化と深化とを図ること。 

(3) 社会科学分野における基礎学力，語学や情報処理などの基礎的スキルをしっかり身につけられること。 

の３点を意図している。このため，専門教育の授業科目体系は，次の各科目によって構成される。 

ａ．専門基礎科目 

ｂ．専門科目 

イ．基幹科目， ロ．特殊講義， ハ．大学院共通科目， ニ．外書講読， ホ．ゼミナール 

専門基礎科目は，社会科学に対して幅広い視野を与え，問題関心を高めることにより，専門科目を学習するための基礎とな

るために開講される。 

基幹科目群は，経済学部に共通する基本的分野の科目，各学科の様々な対象領域についての科目からなり，経済学部及び各

学科の基幹となる学問分野に関しての科目群である。学生諸君にしっかりとした基礎学力を身につけてもらうために，専門基

礎科目及び基本的分野の基幹科目については複数開講し，マスプロ教育に陥らないような措置がとられている。 

特殊講義は，境界領域的なテーマやup-to-dateなテーマ，あるいは社会科学のための補助的な手法などをとりあげて，テーマ

にふさわしい講師を広く学内外に求め，開講される。 

専門基礎科目，基幹科目等について，その履修年次と科目相互間の関連が容易に理解できるようなコードナンバーを付け

る科目コード
※１

システムが採用され，体系的学習が容易となるような配慮がなされている。 

大学院共通科目は，意欲がある学部上級生に対して博士課程前期で開講される科目の履修を認め，修得単位として認定する

ものであり，学部レベルを超えた深い専門分野の知識を身につけるための科目である。 

外書講読は，社会科学の原書を読むことを通じて，外国語の社会科学文献についての読解力と専門用語を習得するために開

講される。 

ゼミナールは，担当教員の指導とゼミ生同志の議論を通して，各自の関心と問題意識に応じて選択した専門分野の知識を積

極的に吸収し，一層の理解を深めるとともに，卒業論文のテーマを掘り下げて追求するために設けられている。 

これらに加えて経営学部開講科目及び教育学部（教育人間科学部）・理工学部・都市科学部開講科目，国際交流科目，

他大学開講科目
※２

等，各自が創意工夫を凝らして学習することができる。 

 

※１ 科目コードと履修登録の際に用いる時間割コードは異なるので注意すること。 

※２ 他大学開講科目とは，横浜市内大学間の単位互換協定に基づき，他大学から提供された科目のうち，経済学

部が指定した科目をいう。 
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䠍䠊⛉ 目 䝁䞊䝗䛻䛴䛔䛶 

経済学部では，専門基礎科目，基幹科目及び一部の特殊講義に対して，科目ࡈとに 

㹃3㻣2 ୰国経済 

のように，アル࢓ࣇベࢺࢵと３᱆の数Ꮠからなる科目コードを付けている。この科目コードシステムは，その科目のᢅう領域及

び履修ྍ⬟年次を一目で理解できるようにし，学生の体系的学習を容易にすることを目的としている。 

⛉目䝁䞊䝗䛾ᵓ㐀 

 

 

 

 

 

 

(1) 科目コードの᭱ึのアル࢓ࣇベࢺࢵは，その科目がᒓする学問分野を♧している。経済分野であれࡤ㹃，⤫ィ・情報分野で

あれࡤ㹑，法ᚊ分野であれࡤ㹊，コミࣗニࢣーシࣙン・文化分野であれࡤ㹁が付けられている。 

(2) 科目コードの数Ꮠ部分の３᱆目（上図のa部分）はཷ講ྍ⬟年次を♧している。1㻜㻜␒ྎであれ１ࡤ年次から履修ྍ⬟である

こと，2㻜㻜␒ྎであれ２ࡤ年次から履修ྍ⬟であること，3㻜㻜␒ྎであれ３ࡤ年次以上が履修ྍ⬟であることをしめしてい

る。 

(3) さらに，科目コードの数Ꮠ部分の２᱆目（上図のｂ部分）は，(1)で㏙࡭たアル࢓ࣇベࢺࢵで♧された各学問分野内におけ

るより細かな学問領域を♧している。ල体的には次の⾲のようになる。 

㸦ᖹᡂ��࣭��࣭��ᖺᗘධᏛ⏕㸧 

㹃 
㸮㹼１ ポリテ࢝࢕ル・࢚コࣀミー ２㹼３ ミࢡロ経済学・マࢡロ経済学・ࢤーム理論 

㸲㹼㸳 ㈈ᨻ・㔠⼥・経済ᨻ⟇ 㸴㹼㸵 国際経済 ８㹼㸷 経済ྐ 

㹑 㸮㹼１ 経済⤫ィ ２㹼３ 数理⤫ィ・ィ㔞経済学 㸲㹼㸳 コンࣗࣆーࢱ・プロࢢラミンࢢ 

㹊 㸮㹼１ බ法 ２㹼３ ฮ஦法 㸲㹼㸳 Ẹ஦法 㸴 基礎法 㸵 社会法 ８ 国際法 㸷 ᨻ἞学 

㹁 㸮㹼１ コミࣗニࢣーシࣙン ２㹼３ 文化 

㸦ᖹᡂ��ᖺᗘ௨๓ࡢධᏛ⏕㸧 

㹃 
㸮㹼１ ポリテ࢝࢕ル・࢚コࣀミー ２㹼３ ミࢡロ経済学・マࢡロ経済学・ࢤーム理論 

㸲㹼㸳 ㈈ᨻ・㔠⼥・経済ᨻ⟇ 㸴㹼㸵 国際経済 ８㹼㸷 経済ྐ 

㹑 㸮㹼１ 経済⤫ィ ２㹼３ 数理⤫ィ・ィ㔞経済学 㸲㹼㸳 コンࣗࣆーࢱ・プロࢢラミンࢢ 

㹊 㸮㹼１ ⚾法 ２㹼３ බ法 㸲㹼㸳 ᨻ἞学 

㹁 㸮㹼１ コミࣗニࢣーシࣙン ２㹼３ 文化 

 

上の㹃3㻣2「୰国経済」は，３年次以上が履修できる国際経済関ಀの科目であることが分かる。 

アル࢓ࣇベࢺࢵが同じで，かつコードの数Ꮠ部分２᱆目以㝆が㏆い科目は，互いに関連が深い科目である。 

౛えࡤ，㹃12㻜「市ሙと౯᱁㸸ミࢡロ経済学入門」は１年次から履修ྍ⬟である科目であり，２年次から履修ྍ⬟である㹃

22㻜「ミࢡロ経済学」と関連が深い科目である。㹃2㻤1「᪥本経済ྐ」と㹃2㻤2「⌧௦経済ྐ」は，ともに経済ྐ分野の科目であ

り相互に関連ᛶが深い。このような科目コードから得られる履修ྍ⬟年次と学問分野の情報，「授業ᴫせ」にグ㍕されている講

義内容や前提となる科目のㄝ᫂等をཧ⪃にし，自分のᡤᒓ学科・コースを⪃えて体系的に履修を⾜うことがᮃࡲしい。 

  

㹃 㹑 㹊 㹁 �

䠏᱆目（䠽）履修ྍ⬟年ḟ 

ａ ｂ 㹡 

䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖 

䠏᱆䛾ᩘ 

㹃� ⤒̈̀ � � 㹑� ⤫ィ࣭ ᝟ሗ� � 㹊� ἲᚊ� � 㹁� ࣑ࣗࢥ ࢣ࣮ࢽ ࢩࣙ ࣭ࣥ ໬ᩥ�

䠎᱆目（䠾）䠡䠈䠯䠈䠨䠈䠟ෆ䛾学ၥ㡿ᇦ 
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䠎䠊ᤵ ᴗ ⛉ 目 య ⣔ 

䜲䠊ᩍ㣴ᩍ⫱⛉目䛸༢఩ᩘ 

༊ 分  授業科目 単位 期間 履修学年 ഛ⪃ 

教養コア科目 

基礎科目（人文社会系） 

⌧௦ᨻ἞（᪥本） ２ ⛅学期 １㹼㸲  

⌧௦ᨻ἞（国際） ２ ⛅学期 １㹼㸲  

社会科学ᴫ論㸿 ２ ᫓学期 １㹼㸲  

社会科学ᴫ論㹀 ２ ⛅学期 １㹼㸲  

社会科学のṔྐ ２ ⛅学期 １㹼㸲  

社会科学の方法 ２ ⛅学期 １㹼㸲  

⌧௦と法 ２ ⛅学期 １㹼㸲  

心理学㸿 ２ ༙ 期 １㹼㸲  

心理学㹀 ２ ༙ 期 １㹼㸲  

その他 ２ ༙ 期 １㹼㸲 注１ 

基礎科目（自↛科学系） 

ᚤ分積分Ϩ ２ ᫓学期 １㹼㸲  

ᚤ分積分ϩ ２ ⛅学期 １㹼㸲  

⥺ᙧ௦数Ϩ ２ ᫓学期 １㹼㸲  

⥺ᙧ௦数ϩ ２ ⛅学期 １㹼㸲  

情報科学 ２ ༙ 期 １㹼㸲  

その他 ２ ༙ 期 １㹼㸲 注１ 

⌧௦科目 

ᆅ域連携と都市෌生㹀（かな

がわᆅ域学） 
２ ⛅学期 １㹼㸲  

その他 ２ ༙ 期 １㹼㸲 注１ 

⥲ྜ科目 ⥲ྜ科目 ２ ༙ 期 １㹼㸲  

情報リテラシー科目 情報リテラシー科目 
コンࣗࣆーࢱ・リテラシー ２ ᫓学期 １㹼㸲  

  解ᯒ演習 ２ ⛅学期 １㹼㸲ࢱーࢹ

基礎演習科目 基礎演習科目 基礎演習科目 ２ ᫓学期 １ 注２ 

健康スポーツ科目 健康スポーツ科目 健康スポーツ演習㹀 ２ ༙ 期 １㹼㸲  

外国人␃学生のための授業科目 ᪥本஦情に関する科目 ᪥本஦情 ２ ༙ 期 １㹼㸲 注３ 

注１．「その他」とは本学部が各年度において指定する科目をいう。履修学年が「1㹼㻠」でない科目もある。 

注２．「基礎演習科目」は原๎として඲ての１年生が履修する。注３．「᪥本஦情」は，外国人␃学生に㝈り履修できる。 

༊ 分 授業科目 単位数 期 間 履修学年 ഛ ⪃ 

外

国

語

科

目 

ⱥ語ᐇ習１㹑 

ⱥ語ᐇ習１㹕 

ⱥ語ᐇ習１㹊㹐᫓学期 

ⱥ語ᐇ習１㹊㹐⛅学期 

ⱥ語ᐇ習㻭d㼢a㼚㼏ed 

ⱥ語演習 

ドイツ語ᐇ習１ 

ドイツ語ᐇ習２ 

ドイツ語ᐇ習（会ヰ）１ 

ドイツ語ᐇ習（会ヰ）２ 

ドイツ語演習 

 ランス語ᐇ習１ࣇ

 ランス語ᐇ習２ࣇ

 ランス語ᐇ習（会ヰ）１ࣇ

 ランス語ᐇ習（会ヰ）２ࣇ

 ランス語演習ࣇ

୰国語ᐇ習１ 

୰国語ᐇ習２ 

୰国語演習 

ロシア語ᐇ習１ 

ロシア語ᐇ習２ 

ロシア語演習 

ᮅ㩭語ᐇ習１ 

ᮅ㩭語ᐇ習２ 

ᮅ㩭語演習 

イスࣃニア語ᐇ習１ 

イスࣃニア語ᐇ習２ 

イスࣃニア語演習 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

༙ 期 

༙ 期 

᫓学期 

⛅学期 

༙ 期 

༙ 期 

᫓学期 

⛅学期 

᫓学期 

⛅学期 

༙ 期 

᫓学期 

⛅学期 

᫓学期 

⛅学期 

༙ 期 

᫓学期 

⛅学期 

༙ 期 

᫓学期 

⛅学期 

༙ 期 

᫓学期 

⛅学期 

༙ 期 

᫓学期 

⛅学期 

༙ 期 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

１ 

１㹼㸲 

２㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

２㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

２㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

２㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

２㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

２㹼㸲 

１㹼㸲 

１㹼㸲 

２㹼㸲 

 

 

 

 

 

 

 

２ࣨ国語1㻢単位 

たࡔし㻘１ࣨ国語は

12単位ࡲで 

履修方法は，ࠗ 教養

教育履修᱌内࠘等を

ཧ↷のこと。 

 

１年次から 

ᐇ習１Ѝᐇ習２Ѝ 

演習の㡰ᗎで 

履修しࡲす。 

 

 

ᐇ習科目（会ヰをྵ

む）は各㻠単位ࡲでを

卒業せ௳にྵめるこ

とができる。 
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 ᪥本語୰級 

᪥本語上級 

᪥本語演習 

  プレース࣓ンࢺ

テスࢺの⤖ᯝで

ཷ講科目が指

定。 

 

␃学生のࡳ 

注 ⾲に♧された外国語の履修年次は，スキࢵプ履修，スࣆード履修以外の通ᖖの履修のሙྜについてのものである。 

  外国語の履修方法はࠊ෌履修もྵめ教養教育履修᱌内をཧ↷すること。 

�

ࣟ㸬ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠࡜༢఩ᩘ�

����ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠࡜༢఩ᩘ�

 科目コード 授 業 科 目 単位数 

㻱1㻜㻜 ไ度と経済㸸ポリテ࢝࢕ル・࢚コࣀミー入門 2 

㻱12㻜 市ሙと౯᱁㸸ミࢡロ経済学入門 2 

㻱121 ᡤ得と㞠用㸸マࢡロ経済学入門 2 

㻱1㻣㻜 ୡ界と経済㸸ࢢローバル・࢚コࣀミー入門 2 

㻱1㻤㻜 Ṕྐと経済㸸経済ྐ入門 2 

㻸1㻜㻜 社会生άと法㸸法学入門 2 

����ᑓ㛛⛉┠࡜༢఩ᩘ�

㹟㸬ᇶᖿ⛉┠⩌�

�඲ධᏛᖺඹ㏻��

㸿 群（ 学 部 共 通 ） 

科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目 単位数 科目コード 授業科目  単位数 

㻱2㻜㻜 経済原論 㻠 

㻱2㻜1 ⌧௦経済システム 㻠 

㻱22㻜 ミࢡロ経済学 㻠 

㻱221 マࢡロ経済学 㻠 

㻱2㻤㻜 経済ྐ 㻠 

 

 

�඲ධᏛᖺඹ㏻��

㹀㸫１群（経済システム学科経済コース） 

科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科 単位数 科目コード 授業科目  単位数 

㻱2㻜3 経済学ྐ 㻠 

㻱2㻜㻠 社会ᛮ᝿ྐ 㻠 

㻱223 ࢤーム理論 㻠 

㻱2㻠㻠 ᆅ方㈈ᨻ 㻠 

㻱2㻠㻣 ⌧௦社会⚟♴ 㻠 

㻱2㻡㻜 経済ᨻ⟇ 㻠 

㻱2㻡1 ẚ㍑㎰業ᨻ⟇ 㻠 

㻱2㻤1 ᪥本経済ྐ 㻠 

㻱2㻤2 ⌧௦経済ྐ 㻠 

㻿2㻜㻜 経済⤫ィ 㻠 

㻿22㻜 数理⤫ィ 㻠 

㻿221 ィ㔞経済学 㻠 

㻿2㻠㻜 プロࢢラミンࢢと経済分ᯒ 㻠 

㻯2㻜1 国際コミࣗニࢣーシࣙン 㻠 

㻱3㻜1 ẚ㍑経済システム 㻠 

㻱3㻜㻢 ⌧௦社会科学 㻠 

㻱32㻡 数理経済学 㻠 

㻱3㻠1 㔠⼥論 㻠 

㻱3㻠2 ࢓ࣇイナンス 㻠 

㻱3㻠3 ㈈ᨻ学 㻠 

㻱3㻠㻡 බ共経済学 㻠 

㻱3㻠㻤 ປാ経済学 㻠 

 

  

�ᖹᡂ��࣭��࣭��ᖺᗘධᏛ⏕ᑐ㇟��

㹀㸫２㸫１群（経済システム学科法と経済コース・経済科目） 

科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目  単位数 

㻱2㻜㻠 社会ᛮ᝿ྐ 㻠 

㻱223 ࢤーム理論 㻠 

㻱2㻠㻠 ᆅ方㈈ᨻ 㻠 

㻱2㻡㻜 経済ᨻ⟇ 㻠 

㻱2㻤1 ᪥本経済ྐ 㻠 

㻱3㻠1 㔠⼥論 㻠 

㻱3㻠2 ࢓ࣇイナンス 㻠 

㻱3㻠3 ㈈ᨻ学 㻠 

㻱3㻠㻡 බ共経済学 㻠 

㻱3㻠㻤 ປാ経済学 㻠 
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㸦ᖹᡂ��࣭��࣭��ᖺᗘධᏛ⏕ᑐ㇟��

� 

�ᖹᡂ��ᖺᗘ௨๓ࡢධᏛ⏕ᑐ㇟��

㹀㸫２群（経済システム学科法と経済コース） 

科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目  単位数 

㻱2㻜㻠 社会ᛮ᝿ྐ 㻠 

㻱223 ࢤーム理論 㻠 

㻱2㻠㻠 ᆅ方㈈ᨻ 㻠 

㻱2㻡㻜 経済ᨻ⟇ 㻠 

㻱2㻤1 ᪥本経済ྐ 㻠 

㻸2㻜㻜 Ẹ法 1（⥲๎） 2 

㻸2㻜1 Ẹ法 2（≀ᶒ法） 2 

㻸2㻜2 Ẹ法 3（担ಖ≀ᶒ法） 2 

㻸2㻜3 Ẹ法 㻠（മᶒ⥲論） 2 

㻸2㻜㻠 Ẹ法 㻡（മᶒ各論） 2 

㻸2㻜㻡 Ẹ法 㻢（ᐙ᪘法） 2 

㻸22㻜 ᠇法 1 2 

㻸221 ᠇法 2 2 

㻸22㻠 ⾜ᨻ法 1 2 

㻸22㻡 ⾜ᨻ法 2 2 

㻸23㻜 ฮ法 1 2 

㻸231 ฮ法 2 2 

㻸23㻠 ⿢ุ法ᴫ論 2 

㻸2㻠㻜 ᨻ἞学ᴫ論 2 

㻱3㻠1 㔠⼥論 㻠 

㻱3㻠2 ࢓ࣇイナンス 㻠 

㻱3㻠3 ㈈ᨻ学 㻠 

㻱3㻠㻡 බ共経済学 㻠 

㻱3㻠㻤 ປാ経済学 㻠 

㻸3㻜㻣 知的㈈⏘ᶒ法ᴫ論 2 

㻸3㻜㻤 国際関ಀ法ᴫ論 2 

㻸31㻜 ၟ法 1 2 

㻸311 ၟ法 2 2 

㻸312 ၟ法 3 2 

㻸313 ၟ法 㻠 2 

㻸32㻢 経済法ᴫ論 2 

㻸32㻣 ⛒⛯法ᴫ論 2 

㻸32㻤 社会ಖ㞀法ᴫ論 2 

 

�඲ධᏛᖺඹ㏻��

㹁 群（ 国 際 経 済 学 科 ） 

科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目  単位数 

㻱2㻡㻜 経済ᨻ⟇ 㻠 

㻱2㻡1 ẚ㍑㎰業ᨻ⟇ 㻠 

㻱2㻡2 ᆅ域経済ᨻ⟇ 㻠 

㻱2㻡3 国際⎔境経済論 㻠 

㻱2㻢1 国際㔠⼥ 㻠 

㻱2㻣㻜 ୡ界経済論 㻠 

㻱2㻣1 ㏵上国経済 㻠 

㻱2㻤1 ᪥本経済ྐ 㻠 

㻱2㻤2 ⌧௦経済ྐ 㻠 

㻱2㻤3 国際経済ྐ 㻠 

㻱2㻤㻠 アࢪア経済ྐ 㻠 

㻯221 ゝ語コミࣗニࢣーシࣙンと

アイࢹンテ࢕テ࢕ 㻠 

 

㻱3㻠3 ㈈ᨻ学 㻠 

㻱3㻠㻡 බ共経済学 㻠 

㻱3㻢㻜 国際経済学 㻠 

㻱3㻢2 数㔞࢓ࣇイナンス 㻠 

㻱3㻢㻠 ⏘業⤌⧊論 㻠 

㻱3㻢㻣 経済開Ⓨ論 㻠 

㻱3㻢㻤 国際関ಀ論 㻠 

㻱3㻣2 ୰国経済 㻠 

㻱3㻣3 ロシアᮾḢ経済 㻠 

㻱3㻣㻠 国際㈠易ᨻ⟇ 㻠 

㻱3㻣㻡 ⌧௦外国Ⅽ᭰論 㻠 

 

�

㹀㸫２㸫２群（経済システム学科法と経済コース・法ᚊ科目） 

科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目  単位数 

㻸2㻜㻜 ᠇法                       2 

㻸2㻜1 බ法特ู講義・᠇法         2 

㻸211 බ法特ู講義・⾜ᨻ法       2 

㻸22㻜 ฮ法                       2 

㻸221 ฮ஦法特ู講義・ฮ法       2 

㻸2㻠㻜 Ẹ法Ϩ                     2 

㻸2㻠1 Ẹ法ϩ                     2 

㻸2㻠2 Ẹ法Ϫ                     2 

㻸2㻠3 Ẹ஦法特ู講義・担ಖ≀௳法 2 

㻸2㻠㻠 Ẹ஦法特ู講義・മᶒ各論   2 

㻸2㻤㻜 国際法                     2 

㻸2㻥㻜 ᨻ἞学原論                 2 

㻸2㻥1 ᨻ἞学特ู講義             2 

 

㻸31㻜 ⾜ᨻ法                     2 

㻸311 基本⛒⛯法◊✲             2 

㻸312 法学特ู講義・経済法ᴫ論   2 

㻸33㻜 ⿢ุ法                     2 

㻸3㻠㻜 Ẹ法ϫ                     2 

㻸3㻡㻜 ၟ法Ϩ                     2 

㻸3㻡1 ၟ法ϩ                     2 

㻸3㻡2 ၟ法Ϫ                     2 

 

㻸3㻡3 Ẹ஦法特ู講義・௻業ྲྀᘬ法  2 

㻸3㻡㻠 法学特ู講義・知的㈈⏘ᶒ法 

ᴫ論                        2 

㻸3㻢㻜 基礎法学                    2 

㻸3㻣㻜 基本社会ಖ㞀法◊✲          2 
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下の⾲の「平成��・��・��年度入学生対象科目」と「平成��年度以前の入学生対象科目」は対応関ಀにある。入学年度に応

じた科目を履修すること。これ以外の科目は履修できないので注意すること。 

平成��・��・��年度 

入学生対象科目 

平成��年度以前の入学 

生対象科目 

平成��・��・��年度 

入学生対象科目 

平成��年度以前の入学

生対象科目 

᠇法 ᠇法２ ⾜ᨻ法 ⾜ᨻ法１ 

බ法特ู講義・᠇法 ᠇法１ 基本⛒⛯法◊✲ ⛒⛯法ᴫ論 

බ法特ู講義・⾜ᨻ法 ⾜ᨻ法２ 法学特ู講義・経済法ᴫ論 経済法ᴫ論 

ฮ法 ฮ法１ ⿢ุ法 ⿢ุ法ᴫ論 

ฮ஦法特ู講義・ฮ法 ฮ法２ Ẹ法ϫ Ẹ法㸴（ᐙ᪘法） 

Ẹ法Ϩ Ẹ法１（⥲๎） ၟ法Ϩ ၟ法１ 

Ẹ法ϩ Ẹ法２（≀ᶒ法） ၟ法ϩ ၟ法２ 

Ẹ法Ϫ Ẹ法㸲（മᶒ⥲論） ၟ法Ϫ ၟ法㸲 

Ẹ஦法特ู講義・担ಖ≀௳法 Ẹ法３（担ಖ≀ᶒ法） Ẹ஦法特ู講義・௻業ྲྀᘬ法 ၟ法３ 

Ẹ஦法特ู講義・മᶒ各論 Ẹ法㸳（മᶒ各論） 法学特ู講義・知的㈈⏘ᶒ法ᴫ論 知的㈈⏘ᶒ法ᴫ論 

国際法 国際関ಀ法ᴫ論 基本社会ಖ㞀法◊✲ 社会ಖ㞀法ᴫ論 

ᨻ἞学原論 ᨻ἞学ᴫ論 

 

�␃Ꮫ⏕ྥࡅᑓ㛛⛉┠��

 授業科目  履修年次  単位数 

 ୡ界と᪥本経済 2年次㹼㻠年次 㻠 

�

㹠㸬≉Ṧㅮ⩏  

ẖ年数科目開講。単位数は，２単位ࡲたは㸲単位。（履修年次は科目ࡈとに指定。）以下の講義については原๎としてẖ年開

講する。 

科目コード 授業科目  単位数 科目コード 授業科目 単位数 

㹃222 経済数学 2 㹑2㻜1 ᪥本経済と⤫ィ 2 

㹡㸬኱Ꮫ㝔ඹ㏻⛉┠  

国際社会科学◊✲科博士課程前期開講科目でู⾲にグ㍕した科目。（履修年次は３，㸲年次）履修に関してはཷ講前に担当

教員のチྍを得ること。平成2㻡年度より，࢝リキࣗラムのኚ᭦にకい大学院共通科目の科目ྡがኚ᭦された。⌧ᅾ開講されて

いる大学院共通科目とᪧ࢝リキࣗラム上において同一の科目を᪤に履修しているሙྜ，ྡ ⛠のኚ᭦がなされた科目を履修する

ことはできない。（ኚ᭦前，ኚ᭦ᚋの科目ྡについてはᚋᥖの「３．履修方法」ࢺ㸫㻖෌履修についてをཧ↷のこと。） 

�

㹢㸬እ ᭩ ㅮ ㄞ 単位数は，２単位ࡲたは㸲単位。（履修年次は２㹼㸲年次） 

㹣㸬ࢮ ࣑ ࢼ ࣮ ࣝ ３年次 㸲単位，㸲年次 㸲単位  
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㹤㸬⤒ႠᏛ㒊㛤ㅮ⛉┠ （ᚋᥖの「３．履修方法」ロ．(㻠) をཧ↷のこと。） 

㹥㸬ᩍ⫱Ꮫ㒊㸦ᩍ⫱ே㛫⛉Ꮫ㒊㸧࣭ ⌮ᕤᏛ㒊㛤࣭㒔ᕷ⛉Ꮫ㒊㛤ㅮ⛉┠࣭௚኱Ꮫ㛤ㅮ⛉┠ู࡛⾲࡟グ㍕ࡓࡋ⛉┠�

（ᚋᥖの「３．履修方法」ロ．(㻠) をཧ↷のこと。） 

 

�༢఩ᩘ࡜┠⛉㸬ᅜ㝿஺ὶࣁ

㹗㹁㹁㹑特ูプロࢢラムにより開講される国際交流科目を履修することができる。履修年次は１㹼㸲年次，単位は２単位である。 

国際交流科目のうち，ูに経済学部が定める科目を履修したሙྜには，஦前⏦ㄳをすることにより卒業単位（専門科目）にྵ

めることができる。（ణし，㹅㹎㸿にはཧ入されない。）卒業単位にྵめることができる科目や単位数にไ⣙があるので，履修を

ᕼᮃする学生は，ᚲࡎ学期のጞめに学ົの❆ཱྀで⏦ㄳすること。なお，卒業単位にྵめる科目は，履修上㝈の対象となる。 

もし，⏦ㄳなく履修したሙྜは，国際交流科目として単位が付与されるが，卒業単位にはྵめることができないので注意する

こと。 

 「国際㈠易ᨻ⟇Ϩ」・「国際㈠易ᨻ⟇ϩ」（各２単位）は，␃学生に㝈り履修することができる。ణし基幹科目「国際㈠易ᨻ⟇」（㸲単

位）とはู科目としてᢅわれるので，卒業単位にྵめたいሙྜは，ᚲࡎ「国際㈠易ᨻ⟇」（㸲単位）を履修すること。 

 

※ 「㻹㼕㼏㼞oe㼏o㼚o㼙㼕㼏㼟Ϩ」については，␃学生に㝈り履修することができ，専門基礎科目「ミࢡロ経済学入門」に読᭰ࡳえることがྍ

⬟である。 

※ 「㻹㼕㼏㼞oe㼏o㼚o㼙㼕㼏㼟Ϩ」は平成2㻠年度ࡲで開講していた「マイࢡロ࢚コࣀミࢡス」の授業科目ྡのኚ᭦のため㔜複履修はできない。 

※ なお，㹗㹁㹁㹑特ูプロࢢラムにより開講されるⱥ語の授業科目は教養教育科目として開設され，「教養教育履修᱌内」に科目༊

分等がᥖ㍕されている。 

※ 国際交流科目は࢝ࠊリキࣗラムᨵኚにకいࠊไ度がኚ᭦されるྍ⬟ᛶがあるのでࠊ履修する前に経済学ົಀに問いྜわࡏること。 

 

஧㸬ᖹᡂ２㸷ᖺᗘ௨㝆ࡢධᏛ⏕⏝࡚࠸ࡘ࡟࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝�

平成２８年度以前入学生は，平成２㸷年度以㝆入学⪅用࢝リキࣗラムを履修できないので注意する。経済学部時間割⾲に平

成２８年度以前入学生用࢝リキࣗラムと平成２㸷年度以㝆入学生用࢝リキࣗラムをわけて⾲グするので，平成２８年度以前入

学生対象の科目を履修すること。 

� �
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䠏䠊履 修 ᪉ ἲ 

ࡧᚲせ༢఩ᩘཬࡢࡵࡓࡢ㸬༞ᴗ࢖ *3$㸦*UDGH�3RLQW�$YHUDJH㸧ࡢᇶ‽�

ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠�

・教養コア科目（「基礎科目（人文社会系）・（自↛科学系）」，「⌧௦科目」，「⥲ྜ科目」） 

情報リテラシー科目 

基礎演習科目 

健康スポーツ科目 からィ 2㻢 単位 

たࡔし，教養コア科目の「基礎科目（人文社会系）」より㸲単位以上，「基礎科目（自↛科学系）」より㸲単位以上，「⌧௦

科目」より２単位以上，「⥲ྜ科目」より２単位以上をྲྀ得しなけれࡤならない。健康スポーツ科目は２単位ࡲでを 2㻢 単

位の୰に⟬入することができる。 

た，「⥲ྜ科目」は᫓学期１科目，⛅学期１科目，年間ィ２科目しか履修できない。෌履修のሙྜには，෌履修前と同一ࡲ

ྡ⛠の科目の᭷↓にかかわらࡎ，「⥲ྜ科目」にᒓする授業科目の୰から自⏤に選択してཷ講できる。 

・外国語科目 1㻢 単位 （ⱥ語，ドイツ語，ࣇランス語，ロシア語，୰国語，ᮅ㩭語，イスࣃニア語から２ࣨ国語を選択，

たࡔし１ࣨ国語は 12 単位ࡲで） 

ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠� �� ༢఩�

༞ᴗ࡟ᚲせ࡞㹅㹎㸿ࡢᇶ‽ 㹅㹎㸿 2㻚㻜 以上（ᚋᥖの「ࢺ．成⦼ホ౯基‽・㹅㹎㸿（㻳㼞ade 㻼o㼕㼚t 㻭㼢e㼞a㼓e）について」ཧ↷） 

（外国語における注意） 

外国語科目 ⱥ語，ドイツ語，ࣇランス語，ロシア語，୰国語，ᮅ㩭語，イスࣃニア語から２ࣧ国語を選択 

 ィ 1㻢 単位以上（たࡔし 1 ࣧ国語は 12 単位ࡲで） 

␃学生は，᪥本語科目を外国語と௦᭰できる。たࡔし，12 単位ࡲで 

（ⱥ語を履修する際の注意）教養教育履修᱌内もཧ↷すること 

1 年次 ⱥ語ᐇ習 1（㻿，㼃，㻸㻾 ᫓学期，㻸㻾 ⛅学期）            「㻠 ✀㢮 㻠 単位」 ᚲ修 

指定された学生のࡳ ⱥ語ᐇ習 㻭d㼢a㼚㼏ed                           「㻠 ✀㢮 㻠 単位」 ᚲ修  

2 年次 ⱥ語演習（㻭㻰㼃，㻭㻾㻸）                                         「2 ✀㢮 㻠 単位」 ᚲ修 

指定された学生のࡳ ⱥ語演習 㻭d㼢a㼚㼏edș        「1 ✀㢮 2 科目 㻠 単位」 ᚲ修 

ⱥ語ᐇ習 㻭d㼢a㼚㼏ed を履修した学生のࡳ ⱥ語演習 㻭d㼢a㼚㼏edȘ「1 ✀㢮 2 科目 㻠 単位」 ᚲ修 

3 年次以㝆 ⱥ語を 㻤 単位超えて履修する学生のࡳ ⱥ語演習 㻱㼄㼀        「2 科目 㻠 単位」 ᚲ修 

 

ࣟ㸬ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ࡢᒚಟᇶ‽�

学生は，上グの専門教育科目を，次のように基‽にᚑって履修する。 

(1) ༞ᴗ࡟ᚲせ࡞ᑓ㛛ᩍ⫱ᒚಟ⛉┠⥲༢఩ᩘࡣ �� ༢఩である。さらに，༞ᴗㄽᩥを提ฟし，ᑂᰝにྜ᱁しなけれࡤならな

い。（法と経済コースの学生を㝖く） 

(2) 各学科・コース共に㸿群（学部共通）から 3 科目 12 単位以上をྲྀ得しなけれࡤならない。 

(3) 上グ(2)に加えて，各自がᡤᒓする学科・コースูに次⾲の基‽にᚑって単位をྲྀ得しなけれࡤならない。 

学科・コース 

入学年度 

経済システム学科 
国際経済学科 

経済コース 法と経済コース 

平成 2㻢・2㻣・2㻤 年度 
㻮-1 群から 2㻠 単位以上 

㻮-2-1 群から 12 単位以上 

㻮-2-2 群から 12 単位以上 㻯 群から 2㻠 単位以上 

平成 2㻡 年度以前 㻮-2 群から 2㻠 単位以上 



－41－

平成２８年度以前の入学生 

 

 (㻠) ṧり 㻠㻢 単位については専門基礎科目，基幹科目，特殊講義，外書講読，ゼミナール，大学院共通科目の他，経済学部で

定めた経営学部開講科目，教育学部（教育人間科学部）・理工学部・都市科学部開講科目，国際交流科目及び他大学開講科

目から選択する。たࡔし，経営学部開講の授業科目，教育学部（教育人間科学部）・理工学部・都市科学部開講科目，大学

院共通科目，国際交流科目及び他大学開講科目のうち，経済学部で定めたものについては，12 単位ࡲでを 㻠㻢 単位にྵめ

ることができる。 

(㻡) 科目コードの数Ꮠが 1㻜㻜 ␒ྎの科目の履修学年は１年次から㸲年次，2㻜㻜 ␒ྎの科目の履修年次は２年次から㸲年次，

3㻜㻜 ␒ྎの科目の履修学年は３年次・㸲年次である。 

(㻢) 専門基礎科目は１年次に，㸿群科目は２年次に履修することを᥎ዡする。 

 

㸬ᒚࣁ ಟ 㝈 ᗘ�

(1) 学生は，各年次に，卒業のためにᚲせな単位のィ⟬にྵめられる科目を，㻠㻤 単位（各学期 2㻠 単位）を超えて履修するこ

とができない。ࡲた，各年次に，教養教育科目を，㻠㻜 単位（各学期 2㻜 単位）を超えて履修することはฟ᮶ない。たࡔ

し，通年科目は各学期２分の１の単位数としてィ⟬する。 

(2) ２年次において，㻠㻜 単位を超えて専門教育科目を履修することはできない。 

(3) ３年次，㸲年次において，前学期の「学期㹅㹎㸿3㻚㻜」以上の⪅は，卒業にᚲせな単位のィ⟬にྵめられる科目を一学期

2㻤 単位ࡲで履修することができる。たࡔし，教養教育科目は一学期 2㻜 単位を超えて履修することはできない。 

(㻠) 交換␃学ὴ㐵Ỵ定⪅及び交換␃学（ὴ㐵）ᚋの学生は，卒業にᚲせな単位のィ⟬にྵめられる科目を一学期 2㻤 単位ࡲで

履修することができる。ࡲた，教養教育科目は一学期 2㻠 単位ࡲで履修することができる。なお，ὴ㐵ඛ大学でྲྀ得した単

位の認定により互換した単位は，この履修㝈度のᯟ外とする。ヲ細は，経済学部࢜リ࢚ンテーシࣙン・交換␃学（ὴ㐵）

 。ンテーシࣙンでㄝ᫂する࢚リ࢜

※交換␃学ὴ㐵Ỵ定⪅㺃㺃㺃␃学ඛ大学からのཷけ入れのチྍが得られた⪅ 

(㻡) 学部で認めるᾏ外ࢧマースࢡール・ⱥ語ウ論会等ཧ加⪅(特ูቑ加単位科目「ⱥ語ウ論(㻳㼘o㼎a㼘 㻭pp㼘㼕ed 㻱㼏o㼚o㼙㼕㼏㼟 㻲o㼞u㼙)」

を㝖く)は，⏦ㄳをすることにより当ヱ学期の教養教育科目を 2㻠 単位ࡲで履修できる。 

(㻢) 教養教育科目として履修できる 㼅㻯㻯㻿 科目を履修したሙྜは，⏦ㄳをすることにより，その履修単位数分のࡳ履修の㝈度

を超えて履修できる。たࡔし，卒業にᚲせな単位のィ⟬にྵめられる科目を一学期 2㻤 単位，教養教育科目は 2㻠 単位を超

えて履修することはできない。 

(㻣) 以下の卒業せ௳にཧ入できない科目は，履修の㝈度ᯟを超えて履修することができる。 

・ 特ูቑ加単位科目 

・ 国際交流科目（国際交流科目についてはࠊ経済学ົಀに問いྜわࡏること。） 

たࡔし，経済学部が専門科目としてᢎ認し，履修⪅より卒業せ௳にྵめて履修することを⏦ㄳされた科目は㝖く 

・ 教⫋科目 

たࡔし，経済学部専門科目として開講されている科目は㝖く 

ローバルࢢ ・ 㻼㻸㼁㻿 㻻㻺㻱 ๪専ᨷプロࢢラム開講科目 「科目群 㻭」 
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�各学期における履修上㝈単位数� 

 教養教育科目 専門教育科目 ྜィ 経済学ົಀ࡬の⏦ㄳ 

基本 2㻜 単位 ※2 年次は 1 年間

で 㻠㻜 単位 

2㻠 単位 ୙せ 

3・㻠 年次において前学期の「学期㹅㹎㸿

3㻚㻜」以上の学生 

2㻜 単位  2㻤 単位 ୙せ 

教養教育科目として履修できる㼅㻯㻯㻿科

目を履修 

2㻜 単位㻗 

㼅㻯㻯㻿 科目㸲単位 

 2㻠 単位㻗 

㼅㻯㻯㻿 科目㸲単

位 

ᚲせ 

国際交流科目を履修 2㻜 単位  2㻠 単位㻗国際交

流科目 

୙せ 

国際交流科目を専門科目として履修 2㻜 単位  2㻠 単位 ᚲせ 

交換␃学ὴ㐵Ỵ定⪅及び交換␃学（ὴ

㐵）ᚋの学生及び⳹ᮾ師⠊大学とのࣈࢲ

ルࢢ࢕ࢹリー（共同学位）対象の学生 

2㻠 単位  2㻤 単位 ୙せ 

教養教育のࡳᚲせ 

学部で認めるᾏ外ࢧマースࢡール・ⱥ語

ウ論会等ཧ加⪅ 

※特ูቑ加単位科目「ⱥ語ウ論(㻳㼘o㼎a㼘 

㻭pp㼘㼕ed 㻱㼏o㼚o㼙㼕㼏㼟 㻲o㼞u㼙)」はྵࡲない 

2㻠 単位  2㻠 単位 ᚲせ 

※教養教育科目の履修上㝈に，ఇ業期間୰に開ദされるูにᥖ♧する㞟୰講義はྵࡲない 

※通年科目は各学期２分の１の単位数としてィ⟬する。 

※ὴ㐵ඛ大学でྲྀ得した単位の認定により互換した単位や特ูቑ加単位科目は，履修㝈度のᯟ外とする。 

※᪤に上㝈が⦆࿴されている⪅が，他の஦⏤により᭦に⦆࿴されることはない。 

 教養教育科目 2㻠 単位， ྜィ 2㻤 単位  が᭱上㝈 

�

�࣮ࣝࢼ࣑ࢮ㸬ࢽ

㸦⤒῭࣒ࢸࢫࢩᏛ⛉⤒῭ࢫ࣮ࢥཬࡧᅜ㝿⤒῭Ꮫ⛉㸧�

(1) 履修年次と単位数 

３年次 㸲単位 

㸲年次 㸲単位 ィ８単位 

(2) ཧ加㈨᱁ 

履修年次の前年次⤊஢ࡲでに，専門基礎科目と基礎演習の୰から３科目㸴単位以上を修得し，かつ教養教育科目及び専

門教育科目を⥲ィ 㻡㻜 単位以上を修得していること。 

(3) 選択及び⏦ㄳ時期 

➨２年次᫓学期⤊஢ᚋに⾜う。 

(㻠) 開ጞ時期 

ゼミナールは➨３年次より開ጞする。たࡔし(３)の選択・⏦ㄳから２年次⤊஢時ࡲでの期間は➨３年次にጞࡲるゼミナー

ルのための‽ഛ期間とする。 

 

㸦⤒῭࣒ࢸࢫࢩᏛ⛉ἲࢫ࣮ࢥ῭⤒࡜㸧�

法と経済コースの学生を対象とした「法ᚊ特ูゼミナール」から２科目㸲単位を修得することが卒業せ௳となる。ࡲた，

単位修得の᮲௳として，学期ᮎに「ࢱーム࣌ーࣃー」と࿧ࡤれる論文を提ฟし，ᑂᰝにྜ᱁しなけれࡤならない。 

(1) 履修年次と単位数 

３年次 㸲単位（ᙉく᥎ዡ） 

(2) ཧ加㈨᱁ 

履修年次の前年次⤊஢ࡲでに，専門基礎科目と基礎演習の୰から３科目㸴単位以上を修得し，かつ教養教育科目及び専
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門教育科目を⥲ィ 㻡㻜 単位以上修得していること。 

(3) 選択及び⏦ㄳ時期 

➨３年次᫓学期開講ᚋに⾜う。 

(㻠) 注意 

経済システム学科経済コース及び国際経済学科を対象とした「ゼミナール」は㸲単位を上㝈として履修することができ

る。このሙྜ，➨２年次᫓学期⤊஢ᚋにおこなうゼミナールの加入・⏦ㄳを⾜い，担当教員より履修のチྍを得ておくᚲ

せがある。たࡔし，「法ᚊ特ูゼミナール」と同時に履修できないので注意すること。 

 

�࡚࠸ࡘ࡟⛉㸬ᑓᨷᏛ࣍

(1) 学生のᡤᒓする学科は，原๎として入学時に登録した学科とする。 

(2) ➨１年次⛅学期⤊講時（２᭶㡭）ᡤᒓ学科の☜認を⾜うが，その際ⱝᖸྡの⪅についてኚ᭦を認めるሙྜがある。 

(3) 専ᨷ学科のኚ᭦をᕼᮃする⪅は，ᡤ定の専ᨷ学科ኚ᭦㢪をูに定める᪥ࡲでに経済学ົಀに提ฟすること。１年次の学業

成⦼等によりⱝᖸྡについてኚ᭦を認める。 

採ྰのⓎ⾲は，２年次履修登録⥾めษり᪥以前とする。 

 

�㸬༞ᴗㄽᩥ࣊

※卒業論文は経済システム学科経済コースと国際経済学科がᚲ修である。経済システム学科法と経済コースは法ᚊ特ูゼ

ミナール 2 科目 㻠 単位の修得によって卒業論文に௦᭰する。 

(1) ཷ㦂㈨᱁ 

➨ 㻠 年次᫓学期(㻣 学期)⤊஢時ࡲでに，経済学部つ๎➨ 1㻜 ᮲に定められた単位を修得している⪅。 

※経済学部つ๎➨ 1㻜 ᮲ 

卒業論文ヨ㦂は，専門教育科目を 㻡㻠 単位以上修得した⪅について⾜う。 

(2) ᑂᰝ時期 

➨ 㻠 年次⛅学期に⾜う。 

(3) ᑂᰝ担当 

担当の指導教員ࡲたは，特ูに指定した教員。 

(㻠) ヨ㦂⤖ᯝ 

経済学部つ๎➨ 12 ᮲による。 

(㻡) 卒業論文の஦ົྲྀᢅのせ領はูに定める。 

 

࡚࠸ࡘ࡟㸬ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽࣭㹅㹎㸿㸦*UDGH�3RLQW�$YHUDJH㸧ࢺ �

�

㸨ᡂ⦼ホ౯ࡢᇶ‽ 

本学では授業の成⦼ホ౯に㸳ẁ㝵の成⦼ホ౯ࢢレード（⚽，ඃ，Ⰻ，ྍ，୙ྍ）を用いる。授業における成⦼ホ౯は，履修目

ᶆ，฿㐩目ᶆに‽じて⾜われ，履修目ᶆ，฿㐩目ᶆと成⦼ࢢレードの関ಀは「成⦼ホ౯の基‽⾲」で⾲す。たࡔし，� ẁ㝵の成

⦼ホ౯ࢢレードで⾲し㞴い授業科目は，「ྜ᱁，୙ྜ᱁」で⾲し，*3$ には཯ᫎしない。なお，「ྍ，ྜ᱁」以上を修得したሙྜ

にᡤ定の単位を与える。 
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成⦼ホ౯の基‽⾲ 

成⦼ࢢレード ⚽ ඃ Ⰻ ྍ ୙ྍ 

基‽ 

履修目ᶆを㉺ 
えたレベルを 
㐩成している 

履修目ᶆを㐩 
成している 

履修目ᶆと฿ 
㐩目ᶆの間に 
あるレベルを 
㐩成している 

฿㐩目ᶆを㉺ 
えたレベルを 
㐩成している 

฿㐩目ᶆを㐩 
成できていな 
い 

履修目ᶆ㸸授業でᢅう内容（授業のࡡらい）を♧す目ᶆ。より高度な内容は自୺的な学修で身につけることをᚲせとする。 

฿㐩目ᶆ㸸授業を履修した人が᭱ప㝈身につける内容を♧す目ᶆ。履修目ᶆを㐩成するには，さらなる学修をᚲせとしているẁ

㝵。 

 

㸨㹅㹎㸿㸦 *UDGH�3RLQW�$YHUDJH㸧 ไᗘ࡚࠸ࡘ࡟�

本学では㹅㹎㸿（*UDGH 3RLQW $YHUDJH）を導入している。㹅㹎㸿とは，ಶ々の科目について，ホ౯（成⦼）のランࢡに数್

（*UDGH 3RLQW）を与え，その数್と単位数の積を㊊しྜわࡏ，それを履修登録してあった⥲単位数で割ることによってィ⟬さ

れた数್を㹅㹎㸿（*UDGH 3RLQW $YHUDJH）と࿧ࡪ。 

本学では，*3$ が ��� 以上であることが卒業せ௳となっていࡲす。卒業するには，大学に㸲年以上ᅾ学し，定められた授業科

目数及び単位をྲྀ得して ��� 以上の㹅㹎㸿をྲྀ得することが᮲௳である。 

 

 ྜ᱁ ୙ྜ᱁ 

成⦼ࢢレード ⚽（㹑） ඃ（㸿） Ⰻ（㹀） ྍ（㹁） ୙ྍ（㹄） 

㹅㹎 ��� � � � � 

 

�

�

�

�

㸨㹅㹎㸿࡟⟬ධ࡚࠸ࡘ࡟┠⛉࠸࡞ࡋ 

以下の科目については，㹅㹎㸿に⟬入されない。 

(1) 入学前᪤修得単位として認定された科目 

(2) ⦅入学による認定科目 

(3) 他大学開講科目でู⾲にグ㍕した科目 

(㻠) 交換␃学（ὴ㐵）による認定科目 

(㻡) 国際交流科目  

(㻢) 教⫋科目（たࡔし，経済学部専門科目として開講されている科目は㹅㹎㸿に⟬入される。ヲしくは「Ϫ．ϫ 教育⫋員ච

チ≧のྲྀ得について」の⾲をཧ↷のこと。） 

(㻣) 卒業せ௳に⟬入できない科目 

 

㸨෌ᒚಟ࡚࠸ࡘ࡟�

ホ౯のうち，「୙ྍ」の科目については，෌履修を⾜うことができる。෌履修を⾜ったሙྜ，成⦼は෌履修ᚋのものが採用され

る。ࡲた，෌履修のሙྜは㹅㹎㸿の分ẕはቑえない。「୙ྍ」をྲྀった科目は෌履修をして，「ྍ」以上にかえることが㹅㹎㸿の

ไ度上㔜せࡔとゝうことになる。履修を㏵୰でᨺᲠ（授業にฟᖍしなくなる，学期ᮎヨ㦂Ḟᖍ等の履修ᨺᲠ）することは㹅㹎㸿

ไ度上認められない。たࡔし，授業開ጞᚋ，ᡤ定の期間（履修キࣕンࢭル期間）内に㢪いฟた科目については履修ᨺᲠを認め，

履修科目から๐㝖する。㢪いฟの↓い履修ᨺᲠのሙྜはホ౯を「୙ྍ」としてᢅう。෌履修は，同一ྡ⛠の授業科目を履修する

のが原๎である。たࡔし，国際交流科目「マイࢡロ࢚コࣀミࢡス」は「㻹㼕㼏㼞oe㼏o㼚o㼙㼕㼏㼟Ϩ」࡬科目ྡをኚ᭦したため，෌履修す

⥲࿴（㹅㹎î単位数） 
㹅㹎㸿㸻                

履修科目単位数 
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るሙྜは，経済学ົಀ࡬஦前⏦ㄳした上で「㻹㼕㼏㼞oe㼏o㼚o㼙㼕㼏㼟Ϩ」を履修すること。ࡲた，専門教育科目（特殊講義）「ⱥ語ウ論（ア

ア）」，「ⱥ語ウ論（Ḣᕞ）」，「㻭pp㼘㼕ed 㻱㼏o㼚o㼙㼕㼏㼟 㻵㼚te㼚㼟㼕㼢e」を෌履修するሙྜや，専門教育科目について同一ྡ⛠の授業科目ࢪ

が開講されていないሙྜは，経済学ົಀࡲで問いྜわࡏること。教養教育科目・大学院共通科目については以下のとおり。 

 

㻨教養教育科目㻪 

科 目 ༊ 分 ෌ 履 修 科 目 

基礎科目（人文社会系） 同一ྡ⛠のものを履修。 

同一ྡ⛠の科目が開講されていないሙྜは同一科目༊分（人

文社会系，自↛科学系）の୰から自⏤に選択（たࡔし，ᮍ修

得科目） 

基礎科目（自↛科学系） 

⌧௦科目 

⥲ྜ科目 ⥲ྜ科目の୰から自⏤に選択 

情報リテラシー 

同一ྡ⛠の授業科目を履修 基礎演習科目 

外国人␃学生のための授業科目（᪥本語・᪥本஦情に関する科目） 

外国語科目，健康スポーツ科目 それࡒれの科目の履修方法ཧ↷ 

 

�ὀពࡢ㸬ᒚಟୖࢳ

௒年度に開講される講義は，ᚋᥖ「ϭ 2㻜1㻥 年度開講の授業科目」のとおりである。自分のᡤᒓ学科・コースを⪃えて単位修

得について注意すること。通年科目及び᫓学期（�，�，ࢱ�ーム）開講科目は᫓学期ึめに，⛅学期（㻠，㻡，㻢 ーム）開講科目ࢱ

については⛅学期ึめに履修登録をする。（なお，⛅学期履修登録の際，᫓学期に登録した通年科目をキࣕンࢭルして⛅学期開

講科目を登録することはできない。） 

(1) 履修登録をしないと，授業科目ヨ㦂のཷ㦂㈨᱁がない。単位を修得したいとᛮう科目については，ᚲࡎ前もって，ᡤ定の

期間に履修登録手⥆をしておかなけれࡤならない。（෌履修をするሙྜは，෌履修⏦࿌手⥆を⾜う。） 

(2) 履修登録していない科目については，たとえ授業にฟᖍし，ヨ㦂をཷけたとしても単位は与えられない。 

(3) 履修登録手⥆の期᪥は学期開ጞᚋ，ูにᥖ♧で指♧するので特に注意すること。 

履修登録の手㡰（ᴫ␎） 

（ア）ಶู成⦼⾲（２年次以上），履修᱌内及び時間割⾲のཷ領。履修ィ⏬のస成。 

（イ）㼃㻱㻮 履修登録システムで履修登録手⥆を⾜う。 

⏬たは㜀ぴ。☜認⾲にグ㍕の科目が履修科目となるので，履修ィࡲ学ົ情報システムの「履修時間割⾲」を༳ๅ（࢘）

どおりに履修登録されているかᚲࡎ☜認し，科目がㄗって登録されているሙྜ等は，履修ゞṇ期間にゞṇ手⥆を

⾜う。 

 。たは㜀ぴし෌度☜認するࡲ履修ゞṇしたሙྜは，᭦᪂した学ົ情報システムの「履修時間割⾲」を༳ๅ（࢚）

 。履修登録の᏶஢（࢜）

 。ルがあるሙྜは，ᡤ定期間内に手⥆をするࢭ履修登録科目のキࣕン（࢝）

(㻠) 履修登録ᚋの科目ኚ᭦は，ᡤ定期間内の履修キࣕンࢭル手⥆による๐㝖以外は認めない。 

(㻡) 同じ学期，あるいは学年に同一科目が複数開講しているሙྜ，一つしか履修することができない。（基礎演習等） 

(㻢) 外書講読は，同一外国語であっても講読内容が異なるሙྜは，㔜ࡡて履修することができる。 

(㻣) 授業科目ྡのኚ᭦等により授業の㔜複履修を⚗Ṇしている科目があるので，注意すること。（前ᥖ「ࢺ㸫㻖෌履修について」

とᚋᥖ「Ϭ 2㻜1㻥 年度開講の授業科目」をཧ↷のこと。） 

(㻤) 履修することのできる経営学部開講の授業科目（専門科目）に，次のものはྵࡲれない。 

（ア）履修学年に１年次がྵࡲれている授業科目 

（イ）㞟୰講義のᙧᘧでᐇ᪋される授業科目 

 時間割上，㸳・㸴・㸵時㝈目に開講される授業科目（࢘）

(㻥) 教養教育科目の履修に関しては，ࠗ教養養育履修᱌内 の࠘経済学部に関してのㄝ᫂をよく読むこと。なお，教養コア科目（୺
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題ู教養科目）の「ᚤ分積分Ϩ・ϩ」及び「⥺ᙧ௦数Ϩ・ϩ」で講義される内容は，経済学の学習にとって㠀ᖖに㔜せであ

るので，ᚲ修ではないが履修することを᥎ዡする。ࡲた，「社会科学ᴫ論㸿・㹀」は社会科学඲⯡にΏっての広い視野を与え

る講義であるので，履修を᥎ዡする。 

(1㻜) ఇ学期間が⤊஢し᚟学した学生の履修年次は，᚟学時点の前の年度ࡲでにᅾ学した学期（ఇ学期間は㝖く）の数によって

Ỵ定される。前年度ࡲでにᅾ学した学期の数が㸮㹼１であれ１ࡤ年次，２㹼３であれ２ࡤ年次，㸲㹼㸳であれ３ࡤ年次，㸴

以上であれࡤ㸲年次である。 

(11) 交換␃学ὴ㐵Ỵ定⪅はỴ定ᚋから␃学する年度において，交換␃学（ὴ㐵）ᚋの学生は␃学からᡠった学期において，授

業担当教員から履修のチྍを得たሙྜに㝈り，学生の⏦ㄳにより，履修登録期間外の履修登録を認める。ヲ細は，経済学部

 。ンテーシࣙンでㄝ᫂する࢚リ࢜ンテーシࣙン・交換␃学（ὴ㐵）࢚リ࢜

�

ࣜ㸬␃Ꮫ࡚࠸ࡘ࡟�

ここでは，学๎ �� ᮲に基づき大学のไ度を฼用して協定ᰯ࡬␃学する「交換␃学�ὴ㐵�」と，学๎➨ �� ᮲の �に基づきಶ人

で手⥆きを⾜いఇ学して␃学をする「ఇ学をして⾜う␃学」，「ఇ学をしない␃学」についてㄝ᫂する。 

ᾏ外Ώ⯟する際はࠊ「学生ᾏ外ὴ㐵஦業におけるΏ⯟前༴ᶵ⟶理に関する指㔪」 

（85/� KWWS���ZZZ�\QX�DF�MS�LQWHUQDWLRQDO�YR\DJHBLQIR�SGI�WRNRXPDHNLNLNDQUL�SGI）の内容を㡰Ᏺすること。ࡲた，大学

の定めるᾏ外Ώ⯟ᒆも஦前提ฟすること。定めにᚑわないሙྜは，ᾏ外Ώ⯟をチྍできないこともある。そして，単位認定の⏦

ㄳもཷけ付けないこともあるので，注意すること。 

㻔㻝㻕஺᥮␃学㻔ὴ㐵㻕 

経済学が学࡭る協定ᰯは，ୡ界各ᆅにあり，௒ᚋも᭦なる⥾⤖をண定している。この協定により，༙年から１年の期間，本

学にᅾ⡠したࡲࡲ各大学࡬␃学することができる。␃学୰，授業ᩱは本学で⣡入し，相手大学の᳨定ᩱ，入学ᩱ，授業ᩱはච

㝖される。ࡲた，␃学期間も本学でのᅾ学期間にྵめることができる。 

たࡔし，交換␃学ὴ㐵生となるためには，経済学部では外国語の⬟力（72()/ L%7 �� もしくは，,(/76 ��� 以上等）の他，

成⦼などいくつかの᮲௳を‶たさなけれࡤならないので，ᕼᮃする⪅は経済学部࢜リ࢚ンテーシࣙンや経済学ົಀで☜認して

おくこと。ࡲた，␃学⏦ㄳྍ⬟な協定ᰯは㝶時，ኚ᭦のྍ⬟ᛶがあるため，協定ᰯ，各大学࡬の応ເ㈨᱁，ὴ㐵定員，修学期

間等ヲ細についても，大学 :(% やὴ㐵ඛ大学のࢪー࣌上の国際交流・␃学のࢺイࢧ :(% ー㸸学ົ部国際教ࢱンࢭ学生，ࢺイࢧ

育課␃学交流ಀで配ᕸされる㈨ᩱで஦前によく☜認しておくこと。 

 ࠒ‽経済学部ὴ㐵基ࠑ

�．国際ᛶにඃれていること。 

�．前学期⤊஢時点での成⦼が， *3$���� 以上であること。 

�．ὴ㐵Ỵ定ᚋに㎡㏥等をしたሙྜには，そのᚋ �年間は෌応ເを認めないことがある。 

�．㠀ⱥ語ᅪに␃学するሙྜは，➨ � 外国語 � 年間に相当する学習㔞及びレベルがᚲせ（これを‶たさないሙྜは，原๎と

して⌧ᆅでの専門ࢡラスは履修できないため）。 

 ࠒールࣗࢪࢣເ㞟スࠑ

ẖ年 �� ᭶ึ୰᪪以㝆に，交換␃学ὴ㐵生のເ㞟が⾜われる。そのᚋ，�，� 次ເ㞟をおこなうことがある。⏦ㄳの際，ᚲࡎ

72()/ L%7，,(/76 ཪは 72()/ ,73 のスコア�たࡔし本学が定めた期᪥ࡲでに 72()/ L%7，,(/76 を提ฟするᚲせがある�もしく

はὴ㐵ඛ大学にྜわࡏた語学⬟力をド᫂するもの（ヲしくは学生ࢭンࢱー㸸学ົ部国際教育課␃学交流ಀに問いྜわࡏること）

の提ฟがᚲせとなるので，⏦ㄳに間にྜうよう，஦前にཷ㦂をしておくこと。ヲ細は，経済学部࢜リ࢚ンテーシࣙンでㄝ᫂す

る。ເ㞟のスࣗࢪࢣールはኚ᭦になるሙྜがあるので注意すること。 

 ࠒ単位認定ࠑ

複数ᅇ␃学したሙྜ，通⟬ ��単位を上㝈として，ὴ㐵ඛ大学でྲྀ得した単位を認定することができる。ヲ細な認定基‽や方

法は，経済学部࢜リ࢚ンテーシࣙンでㄝ᫂する。�ᅇの␃学における単位認定の上㝈は，ཷけ入れඛ大学のཷけ入れ期間が，�

か᭶ᮍ‶のሙྜ，�� 単位，� か᭶以上 � 年ᮍ‶のሙྜ，�� 単位，� 年以上のሙྜ �� 単位を上㝈とする。ᖐ国ᚋにᐇ᪋する成

ᯝ報࿌会࡬のཧ加が単位認定の᮲௳とするので注意すること。 
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なお，互換した単位は「教養教育科目（語学をྵむ）」「専門教育科目」「ᾏ外交流科目」※�「特ูቑ加単位科目」※� のい

れかで認定される。成⦼は඲て「認定」となりࡎ *3$ の㐺用が㝖外される。 

※１「ᾏ外交流科目」とは，本学に読᭰ࡳえにヱ当する専門教育科目がないሙྜに認定される科目である。「ᾏ外交流科目」の単

位は，専門教育科目のうち特殊講義としてᢅわれ，卒業にᚲせな単位にྵࡲれる。たࡔし，「ᾏ外交流科目」として認定をཷ

けるሙྜ，␃学のᅇ数，期間にかかわらࡎ，「ᾏ外交流科目」の通⟬認定単位数は，�� 単位を上㝈とする。 

※２「特ูቑ加単位科目」とは，本学に読᭰ࡳえにヱ当する教養教育科目及び専門教育科目がないሙྜに認定される科目である。

「特ูቑ加単位科目」の単位は，単位が認められ成⦼ド᫂書にもグ㍕されるが，卒業にᚲせな単位としては認められない。 

 

㻔2㻕⚾㈝␃学（ఇ学䜢䛧䛶⾜䛖␃学） 

ఇ学がチྍされると，本学の授業ᩱはච㝖となるが，相手大学᳨࡬定ᩱ，入学ᩱ，授業ᩱ等の⣡入がᚲせとなる。ࡲた，ఇ

学期間は本学のᅾ学期間にྵめることができない。 

なお，␃学ඛの⤂௓や⏦㎸ࡳ等手⥆きの᩷᪕は⾜っていない。ಶ人で⾜うこと。 

 ࠒ単位認定ࠑ

経済学部では，学๎➨ �� ᮲の �に基づき，学生がఇ学期間୰に，外国の大学ࡲたは▷期大学に␃学したሙྜ，単位認定の⏦

ㄳができる。たࡔし，␃学ඛのཷけ入れ期間により⏦ㄳできる単位数が異なり，� か᭶ᮍ‶のሙྜ，�� 単位，� か᭶以上 � 年

ᮍ‶のሙྜ，��単位，�年以上のሙྜ �� 単位を上㝈とする。認定基‽や方法のヲ細は，経済学部࢜リ࢚ンテーシࣙンでㄝ᫂す

る。なお，ఇ学する前に⏦ㄳがᚲせなので，஦前に経済学ົಀに相ㄯすること。 

なお，互換した単位は「教養教育科目（語学をྵむ）」「専門教育科目」「ᾏ外交流科目」※１「特ูቑ加単位科目」※２のい

て「認定」となり࡭れかで認定される。成⦼はすࡎ *3$ の㐺用が㝖外される。 

※１「ᾏ外交流科目」と※２「特ูቑ加単位科目」については，「（１）交換␃学（ὴ㐵）」のㄝ᫂をཧ↷のこと。 

 

㻔㻟㻕⚾㈝␃学㻔ఇ学䛧䛺䛔␃学䛻䛴䛔䛶㻕 

 ఇ学をࡎࡏᅾ学期間୰にいわࡺるࢧマースࢡールࡲたは▷期㞟୰講ᗙの学修にཧ加した学生は，単位認定を⏦ㄳすることがで

きる。ᥖ♧を☜認し，஦前及び஦ᚋに手⥆きを⾜うこと。 

 

�࡚࠸ࡘ࡟ᒚಟࡢࠖࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖ࠕ㸬ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠㸦≉Ṧㅮ⩏㸧ࢾ

「インࢱーンシࢵプ」（２単位）の履修と単位の認定せ௳は，以下のとおりである。なお，「インࢱーンシࢵプ」で修得した単

位は，経済学部卒業ᚲせ単位に⟬入できる。 

(1)インࢱーンシࢵプのᚲせ᮲௳ 

ձ ཷけ入れ௻業あるいは自἞体にインࢱーン指導㈐௵⪅がいるṇつのインࢱーンシࢵプであり，原๎として↓⤥で⾜われ

ること。ኟᏘఇ業期間୰に，１㐌間（�� 時間）以上のインࢱーンᐇ㊶を⾜うこと。 

ղ ཷけ入れ௻業あるいは自἞体が「ホ౯書」をస成すること。 

 (2)「インࢱーンシࢵプ」の履修手⥆きと成⦼ホ౯ 

 ձ ࢜リ࢚ンテーシࣙンと஦前講習をཷ講すること。᪥程については，ᥖ♧ᯈで☜認すること。 

ղ インࢱーンシࢵプཷけ入れ௻業あるいは自἞体をỴ定ᚋ，「インࢱーンシࢵプ単位認定⏦ㄳ書」を経済学ົಀに提ฟする。 

ճ インࢱーンᐇ㊶を⾜い，ཷけ入れ௻業あるいは自἞体から「ホ౯書」を経済学部に提ฟする。 

մ 「インࢱーンシࢵプ成ᯝ報࿌書」を提ฟする。 

յ 「インࢱーンシࢵプ成ᯝ報࿌会」にཧ加すること。 

ն 次学期（⛅学期）に専門教育科目「インࢱーンシࢵプ」として履修登録する。 

շ 成⦼ホ౯は，ྲཱྀ け入れ௻業等がస成した「ホ౯書」，学生がస成した「インࢱーンシࢵプ成ᯝ報࿌書」の内容，「インࢱー

ンシࢵプ成ᯝ報࿌会」࡬のฟᖍ≧ἣに基づいて⾜う。 

(3)インࢱーンシࢵプཷけ入れ௻業等のỴ定（マࢳࢵンࢢ） 
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原๎として，学生本人が⾜うこと。 

㸨「インࢱーンシࢵプ単位認定⏦ㄳ書」「インࢱーンシࢵプ成ᯝ報࿌書」の書ᘧは経済学ົಀにഛえている。 

㸨「⅏ᐖ補ൾಖ㝤」「㈺ൾ㈐௵ಖ㝤」などᚲせなಖ㝤にはಶ人の㈐௵で加入すること。 

 

ࣝ㸬ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠㸦≉Ṧㅮ⩏㸧ࠕⱥㄒウㄽ㸦࢔ࢪ࢔㸧ࠖ㸪ࠕⱥㄒウㄽ㸦Ḣᕞ㸧ࠖ㸪ࠕ$SSOLHG� (FRQRPLFV�

,QWHQVLYHࠖ�≉ูቑຍ༢఩⛉┠ࠕⱥㄒウㄽ�*OREDO�$SSOLHG�(FRQRPLFV�)RUXP�ࠖࡢᒚಟ࡚࠸ࡘ࡟�

(1)履修のᚲせ᮲௳ 

ձ 履修⪅のເ㞟 

ᥖ♧によりそれࡒれເ㞟をするので⏦㎸ࡳをし，選⪃㠃᥋をཷけること。ເ㞟時期は以下のとおり。 

「ⱥ語ウ論（アࢪア）」，「ⱥ語ウ論（Ḣᕞ）」「ⱥ語ウ論�*OREDO $SSOLHG (FRQRPLFV )RUXP�」㺃㺃㺃ᥖ♧にて通知する 

「$SSOLHG (FRQRPLFV ,QWHQVLYH」㺃㺃㺃� ᭶以㝆 

ղ 選⪃㠃᥋ᚋに஦前講習（特ู講義，࢕ࣇールドス࢕ࢹࢱ，プレゼンテーシࣙン・࢕ࢹスࢵ࢝シࣙン⦎習等）にཧ加すること。 

ճ 以下のウ論会，ࢧマースࢡールにཧ加すること。᪥程については，ເ㞟ᥖ♧・選⪃㠃᥋・஦前講習等で☜認すること。 

「ⱥ語ウ論（アࢪア）」㺃㺃㺃ᾏ外の大学࡬ゼ問してᐇ᪋するウ論会及び国内のウ論会 

「ⱥ語ウ論（Ḣᕞ）」㺃㺃㺃ᾏ外の大学࡬ゼ問してᐇ᪋するウ論会 

「$SSOLHG (FRQRPLFV ,QWHQVLYH」㺃㺃㺃ᾏ外の大学でᐇ᪋されるࢧマースࢡール 

「ⱥ語ウ論�*OREDO $SSOLHG (FRQRPLFV )RUXP�」㺃㺃㺃ᾏ外の大学࡬ゼ問してᐇ᪋するウ論会 

մ 「成ᯝ報࿌会」にཧ加すること。 

 

(2)履修手⥆きと成⦼ホ౯ 

ձ 履修定員がỴࡲっているため，科目により選⪃をすることがある。「ⱥ語ウ論（アࢪア）」「ⱥ語ウ論（Ḣᕞ）」に関しては

᫓学期に㠃᥋を⾜う。「$SSOLHG (FRQRPLFV ,QWHQVLYH」，「ⱥ語ウ論�*OREDO $SSOLHG (FRQRPLFV )RUXP�」については，ᥖ

♧等を☜認すること。 

なお，ເ㞟・選⪃は஦前に開ጞされるが，履修登録は⛅学期に⾜うこと（選⪃等で履修をチྍされた⪅に㝈る）。 

ղ ⱥ語ウ論（アࢪア）」は，履修のキࣕンࢭルができないので注意すること。 

※「ⱥ語ウ論会（アࢪア）」については，ᾏ外の大学࡬ゼ問してᐇ᪋するウ論会にཧ加した際にゼ問大学より単位が付与さ

れることがあるが，経済学部の単位としては認定しない。あくࡲでも経済学部で成⦼ホ౯をしたものが単位として付与

される。 

ճ「ⱥ語ウ論（アࢪア）」，「ⱥ語ウ論（Ḣᕞ）」で修得した単位は，経済学部卒業ᚲせ単位に⟬入でき，㹅㹎㸿に⟬入する。 

մ「$SSOLHG (FRQRPLFV ,QWHQVLYH」で修得した単位は，特殊講義として経済学部卒業ᚲせ単位に⟬入できるが，㹅㹎㸿に⟬

入しない。 

յ「ⱥ語ウ論�*OREDO $SSOLHG (FRQRPLFV )RUXP�」は，履修㝈度のᯟ�各学期 �� 単位�を超えて履修できるが�修得した単位

は特ูቑ加単位科目となり経済学部卒業ᚲせ単位に⟬入しない。ࡲた，㹅㹎㸿にも⟬入しない。 

 

(3)その他の注意஦㡯 

ᾏ外᪑⾜യᐖಖ㝤୪びに༴ᶵ⟶理体ไᩚഛのためのプロࢢラム࡬加入することを義ົ付ける。ࡲた，ಖ㝤加入ᩱ㔠・プロ

 。ンテーシࣙン㈨ᩱをཧ↷すること࢚リ࢜ラム加入ᩱ㔠・᪑㈝等は自ᕫ㈇担とする。 ヲしくはࢢ

ᾏ外Ώ⯟する際はࠊ「学生ᾏ外ὴ㐵஦業におけるΏ⯟前༴ᶵ⟶理に関する指㔪」 

（85/� KWWS���ZZZ�\QX�DF�MS�LQWHUQDWLRQDO�YR\DJHBLQIR�SGI�WRNRXPDHNLNLNDQUL�SGI）の内容を㡰Ᏺすること。ࡲた，大

学の定めるᾏ外Ώ⯟ᒆも஦前提ฟすること。定めにᚑわないሙྜは，ᾏ外Ώ⯟をチྍできないこともある。そして，単位認

定の⏦ㄳもཷけ付けないこともあるので，注意すること。 



－49－

平成２８年度以前の入学生 

 

 

 

�

ࣤ㸬୙ṇ⾜Ⅽ㸦ᐃᮇヨ㦂ࢢࣥࢽࣥ࢝ࡿࡅ࠾࡟➼㸧࡚࠸ࡘ࡟�

୙ṇ⾜Ⅽを⾜った⪅は，当ヱ定期ヨ㦂期間にᐇ᪋されたす࡭てのཷ㦂㈨᱁（レポーࢺ提ฟ㈨᱁をྵむ）をኻうと共に，「横浜

国❧大学学生のᠬᡄに関するつ๎」に基づいて処分される。 

ල体的には，カ࿌・೵学・㏥学というᠬᡄ処分が課ࡏられることになるので，୙ṇのないよう༑分注意すること。౛えࡤ，೵

学処分をཷけた⪅は，その期間୰の履修登録も୙ྍ⬟となり，௒ᚋの卒業ࡲでの学習ィ⏬に㔜大な支㞀をきたすことになる。 

 

࣡㸬㏣ヨ㦂࡚࠸ࡘ࡟�

次の（ア）㹼（࢚）にヱ当する஦⏤により当ヱ定期ヨ㦂期間以内に⾜われたヨ㦂科目をཷ㦂できなかったሙྜには，その科目

について追ヨ㦂を⏦ㄳすることがฟ᮶る。 

（ア） 本人の⑌⑓ཪは㈇യ（་師のデ᩿書をᚲせとする） 

（イ） ୧ぶཪは同ᒃのぶ᪘のṚஸ（஦ᐇを☜認できる書㢮をᚲせとする） 

 交通ᶵ関のⴭしい㐜ᘏ・㐠ఇ（஦ᐇをド᫂する書㢮をᚲせとする） （࢘）

 その他，学部㛗がやむを得ない理⏤があると認めたとき（理⏤をㄝ᫂する文書をᚲせとする） （࢚）

追ヨ㦂の⏦ㄳは，下グのせ領にᚑうこと。追ヨ㦂のྍྰ，ᐇ᪋᪥，ᐇ᪋方法などについては，追って⏦ㄳ⪅に連⤡する。なお，

⏦ㄳした追ヨ㦂がཷ㦂できなかったሙྜには，෌度の追ヨ㦂はおこなわない。 

・ ⏦ㄳ期㝈㸸当ヱ定期ヨ㦂期間⤊஢ᚋの⩣᪥の 1㻣 時ࡲで（ఇ᪥のሙྜにはその⩣᪥ࡲで） 

・ ⏦ㄳ❆ཱྀ㸸経済学ົಀ 

・ ⏦ㄳ方法㸸追ヨ㦂⏦ㄳ書とేࡏᚲせ書㢮を提ฟすること。本人が┤᥋❆ཱྀに⏦ㄳできないሙྜには，௦理人や㟁Ꮚ࣓ー

ルによる⏦ㄳもྍ⬟である。ヲ細は経済学ົಀ࡬問いྜわࡏること。 

 

 



 

 

 

 

 

 Ⅳ 教育職員免許状の取得について 

（平成 23 年度から平成 28 年度の入学生） 
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䊣 教育⫋ဨචチ≧䛾ྲྀᚓ䛻䛴䛔䛶 

ᖹᡂ 2㻟 ᖺᗘ䛛䜙ᖹᡂ 2㻤 ᖺᗘ䛾ධ学⏕ 

 

䜲䠊චチ≧䛾✀㢮ཬ䜃教科 

教育⫋ဨචチ法に基࡙き，経済学部においてྲྀ得できるචチ≧はୗグのとおりである。 

㻔㻝㻕 経済システ࣒学科及び国㝿経済学科 

中学ᰯ教ㅍ一種චチ≧「社会」 

高➼学ᰯ教ㅍ一種චチ≧「බẸ」 

 

䝻䠊චチ≧ᤵ୚䛾䛯䜑䛾ᇶ♏㈨᱁ཬ䜃᭱పಟᚓ単位ᩘ 

චチ法 ู⾲➨㸯 

ᡤ要㈨᱁ 
 
චチ≧の種類 

基礎㈨᱁ 
大学において修得することを必要とする最ప単位数 

教科に㛵する科目 教⫋に㛵する科目 教科ཪは教⫋に㛵する科目 

中学ᰯ教ㅍ一種චチ≧ 学ኈの学位を 

᭷すること 

㻞㻜 㻟㻡 㻤 

高➼学ᰯ教ㅍ一種චチ≧ 㻞㻜 㻞㻣 㻝㻢 

   

䝝䠊単位䛾ಟᚓ᪉ἲ 

㻔㻝㻕 基礎㈨᱁ 

教㣴教育科目の「日本国᠇法」（２単位），「ࢥンࣗࣆーࢱ・ࣜテラシー」（２単位），「೺ᗣス࣏ーツ演習㹀」（２単位），

「英語実習㸯㹑」（㸯単位），「英語実習㸯ＬＲ」（㸯単位）を含めて，卒業に必要な単位を修得すること。 

 

㻔㻞㻕 教科に㛵する専門科目 

චチ教科 教科に㛵する科目 最ప修得単位数 

中 学 ᰯ 

一 種 

社 会 

 日本ྐ及び外国ྐۑ 

ᕥḍにᥖࡆる科目についてそれ

れ２単位以上計ࡒ 㻞㻜単位を修得

する 

 （。ࡴᆅㄅを含）ᆅ理学ۑ 

「法ᚊ学，ᨻ἞学」 

「社会学，経済学」 

 ͤ「ဴ学，೔理学，᐀教学」 

計 㻞㻜 

高 ➼ 学 ᰯ 

一 種 

බ Ẹ 

「法ᚊ学（国㝿法を含ࡴ。），ᨻ἞学（国㝿ᨻ἞を含ࡴ。）」 

「社会学，経済学（国㝿経済を含ࡴ。）」 

 ͤ「ဴ学，೔理学，᐀教学，ᚰ理学」 

ᕥḍにᥖࡆる科目についてそれ

れ２単位以上計ࡒ 㻞㻜単位を修得

する 

計 㻞㻜 

ὀ 㸯㸬ۑ༳の科目は教育人間科学部で開講する。 

    ２㸬ͤ༳の科目は開講されない年度があるので，履修については特にὀពすること。 



－52－

平成 㻞㻟 年度から平成 㻞㻤 年度の入学生 

㻔㻟㻕 教⫋に㛵する科目 

教⫋に㛵する科目 
最ప修得単位数 

中学ᰯ一種 高➼学ᰯ一種 

ͤ教⫋のព義➼に㛵する科目 㻞 㻞 

 教育の基礎理ㄽに㛵する科目 㻢 㻢ۑ

 教育ㄢ⛬及び指ᑟ法に㛵する科目 㻝㻢 㻝㻜ۑ

 生ᚐ指ᑟ，教育┦ㄯ及び㐍㊰指ᑟ➼に㛵する科目 㻠 㻠ۑ

 教⫋実㊶演習 㻞 㻞ۑ

教育実習 㻠 㻞 

஦前・஦ᚋ指ᑟ 㻝 㻝 

計 㻟㻡 㻞㻣 

ὀ 㸯㸬ۑ༳の科目は教育人間科学部で開講する。 

 ２㸬ͤ༳の科目は㞟中講義で⾜うので，履修については特にὀពすること。 

  㸱㸬教⫋実㊶演習は 㻠 年次⛅学ᮇに開講する。ୗグの教⫋実㊶演習の╔ᡭ要௳を☜ㄆすること。 

   㸲㸬教育実習を⾜うには，教⫋に㛵する科目の中から㸴単位以上を修得し，➨㸲年次以上にᅾ学していること。 

㻔㻠㻕 教科ཪは教⫋に㛵する科目 

教科ཪは教⫋に㛵する科目 
最ప修得単位数 

中学ᰯ一種 高➼学ᰯ一種 

最ప修得単位を㉸࠼て履修した「教科に㛵する科目」ཪは 

「教⫋に㛵する科目」についての科目 
㻤 㻝㻢 

計 㻤 㻝㻢 
 

㻔㻡㻕 ௓ㆤ➼のయ㦂 

「௓ㆤ➼のయ㦂」は科目として開講はされないが，中学ᰯ教ㅍ一種චチ≧をྲྀ得するための要௳となࡗており，㸵日間の

௓ㆤ➼のయ㦂を⾜い，各య㦂実᪋᫬に஺௜される「ド᫂᭩」は経済学部が指♧するᮇ日までにᥦฟしなࡅれࡤならない。 

௓ㆤ➼のయ㦂の実᪋᪉法についてはู㏵指♧する。 

 

修得上の詳細については，ู㏵「教⫋࢚ࣜ࢜ンテーション㻔㸲᭶上᪪㻕」及び㈨ᩱ➼にࡼり指♧するので，චチ≧ྲྀ得希望者

は必ずฟᖍすること。日⛬➼はỴまり次➨ᥖ♧する。 

 

教⫋実㊶演習の╔ᡭ要௳ 

教⫋実㊶演習は，教⫋ㄢ⛬の他の科目の履修や教⫋ㄢ⛬外でのᵝࠎなάືを通ࡌて，学生が㌟につࡅた㈨㉁⬟ຊが，教ဨと

して最ᑠ㝈必要な㈨㉁⬟ຊとして᭷ᶵⓗに⤫合され，ᙧ成されたかについて，ㄢ⛬ㄆ定大学が自らの㣴成する教ဨീや฿㐩目

ᶆ➼に照らして最⤊ⓗに☜ㄆするものであり，いࡤࢃ全学年を通ࡌた「学びの㌶㊧の㞟大成」として位⨨࡙ࡅられるものであ

るため，履修᫬ᮇは㸲年の⛅学ᮇ金᭙日㸳᫬㝈とし，╔ᡭ要௳は「原則として，ྲྀ得を希望するචチに㛵する教育実習を⤊࠼

ていること」とする。 
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 ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ௨ୗࡣ㛵ಀࡢ㹅㹎㸿࡜┠⛉⫋ᩍۑ

චチ教科 
චチ法᪋⾜つไに定める 

教科に㛵する科目 
開タᤵ業科目 単位数 㹅㹎㸿算入の᭷↓ 

中学ᰯ一種 

「社会」 
日本ྐ及び外国ྐ 

 

 

 

日本ྐᴫㄽⅠ 

日本ྐᴫㄽⅡ 

ୡ⏺ྐᴫㄽⅠ 

ୡ⏺ྐᴫㄽⅡ 

㻞 

㻞 

㻞 

㻞 

算入しない 

算入しない 

算入しない 

算入しない 

ᆅ理学（ᆅㄅを含ࡴ。） 

 

 

ᆅㄅ学㸿 

ᆅㄅ学㹀 

自↛ᆅ理学（必修） 

㻞 

㻞 

㻞 

算入しない 

算入しない 

算入しない 

中学ᰯ一種 

「社会」 

高➼学ᰯ一種 

「බẸ」 

「法ᚊ学，ᨻ἞学」 

 

 

 

 

 

 

 

Ẹ法㸯 

Ẹ法２ 

᠇法㸯 

᠇法２ 

⾜ᨻ法㸯 

⾜ᨻ法２ 

ฮ法㸯 

ฮ法２ 

㻞 

㻞 

㻞 

㻞 

㻞 

㻞 

㻞 

㻞 

算入する 

算入する 

算入する 

算入する 

算入する 

算入する 

算入する 

算入する 

「社会学，経済学」 

 

経済原ㄽ 

国㝿経済学 

㻠 

㻠 

算入する 

算入する 

「ဴ学，೔理学，᐀教学」 

 

ဴ学ᴫㄽ 

社会ᛮ᝿ྐ 

㻠 

㻠 

算入する 

算入する 

 

චチ法᪋⾜つ則に定める教⫋に㛵する科目 
本学で開講する 

ᤵ業科目 
単位数 㹅㹎㸿算入の᭷↓ 

教⫋のព義➼に㛵する科目 教⫋ㄽ 㻞 算入しない 

教育の基礎理ㄽに㛵する科目 

教育基礎ㄽ 㻞 算入しない 

教育のᚰ理学 㻞 算入しない 

教育社会学 㻞 算入しない 

教育経営 㻞 算入しない 

教育ㄢ⛬のព義及び⦅成の᪉法 

 ㄽ 㻞 算入しない࣒ラࣗ࢟ࣜ࢝

中➼科社会科教育法 㻠 算入しない 

社会科・ᆅ理Ṕྐ科教育法Ⅰ 㻞 算入しない 

社会科・ᆅ理Ṕྐ科教育法Ⅱ㼎 㻞 算入しない 

社会科・බẸ科教育法Ⅰ 㻞 算入しない 

社会科・බẸ科教育法Ⅱ 㻞 算入しない 

㐨ᚨ教育の理ㄽと᪉法 

（中学චチ必修） 
㻞 算入しない 

特ูάືㄽ 㻞 算入しない 

教育᪉法ㄽ 㻞 算入しない 

生ᚐ指ᑟࠊ教育┦ㄯ及び㐍㊰指ᑟ➼に㛵する科目 
生ᚐ・㐍㊰指ᑟㄽ 㻞 算入しない 

教育┦ㄯの基礎と᪉法 㻞 算入しない 

教⫋実㊶演習 教⫋実㊶演習 㻞 算入しない 

教育実習 教育実習 㻟㹼㻡 算入しない 

 



 

 

 
 

 

Ⅴ 2019 年度開講の授業科目 

（平成 29 年度以降の入学生） 
 

 

学部教育科目 

１．学部教育科目 

専門基礎科目・基幹科目群・留学生のための学部教育科目・特殊講義・ 

大学院共通科目・海外学習科目・特別増加単位科目 

（経営学部開講科目は、経営学部履修案内を参照ください。） 

 

 

 

 

 

開講科目に関する最新の情報や変更点は掲示するので必ず確認すること。 



－55－

平成 㻞㻥 年度以降の入学生 

 

䊤 20㻝9 ᖺᗘ㛤ㅮ䛾ᤵᴗ科目 
（平成 㻞㻥 年度以降の入学生） 

䈜඲学教育科目䛻㛵䛩䜛ᤵᴗ㛤ㅮ科目䛻䛴䛔䛶䛿䚸඲学教育科目ᒚಟ᱌ෆ䜢ཧ↷ 

䠍䠊学部教育科目 

䛆ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠䛇 

科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ 
ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 

履修

学年 
ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E81111 ࢡ࣑ロ経済学入門 2 ᫓ 1㹼4 బ野 㝯ྖ  

E81111 ࢡ࣐ロ経済学入門 2 ⛅ 1㹼4 ዟᮧ ⥘㞝  

E81121 グローバル・࣑ࣀࢥ࢚ー入門 2 ⛅ 1㹼4 金 ᫂ⰼ  

E81111 ࣏ࣜティ࢝ル・࣑ࣀࢥ࢚ー入門 2 ᫓ 1㹼4 ᒃᇛ ⌶  

E81131 経済ྐ入門 2 ⛅ 1㹼4 ຍᓥ ₶  

E81111 経済と೔理 2 ᫓ 1㹼4 ῝㈅ ಖ則  

E811�1 法学入門 2 ᫓ 1㹼4 ⓑ㫽 ⥘㔜  

E81181 ࢥンࣗࣆーࢱー・ࣜテラシー 2 ᫓ 1㹼4 ྜྷඖ Ᏹᴦ  

E81181 ࢥンࣗࣆーࢱー・ࣜテラシー 2 ᫓ 1㹼4 ྜྷඖ Ᏹᴦ  

E81181 ࢥンࣗࣆーࢱー・ࣜテラシー 2 ᫓ 1㹼4 㝞 ⎆㍤  

E81181 ࢥンࣗࣆーࢱー・ࣜテラシー 2 ᫓ 1㹼4 㝡 ಇᕹ  

E81181 ࢥンࣗࣆーࢱー・ࣜテラシー 2 ᫓ 1㹼4 㝡 ಇᕹ  

E81181 ࢥンࣗࣆーࢱー・ࣜテラシー 2 ᫓ 1㹼4 市ᕝ ᶞ  

E81181 ࢥンࣗࣆーࢱー・ࣜテラシー 2 ᫓ 1㹼4 市ᕝ ᶞ  

E81181 ࢹーࢱゎ析 2 ⛅ 1㹼4 ஂ⡿ Ⰻග  

E81181 ࢹーࢱゎ析 2 ⛅ 1㹼4 ஂ⡿ Ⰻග  

E81181 ࢹーࢱゎ析 2 ⛅ 1㹼4 㝞 ⎆㍤  

E81181 ࢹーࢱゎ析 2 ⛅ 1㹼4 㝡 ಇᕹ  

E81181 ࢹーࢱゎ析 2 ⛅ 1㹼4 㝡 ಇᕹ  

E81181 ࢹーࢱゎ析 2 ⛅ 1㹼4 市ᕝ ᶞ  

E81181 ࢹーࢱゎ析 2 ⛅ 1㹼4 市ᕝ ᶞ  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 ⸨生 ※Ꮚ *BEEP 㝈定 

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 中ᮧ 㟹  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 ᒸ部 ⣧一  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 ᮌᓮ ⩫  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 すᕝ ㍤  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 シࣗレスࢤࢼ ࢱンドラ  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 ᑠᯘ ṇ人  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 ↓⸨ 望  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 㛵 ࡩబᏊ  

E81191 基礎演習 2 ᫓ 1㹼4 ⡿ᮧ ᖾኴ㑻  

 

䛆ᑓ㛛ᇶᖿ⛉┠⩌䛇  

科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ 
ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 

履修

学年 
ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E82222 *loEal Econom\ 2 ⛅ 4 2㹼4 ᙇ 㤾ඖ *BE 科目 

E82242 ,nWernaWional Economics 2 ⛅ 4 2㹼4 ➉内 ⣫Ꮚ *BE 科目 

E82211 経済原ㄽ㸯 2 ᫓ 1 2㹼4 ᶓᒣ ❶♸  

E82211 経済原ㄽ２ 2 ᫓ 2 2㹼4 ᶓᒣ ❶♸  

E82211 経済原ㄽ㸯 2 ⛅ 4 2㹼4 ᅵ஭ 日ฟኵ  

E82211 経済原ㄽ２ 2 ⛅ 5 2㹼4 ᅵ஭ 日ฟኵ  

E82211 ࢡ࣑ロ経済学㸯 2 ᫓ 1 2㹼4 大⁪ 英生  

E82211 ࢡ࣑ロ経済学２ 2 ᫓ 2 2㹼4 大⁪ 英生  

E82211 ࢡ࣑ロ経済学㸯 2 ⛅ 4 2㹼4 ↓⸨ 望  

E82211 ࢡ࣑ロ経済学２ 2 ⛅ 5 2㹼4 ↓⸨ 望  

E82211 ࢡ࣐ロ経済学㸯 2 ᫓ 1 2㹼4 ⸨生 ※Ꮚ  

E82211 ࢡ࣐ロ経済学２ 2 ᫓ 2 2㹼4 ⸨生 ※Ꮚ  
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科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ 
ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 履修

学年 ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E82211 ࢡ࣐ロ経済学㸯 2 ⛅ 4 2㹼4 ᒸ⏣ ከᜨ  

E82211 ࢡ࣐ロ経済学２ 2 ⛅ 5 2㹼4 ᒸ⏣ ከᜨ  

E82211 現代経済システ࣒㸯 2 ᫓ 1 2㹼4 ᳜ᮧ ༤ᜤ  

E82211 現代経済システ2 ２࣒ ᫓ 2 2㹼4 ᳜ᮧ ༤ᜤ  

E82211 現代経済システ࣒㸯 2 ⛅ 4 2㹼4 内ᶫ ㈼ᝅ  

E82211 現代経済システ2 ２࣒ ⛅ 5 2㹼4 内ᶫ ㈼ᝅ  

E82221 経済ྐ㸯 2 ᫓ 1 2㹼4 ▼ᒣ ᖾᙪ  

E82221 経済ྐ２ 2 ᫓ 2 2㹼4 ▼ᒣ ᖾᙪ  

E82221 経済ྐ㸯 2 ⛅ 4 2㹼4 Ỉ野 㔛㤶  

E82221 経済ྐ２ 2 ⛅ 5 2㹼4 Ỉ野 㔛㤶  

E82221 経済ᨻ⟇㸯 2 ᫓ 1 2㹼4 ⱱఫ ᨻ一㑻  

E82221 経済ᨻ⟇２ 2 ᫓ 2 2㹼4 ⱱఫ ᨻ一㑻  

E82251 経済数学 2 ᫓ 2㹼4 ᓊୗ 大ᶞ  

E82251 数理⤫計 2 ᫓ 2㹼4 Ọ஭ ᆂ஧  

E82251 計量経済学 2 ⛅ 4 2㹼4 ᑠᯘ ṇ人  

E82251 経済⤫計 2 ⛅ 4 2㹼4 ᒸ部 ⣧一  

E822�1 ᠇法 2 ᫓ 2㹼4 ᚚᖾ ⪷ᶞ  

 

䛆ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊠䛇 

科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ 
ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 

履修

学年 
ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E82342 国㝿貿易ᨻ⟇ 2 ᫓ 2㹼4 シࣕン࣐ ࢠテ࢘ス *BE 科目 

E82341 国㝿金融 2 ᫓ 2㹼4 すᕝ ㍤  

E82341 現代外国Ⅽ᭰ㄽ 2 ᫓ 1 2㹼4 బ⸨ Ύ㝯  

E82321 国㝿⎔ቃ経済ㄽ 2 ᫓ 2㹼4 Ặᕝ ᜨ次  

E82321 ㏵上国経済 2 ᫓ 2㹼4 ᒣᓮ ᆂ一  

E82321 中国経済 2 ᫓ 1 2㹼4 ᮌᓮ ⩫  

E82321 ロシアᮾḢ経済 2 ᫓ 1 2㹼4 中ᮧ 㟹  

E82353 ẚ㍑経済学 2 ᫓ 1 2㹼4 シࣗレスࢤࢼ ࢱンドラ  

E82351 ࢤー࣒理ㄽ 2 ᫓ 2㹼4 బ野 㝯ྖ  

E82341 金融ㄽ 2 ⛅ 4 2㹼4 ዟᮧ ⥘㞝  

E82331 ㈈ᨻ学 2 ᫓ 2㹼4 ➟ᯇ ᛭ྐ   

E82341 フ࢓イࢼンス 2 ᫓ 1 2㹼4 㕥ᮌ 㞞㈗  

E82331 බ共経済学 2 ⛅ 4 2㹼4 ᒾ℩ ♸௓  

E82331 ປാ経済学 2 ᫓ 1 2㹼4 大᳃ 義᫂  

E82341 ⏘業⤌⧊ㄽ 2 ᫓ 2㹼4 㭯ᒸ ᫀᚨ  

E82321 ẚ㍑㎰業ᨻ⟇ 2 ᫓ 1 2㹼4 ụᓥ ⚈ᩥ  

E82331 ᆅᇦ経済ᨻ⟇ 2 ᫓ 2㹼4 ᒃᇛ ⌶  

E82331 現代社会⚟♴ 2 ⛅ 4 2㹼4 ┦㤿 ┤Ꮚ  

E82331 ᆅ᪉㈈ᨻ 2 ᫓ 2㹼4 ఀ㞟 Ᏺ┤  

E82321 国㝿経済ྐ 2 ᫓ 2㹼4 ᯇỌ ཭᭷  

E82321 アࢪア経済ྐ 2 ⛅ 4 2㹼4 ຍᓥ ₶  

E82331 日本経済ྐ 2 ᫓ 2㹼4 㑓 英἞  

E82331 現代経済ྐ 2 ᫓ 2㹼4 㕥ᮌ 理ᙪ  

E82311 経済学ྐ 2 ⛅ 2㹼4 ῝㈅ ಖ則  

E823�1 人・≀と法 2 ᫓ 2㹼4 ᐑ⃝ ಇ᫛  

E823�1 ྲྀᘬと法 2 ⛅ 2㹼4 ௒ᮧ ୚一  

E823�1 ዎ⣙と法 2 ⛅ 2㹼4 Ώ㑓 ᣅ  

E823�1 ฮ஦法 2 ⛅ 2㹼4 内海 ᭸Ꮚ  

E823�1 国㝿法 2 ⛅ 2㹼4 Ⲩᮌ 一㑻  
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䛆ᑓ㛛ᛂ⏝科目䊡䛇 

 

科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ 
ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 

履修

学年 
ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E83423 中⣭ୡ⏺経済 2 ⛅ 5 3㹼4 ᙇ 㤾ඖ  

E83421 中⣭国㝿経済ྐ 2 ⛅ 3㹼4 ᯇỌ ཭᭷  

E83421 中⣭アࢪア経済ྐ 2 ⛅ 5 3㹼4 ຍᓥ ₶  

E83421 中⣭国㝿⎔ቃ経済 2 ⛅ 3㹼4 Ặᕝ ᜨ次  

E83421 中⣭ẚ㍑㎰業ᨻ⟇ 2 ᫓ 2 3㹼4 ụᓥ ⚈ᩥ  

E83421 中⣭㏵上国経済 2 ⛅ 3㹼4 ᒣᓮ ᆂ一  

E83421 中⣭中国経済 2 ᫓ 2 3㹼4 ᮌᓮ ⩫  

E83421 中⣭ロシアᮾḢ経済 2 ᫓ 2 3㹼4 中ᮧ 㟹  

E83423 中⣭ୡ⏺経済 分野ู演習 1 ⛅ 5 3㹼4 ᙇ 㤾ඖ  

E83421 中⣭国㝿経済ྐ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ᯇỌ ཭᭷  

E83421 中⣭アࢪア経済ྐ 分野ู演習 1 ⛅ 5 3㹼4 ຍᓥ ₶  

E83421 中⣭国㝿⎔ቃ経済 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 Ặᕝ ᜨ次  

E83421 中⣭ẚ㍑㎰業ᨻ⟇ 分野ู演習 1 ᫓ 2 3㹼4 ụᓥ ⚈ᩥ  

E83421 中⣭㏵上国経済 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ᒣᓮ ᆂ一  

E83421 中⣭中国経済 分野ู演習 1 ᫓ 2 3㹼4 ᮌᓮ ⩫  

E83421 中⣭ロシアᮾḢ経済 分野ู演習 1 ᫓ 2 3㹼4 中ᮧ 㟹  

E83431 中⣭㈈ᨻ学 2 ⛅ 3㹼4 ➟ᯇ ᛭ྐ  

E83431 中⣭බ共経済学 2 ⛅ 5 3㹼4 ᒾ℩ ♸௓  

E83431 中⣭ປാ経済学 2 ᫓ 2 3㹼4 大᳃ 義᫂  

E83431 中⣭現代社会⚟♴ 2 ⛅ 5 3㹼4 ┦㤿 ┤Ꮚ  

E83431 中⣭ᆅᇦ経済ᨻ⟇ 2 ⛅ 3㹼4 ᒃᇛ ⌶  

E83431 中⣭ᆅ᪉㈈ᨻ 2 ⛅ 3㹼4 ఀ㞟 Ᏺ┤  

E83431 中⣭日本経済ྐ 2 ⛅ 3㹼4 㑓 英἞  

E83431 中⣭現代経済ྐ 2 ⛅ 3㹼4 㕥ᮌ 理ᙪ  

E83432 Language� &ommunicaWion and ,denWiW\  2 ⛅ 3㹼4 ࣐ッࢥーレー アレࢧࢡンࢲー *BE 科目 

E83431 中⣭㈈ᨻ学 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ఀ㞟 Ᏺ┤  

E83431 中⣭බ共経済学 分野ู演習 1 ⛅ 5 3㹼4 బ野 㝯ྖ  

E83431 中⣭ປാ経済学 分野ู演習 1 ᫓ 2 3㹼4 大᳃ 義᫂  

E83431 中⣭現代社会⚟♴ 分野ู演習 1 ⛅ 5 3㹼4 ┦㤿 ┤Ꮚ  

E83431 中⣭ᆅᇦ経済ᨻ⟇ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ᒃᇛ ⌶  

E83431 中⣭ᆅ᪉㈈ᨻ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ఀ㞟 Ᏺ┤  

E83431 中⣭日本経済ྐ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 㑓 英἞  

E83431 中⣭現代経済ྐ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 㑓 英἞  

E83432 Language� &ommunicaWion and ,denWiW\ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ࣐ッࢥーレー アレࢧࢡンࢲー *BE 科目 

E83442 中⣭国㝿経済学 2 ⛅ 5 3㹼4 ➉内 ⣫Ꮚ *BE 科目 

E83441 中⣭国㝿金融 2 ⛅ 3㹼4 すᕝ ㍤  

E83441 中⣭現代外国Ⅽ᭰ㄽ 2 ᫓ 2 3㹼4 బ⸨ Ύ㝯  

E83441 中⣭金融ㄽ 2 ⛅ 5 3㹼4 ዟᮧ ⥘㞝  

E83441 中⣭フ࢓イࢼンス 2 ᫓ 2 3㹼4 㕥ᮌ 㞞㈗  

E83441 中⣭⏘業⤌⧊ㄽ 2 ⛅ 3㹼4 㭯ᒸ ᫀᚨ  

E83442 ,nWernaWional 7rade Polic\ 2 ⛅ 3㹼4 シࣕン࣐ ࢠテ࢘ス *BE 科目 

E83442 中⣭国㝿経済学 分野ู演習 1 ⛅ 5 3㹼4 すᕝ ㍤ *BE 科目 

E83441 中⣭国㝿金融 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 すᕝ ㍤  

E83441 中⣭現代外国Ⅽ᭰ㄽ 分野ู演習 1 ᫓ 2 3㹼4 బ⸨ Ύ㝯  

E83441 中⣭金融ㄽ 分野ู演習 1 ⛅ 5 3㹼4 ዟᮧ ⥘㞝  

E83441 中⣭フ࢓イࢼンス 分野ู演習 1 ᫓ 2 3㹼4 㕥ᮌ 㞞㈗  

E83441 中⣭⏘業⤌⧊ㄽ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 㭯ᒸ ᫀᚨ  

E83442 ,nWernaWional 7rade Polic\ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 బ⸨ Ύ㝯 *BE 科目 

E83451 数理経済学 2 ⛅ 3㹼4 ᓊୗ 大ᶞ  

E83451 中⣭数理⤫計 2 ⛅ 3㹼4 Ọ஭ ᆂ஧  

E83451 中⣭計量経済学 2 ⛅ 5 3㹼4 ᑠᯘ ṇ人  

E83451 中⣭経済⤫計 2 ⛅ 5 3㹼4 ᒸ部 ⣧一  

E83451 中⣭ࢤー࣒理ㄽ 2 ⛅ 3㹼4 బ野 㝯ྖ  
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平成 㻞㻥 年度以降の入学生 

 

科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 履修

学年 ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E83452 6WaWisWical 7heor\ and ApplicaWions 2 ᫓ 2 3㹼4 シࣗレスࢤࢼ ࢱンドラ *BE 科目 

E83451 数理経済学 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ⸨生 ※Ꮚ  

E83451 中⣭数理⤫計 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 Ọ஭ ᆂ஧  

E83451 中⣭計量経済学 分野ู演習 1 ⛅ 5 3㹼4 ᑠᯘ ṇ人  

E83451 中⣭経済⤫計 分野ู演習 1 ⛅ 5 3㹼4 ᒸ部 ⣧一  

E83451 中⣭ࢤー࣒理ㄽ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 బ野 㝯ྖ  

E83452 6WaWisWical 7heor\ and ApplicaWions 分野ู演習 1 ᫓ 2 3㹼4 シࣗレスࢤࢼ ࢱンドラ *BE 科目 

E834�1 ᐙ᪘と法 2 ᫓ 3㹼4 ᖖᒸ ྐᏊ  

E834�1 ၟ法Ⅰ 2 ᫓ 3㹼4 ➉内 ᫂ୡ  

E834�1 ၟ法Ⅱ 2 ⛅ 3㹼4 ➉内 ᫂ୡ  

E834�1 ᭷౯ドๆ法 2 ⛅ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾  

E834�1 ⾜ᨻ法 2 ᫓ 3㹼4 ཭ᒸ ྐோ  

E834�1 経済法 2 ᫓ 3㹼4 㟷ᰗ ⏤㤶  

E834�1 ປാ法 2 ᫓ 3㹼4 ▼㷂 ⏤希Ꮚ  

E834�1 ▱ⓗ㈈⏘法 2 ⛅ 3㹼4 ⓑ㫽 ⥘㔜  

E834�1 社会ಖ㞀法 2 ⛅ 3㹼4 㛵 ࡩబᏊ  

E834�1 ᐙ᪘と法 分野ู演習 1 ᫓ 3㹼4 ᖖᒸ ྐᏊ  

E834�1 ၟ法Ⅰ 分野ู演習 1 ᫓ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾  

E834�1 ၟ法Ⅱ 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾  

E834�1 ᭷౯ドๆ法 分野ู演習 㸯 ⛅ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾  

E834�1 ⾜ᨻ法 分野ู演習 1 ᫓ 3㹼4 ᯈᇉ ຾ᙪ  

E834�1 経済法 分野ู演習 1 ᫓ 3㹼4 㟷ᰗ ⏤㤶  

E834�1 ປാ法 分野ู演習 1 ᫓ 3㹼4 ▼㷂 ⏤希Ꮚ  

E834�1 ▱ⓗ㈈⏘法 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 ⓑ㫽 ⥘㔜  

E834�1 社会ಖ㞀法 分野ู演習 1 ⛅ 3㹼4 㛵 ࡩబᏊ  

 

 

䛆ᑓ㛛ᛂ⏝科目䠄䛭䛾௚䠅䚸≉Ṧㅮ⩏䛇 

科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ 
ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 

履修

学年 
ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E82592 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 Economic 7heor\ 2 ᫓ 2㹼3 ࣦࢳ࢙スラࣦ ࢘࢜ッシ *BE 科目 

E82592 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 Applied Economics 2 ⛅ 2㹼3 Ώ㎶ 㞞ோ *BE 科目 

E82592 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 ,nWernaWional Economic Polic\ 2 ⛅ 2㹼3 ᳜ᮧ ༤ᜤ *BE 科目 

E82592 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 7he -apanese and ,nWernaWional Economies 2 ᫓ 2㹼3 ᳜ᮧ ༤ᜤ *BE 科目 

E82592 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 PuElic Polic\ 2 ⛅ 2㹼3 ྜྷ本 ᝷一 *BE 科目 

E82592 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 6peech and 'eEaWe on Economic ,ssues 2 ⛅ 2㹼3 ▼Ώ ᆂᏊ *BE 科目 

E82591 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 ㏵上国経済 2 ᫓ 2㹼3 ⚟ᓥ ᾈ἞  

E82591 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 現代アࢪア経済ྐ 2 ᫓ 2㹼3 ຍᓥ ₶  

E82591 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 ᆅᇦ経済 2 ⛅ 2㹼3 ụᓥ ⚈ᩥ  

E82591 ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 ࢡ࣑ロ経済実㦂 2 ᫓ 2㹼3 ↓⸨ 望  

E815�2 英語ウㄽ（アࢪア） 2 ⛅ 1㹼4 国㝿教育᥎㐍ጤဨ㛗  

E815�2 英語ウㄽ（Ḣᕞ） 2 ⛅ 1㹼4 国㝿教育᥎㐍ጤဨ㛗  

E815�2 Applied Economics ,nWensive 2 ⛅ 1㹼4 国㝿教育᥎㐍ጤဨ㛗  

E82��2 Advanced EAP A 2 ᫓ 2㹼4 ࣀࣕ࢟ン ࢱラ  

E82��2 Advanced EAP A 2 ⛅ 2㹼4 ࣀࣕ࢟ン ࢱラ  

E82��2 Advanced EAP B 2 ᫓ 2㹼4 ࢧラニࣕラー࣒ ࣕࢪス࣐ニラーࣕࢪ  

E82��2 Advanced EAP B 2 ⛅ 2㹼4 ࢧラニࣕラー࣒ ࣕࢪス࣐ニラーࣕࢪ  

E82��2 Advanced EAP B 2 ᫓ 2㹼4 ࣐ッࢥーレー アレࢧࢡンࢲー  

E82��2 Advanced EAP B 2 ⛅ 2㹼4 ࣐ッࢥーレー アレࢧࢡンࢲー  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ᫓ 2㹼4 ࣐シࣗー ࢝ールセン  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ⛅ 2㹼4 ࣐シࣗー ࢝ールセン  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ᫓ 2㹼4 ࣐シࣗー ࢝ールセン  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ⛅ 2㹼4 ࣐シࣗー ࢝ールセン  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ᫓ 2㹼4 アンࢹィ バー࢞ー  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ⛅ 2㹼4 アンࢹィ バー࢞ー  
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平成 㻞㻥 年度以降の入学生 

 

科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ 
ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 履修

学年 ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ᫓ 2㹼4 アンࢹィ バー࢞ー  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ⛅ 2㹼4 アンࢹィ バー࢞ー  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ᫓ 2㹼4 バス࣐ࣁࣔ ࣑ࢱド アࣜ  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ⛅ 2㹼4 バス࣐ࣁࣔ ࣑ࢱド アࣜ  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ᫓ 2㹼4 ࢧラニࣕラー࣒ ࣕࢪス࣐ニラーࣕࢪ  

E82��2 English for Academic  Purposes (EAP) 2 ⛅ 2㹼4 ࢧラニࣕラー࣒ ࣕࢪス࣐ニラーࣕࢪ  

E82��3 English for Economics and Business(EEB) 2 ᫓ 2㹼4 中ᮧ Ⰻኵ  

E82��3 English for Economics and Business(EEB) 2 ⛅ 2㹼4 中ᮧ Ⰻኵ  

E82��3 English for Economics and Business(EEB) 2 ᫓ 2㹼4 中ᮧ Ⰻኵ  

E82��3 English for Economics and Business(EEB) 2 ⛅ 2㹼4 中ᮧ Ⰻኵ  

E82��3 English for Economics and Business(EEB) 2 ᫓ 2㹼4 ᒣஅ内 ဴஓ  

E82��3 English for Economics and Business(EEB) 2 ⛅ 2㹼4 ᒣஅ内 ဴஓ  

E83��3 Advanced EEB 1 2 ᫓ 3㹼4 大ᶫ ᘯ㢧  

E83��3 Advanced EEB 2 2 ⛅ 3㹼4 大ᶫ ᘯ㢧  

E82501 ࣜࣕ࢟アᙧ成ㄽ 2 ⛅ 2㹼4 ஭⏣ ႐἞  

E82501 ᆅᇦイ࣋ࣀーションᨻ⟇ 2 ᫓ 2㹼4 㐲⸨ ⪽  

E82501 ㈨本市場のᙺ๭とドๆᢞ㈨ 2 ⛅ 2㹼4 教ົཌ生ጤဨ㛗  

E81501 㛵⛯ᨻ⟇と⛯㛵⾜ᨻ 2 ⛅ 1㹼4 教ົཌ生ጤဨ㛗  

E82501 社会におࡅる実㊶య㦂 㸫ᐩୣ会࣓ッセーࢪ㸫 2 ᫓ 2㹼4 ▼原 ೺一  

E82501 グローバルࢿࢪࣅス実㊶ㄽ 2 ⛅ 2㹼4 㛵 ோ  

E82501 イスラ࣒経済ᅪのᢞ㈨⎔ቃ᝟ໃ 2 ᫓ 2㹼4 Ặᕝ ᜨ次  

E82501 経済学のための日本語 2 ᫓ 1㹼2 ▼Ώ ᆂᏊ 留学生のみ 

E82501 ࢿࢪࣅスのための日本語 2 ⛅ 2㹼4 ▼Ώ ᆂᏊ 留学生のみ 

E82501 インࢱーンシップ 2 ⛅ 2㹼4 ࣜࣕ࢟ア教育᥎㐍ጤဨ㛗  

E825�1 බ法特ู講義・⾜ᨻ法 2 ⛅ 2㹼4 ჆⸨ ு  

E825�1 බ法特ู講義・᠇法 2 ⛅ 2㹼4 ᚚᖾ ⪷ᶞ  

E835�1 Ẹ஦法特ู講義・௻業ྲྀᘬ法 2 ᫓ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾  

E82501 ᨻ἞学原ㄽ 2 ᫓ 2㹼4 金୸ ⿱ᚿ  

E81501 経済学のための数学入門 2 ᫓ 1㹼4 ⇃野 ኴ㑻  

E82501 ဴ学ᴫㄽ 4 通年 2㹼4 ఀ⸨ ຌ  

E83501 ᩥ⣔のためのプログラ࣑ング入門 2 ᫓ 3㹼4 ᑠᯘ ṇ人  

E81�02 Principles of Economics 2 ⛅ 1㹼4 ࣦࢳ࢙スラࣦ ࢘࢜ッシ *BE 科目 

E81�02 ,nWernaWional PoliWical Econom\ 2 ᫓ 1㹼4 ࣦࢳ࢙スラࣦ ࢘࢜ッシ *BE 科目 

E81502 9isiWing 6cholar *uesW LecWure 1 2 ᫓ 1㹼4 ࢙ࢪン࢟ンス シࣕࣀン *BE 科目 

E81502 9isiWing 6cholar *uesW LecWure 2 2 ᫓ 1㹼4 ࢙ࢪン࢟ンス シࣕࣀン *BE 科目 

E81502 9isiWing 6cholar *uesW LecWure 1 2 ⛅ 1㹼4 ࢘ࣁル ࣜ࣌ー *BE 科目 

E81502 9isiWing 6cholar *uesW LecWure 2 2 ⛅ 1㹼4 ࢘ࣁル ࣜ࣌ー *BE 科目 

E81502 9isiWing 6cholar *uesW LecWure 3 2 ⛅ 1㹼4 ࢘ࣁル ࣜ࣌ー *BE 科目 

E81502 9isiWing 6cholar *uesW LecWure 4 2 ⛅ 1㹼4 ࢘ࣁル ࣜ࣌ー *BE 科目 

E81504 海外学修（஺᥮留学） 2     

E81504 海外学修（⚾㈝留学） 2     

 海外஺ὶ科目      

 

 

 

䛆≉ูቑຍ単位科目䛇 

科目 

㺣ﾝ㺨ﾞ㺶ﾝｸﾞ 
ᤵ業科目ྡ 単位 ᮇ間 

履修

学年 
ᢸᙜ教ဨ ഛ⪃ 

E82��2 英語ウㄽ(*loEal Applied Economics )orum) 2 ⛅ 2㹼4 国㝿教育᥎㐍ጤဨ㛗  

 

 

 



平成 29 年度以降の入学生 

 

 

【大学院共通科目】 

授業科目名 単位 期間 履修学年 担当教員 

経済原論 2 春 3～4 土井 日出夫 

ミクロ経済学Ⅰ 2 春 3～4 無藤 望 

ミクロ経済学Ⅱ 2 春 3～4 佐野 隆司 

マクロ経済学Ⅰ 2 春 3～4 秋山 太郎 

マクロ経済学Ⅱ 2 秋 3～4 藤生 源子 

現代経済システム 2 春 3～4 植村 博恭 

比較経済システム 2 春 3～4 シュレスタ ナゲンドラ 

経済政策 2 春 3～4 茂住 政一郎 

世界経済論 2 春 3～4 張 馨元 

日本経済史 2 春 3～4 邉 英治 

経済統計 2 春 3～4 岡部 純一 

数理統計学 2 春 3～4 永井 圭二 

計量経済学 2 秋 3～4 小林 正人 

経済数学 2 春 3～4 秋山 太郎 

MicroeconomicsⅠ 2 秋 3～4 溝口 哲郎 

 

 



 

 

 

 

 
 

 

Ⅵ 2019 年度開講の授業科目 

（平成 28 年度以前の入学生） 
 

 

専門教育科目 

１．専門教育科目 

専門基礎科目・基幹科目群・留学生のための専門教育科目・特殊講義・ 

大学院共通科目・外書講読・教職科目・特別増加単位科目 

 

 

 

 

 

 

開講科目に関する最新の情報や変更点は掲示するので必ず確認すること。 
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 平成 㻞㻤 年度以前の入学生 

 

䊥 20㻝9 ᖺᗘ㛤ㅮ䛾ᤵᴗ科目 
 

䈜教㣴教育科目䛻䛴䛔䛶教㣴教育ᒚಟ᱌ෆ䜢ཧ↷ 

㻝䠊ᑓ㛛教育科目 

䛆ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠䛇 

ᤵ業科目ྡ 単 位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

ไ度と経済㸸࣏ࣜティ࢝ル・࣑ࣀࢥ࢚ー入門 2 ᫓ 1㹼4 ᒃᇛ ⌶ 

Ṕྐと経済㸸経済ྐ入門 2 ⛅ 1㹼4 ຍᓥ ₶ 

ୡ⏺と経済㸸グローバル・࣑ࣀࢥ࢚ー入門 2 ⛅ 1㹼4 金 ᫂ⰼ 

市場と౯᱁㸸ࢡ࣑ロ経済学入門 2 ᫓ 1㹼4 బ野 㝯ྖ 

ᡤ得と㞠用㸸ࢡ࣐ロ経済学入門 2 ⛅ 1㹼4 ዟᮧ ⥘㞝 

社会生άと法㸸法学入門 2 ᫓ 1㹼4 ⓑ㫽 ⥘㔜 

䛆ᇶᖿ⛉┠⩌䛇  

科目ࢥード ᤵ業科目ྡ ᡤᒓ⩌ 単位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

&221 ゝ語࣑ࣗࢥニࢣーションとアイࢹンティティ 㹁 4 ⛅ 2㹼4 ࣐ッࢥーレー アレࢧࢡンࢲー 

E200 経済原ㄽ 㸿 4 ⛅ 2㹼4 ᅵ஭ 日ฟኵ 

E200 経済原ㄽ 㸿 4 ᫓ 2㹼4 ᶓᒣ ❶♸ 

E201 現代経済システ࣒ 㸿 4 ᫓ 2㹼4 ᳜ᮧ ༤ᜤ 

E201 現代経済システ࣒ 㸿 4 ⛅ 2㹼4 内ᶫ ㈼ᝅ 

E203 経済学ྐ 㹀㸫㸯 4 通年 2㹼4 ῝㈅ ಖ則 

E220 ࢡ࣑ロ経済学 㸿 4 ᫓ 2㹼4 大⁪ 英生 

E220 ࢡ࣑ロ経済学 㸿 4 ⛅ 2㹼4 ↓⸨ 望 

E221 ࢡ࣐ロ経済学 㸿 4 ᫓ 2㹼4 ⸨生 ※Ꮚ 

E221 ࢡ࣐ロ経済学 㸿 4 ⛅ 2㹼4 ᒸ⏣ ከᜨ 

E223 ࢤー࣒理ㄽ 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯 4 通年 2㹼4 బ野 㝯ྖ 

E244 ᆅ᪉㈈ᨻ 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯 4 通年 2㹼4 ఀ㞟 Ᏺ┤ 

E24� 現代社会⚟♴ 㹀㸫㸯 4 ⛅ 2㹼4 ┦㤿 ┤Ꮚ 

E250 経済ᨻ⟇ 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯・㹁 4 ᫓ 2㹼4 ⱱఫ ᨻ一㑻 

E251 ẚ㍑㎰業ᨻ⟇ 㹀㸫㸯・㹁 4 ᫓ 2㹼4 ụᓥ ⚈ᩥ 

E252 ᆅᇦ経済ᨻ⟇ 㹁 4 通年 2㹼4 ᒃᇛ ⌶ 

E253 国㝿⎔ቃ経済ㄽ 㹁 4 通年 2㹼4 Ặᕝ ᜨ次 

E2�1 国㝿金融 㹁 4 通年 2㹼4 すᕝ ㍤ 

E2�0 ୡ⏺経済ㄽ 㹁 4 ⛅ 2㹼4 ᙇ 㤾ඖ 

E2�1 ㏵上国経済 㹁 4 通年 2㹼4 ᒣᓮ ᆂ一 

E280 経済ྐ 㸿 4 ᫓ 2㹼4 ▼ᒣ ᖾᙪ 

E280 経済ྐ 㸿 4 ⛅ 2㹼4 Ỉ野 㔛㤶 

E281 日本経済ྐ 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯・㹁 4 通年 2㹼4 㑓 英἞ 

E282 現代経済ྐ 㹀㸫㸯・㹁 4 通年 2㹼4 㕥ᮌ 理ᙪ 

E283 国㝿経済ྐ 㹁 4 通年 2㹼4 ᯇỌ ཭᭷ 

E284 アࢪア経済ྐ 㹁 4 ⛅ 2㹼4 ຍᓥ ₶ 

E301 ẚ㍑経済システ࣒ 㹀㸫㸯 4 ᫓ 3㹼4 シࣗレスࢤࢼ ࢱンドラ 

E325 数理経済学 㹀㸫㸯 4 通年 2㹼4 ᓊୗ 大ᶞ 

E341 金融ㄽ 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯 4 ⛅ 3㹼4 ዟᮧ ⥘㞝 

E342 フ࢓イࢼンス 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯 4 ᫓ 3㹼4 㕥ᮌ 㞞㈗ 

E343 ㈈ᨻ学 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯・㹁 4 通年 3㹼4 ➟ᯇ ᛭ྐ 

E345 බ共経済学 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯・㹁 4 ⛅ 3㹼4 ᒾ℩ ♸௓ 

E348 ປാ経済学 㹀㸫㸯・㹀㸫２㸫㸯 4 ᫓ 3㹼4 大᳃ 義᫂ 

E3�0 国㝿経済学 㹁 4 ⛅ 3㹼4 ➉内 ⣫Ꮚ 

E3�4 ⏘業⤌⧊ㄽ 㹁 4 通年 3㹼4 㭯ᒸ ᫀᚨ 

E3�2 中国経済 㹁 4 ᫓ 3㹼4 ᮌᓮ ⩫ 
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 平成 㻞㻤 年度以前の入学生 

 

科目ࢥード ᤵ業科目ྡ ᡤᒓ⩌ 単位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

E3�3 ロシアᮾḢ経済学 㹁 4 ᫓ 3㹼4 中ᮧ 㟹 

E3�4 国㝿貿易ᨻ⟇ 㹁 4 通年 3㹼4 シࣕン࣐ ࢠテ࢘ス 

E3�5 現代外国Ⅽ᭰ㄽ 㹁 4 ᫓ 3㹼4 బ⸨ Ύ㝯 

6200 経済⤫計 㹀㸫㸯 4 ⛅ 2㹼4 ᒸ部 ⣧一 

6220 数理⤫計 㹀㸫㸯 4 通年 2㹼4 Ọ஭ ᆂ஧ 

6221 計量経済学 㹀㸫㸯 4 ⛅ 2㹼4 ᑠᯘ ṇ人 

 

㻔ᖹᡂ䠎䠒䞉䠎䠓䞉䠎䠔ᖺᗘධᏛ⏕䛾䜏ᑐ㇟㻕  

科目ࢥード ᤵ業科目ྡ ᡤᒓ⩌ 単位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

L200 ᠇法 㹀㸫２㸫２ 2 ᫓ 2㹼4 ᚚᖾ ⪷ᶞ 

L201 බ法特ู講義・᠇法 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 ᚚᖾ ⪷ᶞ 

L211 බ法特ู講義・⾜ᨻ法 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 ჆⸨ ு 

L220 ฮ法 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 内海 ᭸Ꮚ 

L240 Ẹ法Ⅰ 㹀㸫２㸫２ 2 ᫓ 2㹼4 ᐑ⃝ ಇ᫛ 

L241 Ẹ法Ⅱ 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 ௒ᮧ ୚一 

L242 Ẹ法Ϫ 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 Ώ㑓 ᣅ 

L280 国㝿法 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 Ⲩᮌ 一㑻 

L290 ᨻ἞学原ㄽ 㹀㸫２㸫２ 2 ᫓ 2㹼4 金୸ ⿱ᚿ 

L310 ⾜ᨻ法 㹀㸫２㸫２ 2 ᫓ 3㹼4 ཭ᒸ ྐோ 

L312 法学特ู講義・経済法ᴫㄽ 㹀㸫２㸫２ 2 ᫓ 3㹼4 㟷ᰗ ⏤㤶 

L340 Ẹ法ϫ 㹀㸫２㸫２ 2 ᫓ 3㹼4 ᖖᒸ ྐᏊ 

L350 ၟ法Ⅰ 㹀㸫２㸫２ 2 ᫓ 3㹼4 ➉内 ᫂ୡ 

L351 ၟ法Ⅱ 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 ➉内 ᫂ୡ 

L352 ၟ法Ϫ 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾ 

L353 Ẹ஦法特ู講義・௻業ྲྀᘬ法 㹀㸫２㸫２ 2 ᫓ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾ 

L354 法学特ู講義・▱ⓗ㈈⏘ᶒ法ᴫㄽ 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 ⓑ㫽 ⥘㔜 

L3�0 基本社会ಖ㞀法◊✲ 㹀㸫２㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 㛵 ࡩబᏊ 

 

㻔ᖹᡂ䠎䠑ᖺᗘ௨๓䛾ධᏛ⏕䛾䜏ᑐ㇟㻕 

科目ࢥード ᤵ業科目ྡ ᡤᒓ⩌ 単位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

L200 Ẹ法㸯（⥲則） 㹀㸫２ 2 ᫓ 2㹼4 ᐑ⃝ ಇ᫛ 

L201 Ẹ法２（≀ᶒ法） 㹀㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 ௒ᮧ ୚一 

L203 Ẹ法㸲（മᶒ⥲ㄽ） 㹀㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 Ώ㑓 ᣅ 

L205 Ẹ法㸴（ᐙ᪘法） 㹀㸫２ 2 ᫓ 2㹼4 ᖖᒸ ྐᏊ 

L220 ᠇法㸯 㹀㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 ᚚᖾ ⪷ᶞ 

L221 ᠇法２ 㹀㸫２ 2 ᫓ 2㹼4 ᚚᖾ ⪷ᶞ 

L224 ⾜ᨻ法㸯 㹀㸫２ 2 ᫓ 2㹼4 ཭ᒸ ྐோ 

L225 ⾜ᨻ法２ 㹀㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 ჆⸨ ு 

L230 ฮ法㸯 㹀㸫２ 2 ⛅ 2㹼4 内海 ᭸Ꮚ 

L240 ᨻ἞学ᴫㄽ 㹀㸫２ 2 ᫓ 2㹼4 金୸ ⿱ᚿ 

L30� ▱ⓗ㈈⏘ᶒ法ᴫㄽ 㹀㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 ⓑ㫽 ⥘㔜 

L308 国㝿㛵ಀ法ᴫㄽ 㹀㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 Ⲩᮌ 一㑻 

L310 ၟ法㸯 㹀㸫２ 2 ᫓ 3㹼4 ➉内 ᫂ୡ 

L311 ၟ法２ 㹀㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 ➉内 ᫂ୡ 

L312 ၟ法㸱 㹀㸫２ 2 ᫓ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾ 

L313 ၟ法㸲 㹀㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 ➲ᒸ ឡ⨾ 

L32� 経済法ᴫㄽ 㹀㸫２ 2 ᫓ 3㹼4 㟷ᰗ ⏤㤶 

L328 社会ಖ㞀法ᴫㄽ 㹀㸫２ 2 ⛅ 3㹼4 㛵 ࡩబᏊ 
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 平成 㻞㻤 年度以前の入学生 

 

䛆≉Ṧㅮ⩏䛇 

ᤵ業科目ྡ 単位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

ဴ学ᴫㄽ 4 通年 2㹼4 ఀ⸨ ຌ 

ᆅᇦイ࣋ࣀーションᨻ⟇ 2 ᫓ 2㹼4 㐲⸨ ⪽ 

㈨本市場のᙺ๭とドๆᢞ㈨ 2 ⛅ 2㹼4 教ົཌ生ጤဨ㛗 

社会におࡅる実㊶య㦂㸫ᐩୣ会࣓ッセーࢪ㸫 2 ᫓ 2㹼4 ▼原 ೺一 

インࢱーンシップ 2 ⛅ 2㹼4 ࣜࣕ࢟ア教育᥎㐍ጤဨ

 アᙧ成ㄽ 2 ⛅ 2㹼4 ஭⏣ ႐἞ࣜࣕ࢟

経済学のための日本語 2 ᫓ 1㹼2 ▼Ώ ᆂᏊ 

 スのための日本語 2 ⛅ 2㹼4 ▼Ώ ᆂᏊࢿࢪࣅ

㛵⛯ᨻ⟇と⛯㛵⾜ᨻ 2 ⛅ 1㹼4 教ົཌ生ጤဨ㛗 

イスラ࣒経済ᅪのᢞ㈨⎔ቃ᝟ໃ 2 ᫓ 2㹼4 Ặᕝ ᜨ次 

グローバルࢿࢪࣅス実㊶ㄽ 2 ⛅ 2㹼4 㛵 ோ 

ᩥ⣔のためのプログラ࣑ング入門 2 ᫓ 3㹼4 ᑠᯘ ṇ人 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 ㏵上国経済 2 ᫓ 2㹼3 ⚟ᓥ ᾈ἞ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 現代アࢪア経済ྐ 2 ᫓ 2㹼3 ຍᓥ ₶ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 ࢡ࣑ロ経済実㦂 2 ᫓ 2㹼3 ↓⸨ 望 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 英語にࡼる日本経済 2 ᫓ 2㹼3 ᳜ᮧ ༤ᜤ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 英語にࡼる経済஦᝟ 2 ⛅ 2㹼3 Ώ㎶ 㞞ோ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 英語にࡼる経済学 2 ᫓ 2㹼3 ࣦࢳ࢙スラࣦ ࢘࢜ッシ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 初Ṍからの英語にࡼるスࣆーࢳとࢹィ࣋ート 2 ⛅ 2㹼3 ▼Ώ ᆂᏊ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 英語にࡼるබ共ᨻ⟇ 2 ⛅ 2㹼3 ྜྷ本 ᝷一 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 ᆅᇦ経済 2 ⛅ 2㹼3 ụᓥ ⚈ᩥ 

ㄢ㢟プロࢡ࢙ࢪト演習 英語にࡼる国㝿経済ᨻ⟇ 2 ⛅ 2㹼3 ᳜ᮧ ༤ᜤ 

英語ウㄽ（アࢪア） 2 ⛅ 1㹼4 国㝿教育᥎㐍ጤဨ

英語ウㄽ（Ḣᕞ） 2 ⛅ 1㹼4 国㝿教育᥎㐍ጤဨ

Applied Economics ,nWensive 2 ⛅ 1㹼4 国㝿教育᥎㐍ጤဨ 

9isiWing 6cholar *uesW LecWure 1 2 ᫓ 1㹼4 ࢙ࢪン࢟ンス シࣕࣀン 

9isiWing 6cholar *uesW LecWure 2 2 ᫓ 1㹼4 ࢙ࢪン࢟ンス シࣕࣀン 

9isiWing 6cholar *uesW LecWure 1 2 ⛅ 1㹼4 ࢘ࣁル ࣜ࣌ー 

9isiWing 6cholar *uesW LecWure 2 2 ⛅ 1㹼4 ࢘ࣁル ࣜ࣌ー 

9isiWing 6cholar *uesW LecWure 3 2 ⛅ 1㹼4 ࢘ࣁル ࣜ࣌ー 

9isiWing 6cholar *uesW LecWure 4 2 ⛅ 1㹼4 ࢘ࣁル ࣜ࣌ー 

海外஺ὶ科目     

 

䛆኱学㝔ඹ㏻科目䛇 

ᤵ業科目ྡ 単位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

経済原ㄽ 2 ᫓ 3㹼4 ᅵ஭ 日ฟኵ 

 ロ経済学Ⅰ 2 ᫓ 3㹼4 ↓⸨ 望ࢡ࣑

 ロ経済学Ⅱ 2 ᫓ 3㹼4 బ野 㝯ྖࢡ࣑

 ロ経済学Ⅰ 2 ᫓ 3㹼4 ⛅ᒣ ኴ㑻ࢡ࣐

 ロ経済学Ⅱ 2 ⛅ 3㹼4 ⸨生 ※Ꮚࢡ࣐

現代経済システ2 ࣒ ᫓ 3㹼4 ᳜ᮧ ༤ᜤ 

ẚ㍑経済システ2 ࣒ ᫓ 3㹼4 シࣗレスࢤࢼ ࢱンドラ 

経済ᨻ⟇ 2 ᫓ 3㹼4 ⱱఫ ᨻ一㑻 

ୡ⏺経済ㄽ 2 ᫓ 3㹼4 ᙇ 㤾ඖ 

日本経済ྐ 2 ᫓ 3㹼4 㑓 英἞ 

経済⤫計 2 ᫓ 3㹼4 ᒸ部 ⣧一 

数理⤫計学 2 ᫓ 3㹼4 Ọ஭ ᆂ஧ 

計量経済学 2 ⛅ 3㹼4 ᑠᯘ ṇ人 

経済数学 2 ᫓ 3㹼4 ⛅ᒣ ኴ㑻 

0icroeconomicsⅠ 2 ⛅ 3㹼4 ⁁ཱྀ ဴ㑻 
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 平成 㻞㻤 年度以前の入学生 

 

 

䛆教⫋科目䛇 

ᤵ業科目ྡ 単位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

教育実習（中学） 4 通年 4 教ົཌ生ጤဨ㛗 

教育実習（高ᰯ） 2 通年 4 教ົཌ生ጤဨ㛗 

஦前஦ᚋ指ᑟ 1 通年 3㹼4 教ົཌ生ጤဨ㛗 

教⫋実㊶演習 2 通年 4 教ົཌ生ጤဨ㛗 

 

䛆≉ูቑຍ単位科目䛇 

ᤵ業科目ྡ 単位 ᮇ間 履修学年 ᢸᙜ教ဨ 

英語ウㄽ(*loEal Applied Economics )orum) 2 ⛅ 2㹼4 国㝿教育᥎㐍ጤဨ㛗 

 

 



 

 

 

 

 

Ⅶ 平成 31 年度学事暦 
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平成３１年度（２０１９年度）学事暦

事  項 期 日 又 は 期 間 備  考 

春  季  休  業  期 間 

入    学  式 

英語プレイスメント（統一）テスト 

春   学   期   開  講 

春 学 期 前 半 （第１ターム） 

授 業 休 講 期 間 

祝 休 日 開 講 日 

補 講   週   間 

清  陵  祭 

開  学  記  念 日 

第 １ タ ー ム 試 験 期 間

春 学 期 後 半 （第２ターム） 

補  講   週   間 

祝  休 日  開  講 日 

春 学 期 ・ 第 ２ ターム試験期間 

夏 季 休 業 期 間 （第３ターム） 

秋 季 卒 業 式 ・ 修 了 式 

春   学  期  終 講 

夏 季 休 業 期 間 

秋 季   入 学 式 

秋 学  期  開   講 

秋 学 期 前 半 （第４ターム） 

祝 休 日 開  講 日 

常  盤  祭 

補 講 週   間 

第  ４ タ ー ム  試 験 期 間

秋 学 期 後 半 （第５ターム） 

授   業  振   替  日 

冬  季  休  業  期 間 

大 学 入 試 セ ン ター試験休業日 

補    講    週    間 

秋 学 期 ・ 第 ５ ターム試験期間 

英  語  統  一  テ  ス   ト 

春 季 休 業 期 間 （第６ターム） 

個別学力検査等試験日（前期日程） 

個別学力検査等試験日（後期日程） 

卒  業  式 ・  修  了  式 

秋   学  期  終  講 

  ４月 １日（月）～ ４月 ４日（木） 

  ４月 ２日（火） 

  ４月 ３日（水） 

４月 ５日（金） 

４月 ５日（金）～ ６月 ６日（木） 

  ４月３０日（火）～ ５月 ２日（木） 

５月 ６日（月・祝） 

５月１３日（月）～ ５月１７日（金） 

  ５月１８日（土）～ ５月１９日（日） 

（５月１８日（土）は準備を含む） 

６月 １日（土） 

    ５月３１日（金）～ ６月 ６日（木）  

  ６月 ７日（金）～ ８月 ２日（金） 

  ７月 ８日（月）～ ７月１２日（金） 

  ７月１５日（月・祝） 

７月２６日（金）～ ８月 ２日（金） 

  （８月２日（金）は試験の予備日） 

  ８月 ３日（土）～ ９月３０日（月） 

  ９月１３日（金） 

    ９月３０日（月） 

１０月 １日（火）～１０月 ４日（金） 

１０月 ２日（水） 

１０月 ７日（月） 

  １０月 ７日（月）～１２月３日（火） 

１０月１４日（月・祝） 

１１月 ２日（土）～１１月 ４日（月） 

  （１１月２日（土）は準備を含む） 

１１月 ５日（火）～１１月１１日（月） 

１１月２７日（水）～１２月 ３日（火） 

１２月 ４日（水）～ ２月１２日（水） 

１２月２５日（水） 

１２月２６日（木）～ １月 ３日（金） 

  １月１７日（金）～ １月１９日（日） 

  １月２０日（月）～ １月２４日（金） 

  ２月 ４日（火）～ ２月１２日（水） 

  （２月１２日（水）は試験の予備日） 

２月１３日（木） 

  ２月１４日（金）～ ３月３１日（火） 

  ２月２５日（火）～ ２月２６日（水）  

    ３月１２日（木）～ ３月１３日（金） 

  ３月２４日（火） 

３月３１日（火） 

１年生のみ 

※１

※２

※３

※２

※３

（予定） 

（予定） 

※４

※２

※３

※５

※２

※３

（予定） 

※１ ４月４日（木）までにオリエンテーション等を行い、４月５日（金）を春学期開講日とする。

※２ 補講週間であっても通常授業は行う。補講は各日の第６限に実施するが、事情によりこの時間帯に

実施し難い場合は、各部局の判断により別途日時を設定して補講を行なうものとする。

※３ ターム試験期間には４５分間相当の授業時間を含む。なお、セメスター科目は通常授業を行う。

※４ １０月４日（金）までにオリエンテーション等を行い、１０月７日（月）を秋学期開講日とする。

※５ １２月２５日（水）は金曜日の授業を行う。
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平成３１年度（２０１９年度）学事暦   

学期・ターム・月 日 月 火 水 木 金 土 

4/2（火）入学式 

4/3（水）英語プレイスメントテスト（１年生のみ） 

4/5（金）～8/2（金）春学期（セメスター科目） 

4/5（金）～6/6（木）春学期前半（第１ターム科目） 

4/5（金）～4/19（金）ᒚ修Ⓩ㘓期間（土日㝖ࡃ） 

4/30（火）～5/2（木）は授業を行ࢃない 

5/6（月）は授業を行う（祝休日開講日） 

5/7（火）～5/9（木）ᒚ修Ⓩ㘓☜ㄆ・ゞṇ期間 

5/13（月）～5/17（金）ᒚ修Ⓩ㘓ࣕ࢟ンセࣝ期間 

5/18（土）～5/19（日）清陵祭（5/18（土）は準備を含む） 

5/31（金）～6/6（木）第１ターム試験期間 

（セメスター科目は通常授業）

6/7（金）～8/2（金）春学期後半（第２ターム科目） 

6/24（月）～6/28（金）ᒚ修Ⓩ㘓ࣕ࢟ンセࣝ期間 

（第２ターム科目） 

7/15（月）は授業を行う（祝休日開講日） 

7/26（金）～8/2（金）春学期・第２ターム試験期間 

  （8/2（金）は試験の予備日） 

8/3（土）～9/30（月）夏季休業期間（第３ターム） 

9/13（金）秋季卒業式・修了式（予定） 

10/2（水） 秋季入学式（予定） 

10/7（月）～2/12（水）秋学期（セメスター科目） 

10/7（月）～12/3（火）秋学期前半（第４ターム科目） 

10/7（月）～10/18（金）ᒚ修Ⓩ㘓期間（土日㝖ࡃ） 

10/14（月）は授業を行う（祝休日開講日） 

10/23（水）～10/25（金）ᒚ修Ⓩ㘓☜ㄆ・ゞṇ期間 

11/2（土）～11/4（月）常盤祭（11/2（土）は準備を含む） 

11/5（火）～11/8（金）ᒚ修Ⓩ㘓ࣕ࢟ンセࣝ期間 

11/27（水）～12/3（火）第４ターム試験期間 

 （セメスター科目は通常授業） 

12/4（水）～2/12（水）秋学期後半（第５ターム科目） 

12/16（月）～12/20（金）ᒚ修Ⓩ㘓ࣕ࢟ンセࣝ期間 

 （第５ターム科目） 

12/25（水）は金曜日の授業を行う（授業振替日） 

12/26（木）～1/3（金）冬季休業期間 

1/17（金）～1/19（日）大学入試センター試験休業日 

（1/18ཬ1/19ࡧは大学ᵓෆ入ᵓ୙ྍ） 

2/4（火）～2/12（水）秋学期・第５ターム試験期間 

  （2/12（水）は試験の予備日） 

2/13（木）英語統一テスト（英語㹊㹐）試験日 

2/14（金）～3/31（火）春季休業期間(第６ターム) 

2/25（火）前期日程試験（大学ᵓෆ入ᵓつไ） 

3/12（木）後期日程試験（大学ᵓෆ入ᵓつไ） 

3/24（火）卒業式・修了式（予定） 

春
学
期

第
１
タ
ー
ム

４

月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

２８ ２９ ３０ 

５

月 

１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

６

月 

１ 

第
２
タ
ー
ム

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

３０ 

７

月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

２８ ２９ ３０ ３１ 

８

月 

１ ２ ３ 

第
３
タ
ー
ム

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

９

月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

２９ ３０ 

秋
学
期

第
４
タ
ー
ム

10

月 

１ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

11

月 

１ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

第
５
タ
ー
ム

12

月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

２９ ３０ ３１ 

１

月 

１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

２

月 

１ 

第
６
タ
ー
ム

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

３

月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

２９ ３０ ３１ 

２８ 試験期間 ２９ 試験期間（予備日） 
英語統一テスト・プレイスメントテスト 
授業振替日 

祝休日開講日 

㸺ᒚ修᱌ෆ⏝㸼



 

 

 

 

 

 

Ⅷ 横浜国立大学学則 
 



－67－

 ᶓ὾国立大学学則ۑ

(平成1�年4᭶1日つ則➨201 )ྕ 

平成31年1᭶30日つ則➨5  ྕ

目次 

➨1❶ ⥲則 

➨1⠇ 目ⓗ及び自ᕫホ౯➼(➨1᮲㸫➨2᮲の2) 

➨2⠇ ⤌⧊(➨3᮲㸫➨10᮲) 

➨3⠇ 教⫋ဨ(➨11᮲) 

➨4⠇ 教ᤵ会及びጤဨ会(➨12᮲・➨13᮲) 

➨5⠇ ጤ௵つ定(➨14᮲) 

➨2❶ 学部通則 

➨1⠇ 修業年㝈及びᅾ学ᮇ間(➨15᮲㸫➨1�᮲) 

➨2⠇ 学年ࠊ学ᮇ及びఇ業日(➨18᮲㸫➨20᮲の2) 

➨3⠇ 入学(➨21᮲㸫➨30᮲) 

➨4⠇ 教育ㄢ⛬ࠊ履修᪉法➼(➨31᮲㸫➨49᮲) 

➨5⠇ ఇ学ࠊ᚟学ࠊ㌿学部ࠊ㌿学ࠊ留学ࠊ㏥学ࠊ㝖⡠➼(➨50᮲㸫➨5�᮲) 

➨�⠇ 卒業及び学位のᤵ୚(➨58᮲・➨59᮲) 

➨�⠇ ㈹⨩(➨�0᮲・➨�1᮲) 

➨8⠇ ಖ೺(➨�2᮲) 

➨9⠇ ᓠἑ国㝿஺ὶ会㤋及び留学生会㤋(➨�3᮲) 

➨10⠇ 科目➼履修生ࠊ◊✲生ࠊ⫈講生ࠊ特ู⫈講学生ࠊ内ᆅ留学生及び外国人留学生(➨�4᮲㸫➨�0᮲) 

➨11⠇ ᳨定ᩱࠊ入学ᩱࠊᤵ業ᩱ及びᐤᐟᩱ(➨�1᮲㸫➨�5᮲) 

➨12⠇ බ開講ᗙ➼(➨��᮲) 

㝃則 

 

➨1❶ ⥲則 

➨1⠇ 目ⓗ及び自ᕫホ౯➼ 

(目ⓗ) 

➨1᮲ ᶓ὾国立大学(以ୗ「本学」という。)はࠊ教育基本法の⢭⚄にのࡗとりࠊ学⾡の中ᚰとしてࠊᗈࡃ▱㆑をᤵࡅるとともにࡃ῝ࠊ

専門の学ⱁを教ᤵ◊✲しࠊ▱ⓗࠊ㐨ᚨⓗ及び応用ⓗ⬟ຊをᒎ開さࡏることを目ⓗとする。 

(自ᕫホ౯➼) 

➨2᮲ 本学はࠊその教育◊✲Ỉ‽のྥ上をᅗりࠊ前᮲の目ⓗ及び社会ⓗ౑࿨を㐩成するためࠊ本学におࡅる教育◊✲➼の≧ἣについて

自らⅬ᳨及びホ౯を⾜いࠊその⤖ᯝをබ⾲するものとする。 

2 本学はࠊ前㡯のⅬ᳨及びホ౯の⤖ᯝについてࠊ本学の教⫋ဨ以外の者にࡼる᳨ドを⾜うものとする。 

3 本学はࠊ教育◊✲➼の⥲合ⓗな≧ἣについてᩥࠊ部科学大⮧のㄆドをཷࡅた者にࡼるホ౯をཷࡅるものとする。 

4 前3㡯の実᪋に㛵し必要な஦㡯はูࠊに定める。 

(教育◊✲άື➼の≧ἣのබ⾲) 
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➨2᮲の2 本学はࠊ次にᥖࡆる教育◊✲άື➼の≧ἣについての᝟ሗをබ⾲するものとする。 

(1) 大学の教育◊✲上の目ⓗに㛵すること。 

(2) 教育◊✲上の基本⤌⧊に㛵すること。 

(3) 教ဨ⤌⧊ࠊ教ဨの数୪びに各教ဨが᭷する学位及び業⦼に㛵すること。 

(4) 入学者に㛵するཷ入᪉㔪及び入学者の数ࠊ཰ᐜ定ဨ及びᅾ学する学生の数ࠊ卒業ཪは修஢した者の数୪びに㐍学者数及びᑵ⫋者

数その他㐍学及びᑵ⫋➼の≧ἣに㛵すること。 

(5) ᤵ業科目ࠊᤵ業の᪉法及び内ᐜ୪びに年間のᤵ業の計⏬に㛵すること。 

(�) 学修の成ᯝにಀるホ౯及び卒業ཪは修஢のㄆ定にᙜたࡗての基‽に㛵すること。 

(�) ᰯᆅᰯࠊ⯋➼の᪋タ及びタഛその他の学生の教育◊✲⎔ቃに㛵すること。 

(8) ᤵ業ᩱࠊ入学ᩱその他の大学がᚩ཰する㈝用に㛵すること。 

(9) 大学が⾜う学生の修学ࠊ㐍㊰選択及びᚰ㌟の೺ᗣ➼にಀるᨭ᥼に㛵すること。 

2 前㡯各ྕにᥖࡆる஦㡯の࡯かࠊ教育上の目ⓗに応ࡌ学生が修得す࡭き▱㆑及び⬟ຊに㛵する᝟ሗを✚ᴟⓗにබ⾲するࡼうດめるものと

する。 

3 ➨1㡯のつ定にࡼる᝟ሗのබ⾲はࠊห⾜≀࡬のᥖ㍕ࠊインࢱーࢿットの฼用その他ᗈࡃ࿘▱をᅗることができる᪉法にࡗࡼて⾜うもの

とする。 

➨2⠇ ⤌⧊ 

(学部ࠊ学科及びㄢ⛬) 

➨3᮲ 本学に次の学部୪びに学科及びㄢ⛬を⨨ࡃ。 

教育学部  学ᰯ教育ㄢ⛬ 

経済学部  経済学科 

経営学部  経営学科 

理工学部  ᶵᲔ・ᮦᩱ・海ὒ⣔学科 

   ໬学・生࿨⣔学科 

   数≀・㟁Ꮚ᝟ሗ⣔学科 

都市科学部  都市社会共生学科 

   ᘓ⠏学科 

   都市基┙学科 

   ⎔ቃࣜスࢡ共生学科 

(教育◊✲上の目ⓗ) 

➨3᮲の2 前᮲につ定する学部୪びに学科及びㄢ⛬ࡈとの人ᮦの㣴成に㛵する目ⓗその他の教育◊✲上の目ⓗは4➨⾲ูࠊにᥖࡆるとお

りとする。 

(཰ᐜ定ဨ) 

➨4᮲ 学部の཰ᐜ定ဨは1➨⾲ูࠊのとおりとする。 

➨5᮲ ๐㝖 

(大学院) 

➨�᮲ 本学に大学院を⨨きࠊ大学院に◊✲科୪びに◊✲科以外の基本⤌⧊としての学ᗓ及び◊✲院を⨨ࡃ。 

2 大学院に㛵するつ則はࠊᶓ὾国立大学大学院学則(平成1�年つ則➨202 )ྕに定める。 

(講ᗙ➼⤌⧊) 

➨�᮲ ➨3᮲の学部の学科ཪはㄢ⛬に講ᗙཪはこれに┦ᙜする教育⤌⧊を⨨ࡃ。 
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2 前㡯の⤌⧊の⦅ไにᙜたࡗてはࠊ教ဨの㐺ษなᙺ๭分ᢸのୗでࠊ⤌⧊ⓗな㐃ᦠయไを☜ಖしࠊ教育◊✲にಀる㈐௵のᡤᅾを᫂☜にしな

 。ならないࡤれࡅ

3 ➨1㡯の講ᗙ及びこれに┦ᙜする教育⤌⧊はูࠊに定める。 

➨�᮲の2 本学はࠊ学部ࠊ学科及びㄢ⛬の教育上の目ⓗに応ࠊࡌ学生が卒業ᚋ自らの㈨㉁をྥ上さࠊࡏ社会ⓗ及び⫋業ⓗ自立をᅗるため

に必要な⬟ຊをࠊ教育ㄢ⛬の実᪋及びཌ生⿵ᑟを通ࡌてᇵうことができるࡼうࠊ本学の⤌⧊間の᭷ᶵⓗな㐃ᦠをᅗりࠊ㐺ษなయไにࡼ

り実᪋するものとする。 

(㝃ᒓ学 )ᰯ 

➨8᮲ 本学教育学部に次の㝃ᒓの学ᰯを⨨ࡃ。 

教育学部  㝃ᒓ㙊಴ᑠ学  ᰯ

   㝃ᒓᶓ὾ᑠ学  ᰯ

   㝃ᒓ㙊಴中学  ᰯ

   㝃ᒓᶓ὾中学  ᰯ

   㝃ᒓ特ูᨭ᥼学  ᰯ

(㝃ᒓᅗ᭩㤋) 

➨9᮲ 本学に㝃ᒓᅗ᭩㤋を⨨ࡃ。 

➨10᮲ ๐㝖 

➨3⠇ 教⫋ဨ 

(教⫋ဨ) 

➨11᮲ 本学に次の教⫋ဨを⨨ࡃ。 

 学㛗 

 副学㛗 

 教ᤵ 

 ෸教ᤵ 

 講ᖌ 

 ຓ教 

 ຓᡭ 

 副ᰯ㛗 

 主幹教ㅍ 

 教ㅍ 

 㣴ㆤ教ㅍ 

 ᰤ㣴教ㅍ 

 専門⫋ဨ 

 ஦ົ⫋ဨ 

 ᢏ⾡⫋ဨ 

➨4⠇ 教ᤵ会及びጤဨ会 

(教ᤵ会) 

➨12᮲ 学部ࠊ◊✲科ࠊ学ᗓ及び◊✲院に教ᤵ会を⨨ࡃ。 

2 国立大学法人ᶓ὾国立大学⤌⧊㐠営つ則（以ୗࠊ「⤌⧊㐠営つ則」という。）➨1�᮲の2につ定する高➼◊✲院1➨ࠊ�᮲の2につ定

する全学ᶵᵓ18➨ࠊ᮲につ定する全学教育◊✲᪋タ及び➨18᮲の2につ定する㞀がい学生ᨭ᥼ᐊにࠊ教ᤵ会として㐠営ጤဨ会➼を⨨

 。ことができるࡃ

(ጤဨ会) 

➨13᮲ 本学に必要なጤဨ会を⨨ࡃ。 

➨5⠇ ጤ௵つ定 
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(ጤ௵つ定) 

➨14᮲ 本❶につ定するものの࡯かࠊ⧊⤌ࠊ教⫋ဨ及び㐠営に㛵し必要な஦㡯はูࠊに定める。 

➨2❶ 学部通則 

➨1⠇ 修業年㝈及びᅾ学ᮇ間 

(修業年㝈) 

➨15᮲ 学部の修業年㝈は4ࠊ年とする。 

➨1�᮲ ➨�4᮲につ定する科目➼履修生として本学において一定の単位を修得した者が本学に入学する場合においてࠊᙜヱ単位の修得

にࡼり本学の教育ㄢ⛬の一部を履修したとㄆめられるときはูࠊに定めるとこࢁにࡼりࠊ修得した単位数その他の஦㡯を຺案して本学

が定めるᮇ間を前᮲に定める修業年㝈に算入することができる。ただしࠊそのᮇ間はࠊ前᮲に定める修業年㝈の2分の1を㉸࠼てはな

らない。 

(ᅾ学ᮇ間) 

➨1�᮲ 学生は15➨ࠊ᮲につ定する修業年㝈の2ಸのᮇ間を㉸࠼てᅾ学することができない。ただし2➨ࠊ�᮲➨1㡯のつ定にࡼり入学

した学生はྠࠊ᮲ྠ㡯のつ定にࡼり定められたᅾ学す࡭き年数の2ಸのᮇ間を㉸࠼てᅾ学することができない。 

➨2⠇ 学年ࠊ学ᮇ及びఇ業日 

(学年) 

➨18᮲ 学年は4ࠊ᭶1日にጞまりࠊ⩣年3᭶31日に⤊る。 

(学ᮇ) 

➨19᮲ 学年はࠊ次の2学ᮇに分ࡅる。 

᫓学ᮇ  4᭶1日から9᭶30日まで 

⛅学ᮇ  10᭶1日から⩣年3᭶31日まで 

2 前㡯につ定する学ᮇのうちᤵ業を⾜うᮇ間についてはࠊ前༙ᮇとᚋ༙ᮇに分ࡅることができるものとする。 

(ఇ業日) 

➨20᮲ ఇ業日はࠊ次の各ྕにᥖࡆるとおりとする。 

(1) 日᭙日及びᅵ᭙日 

(2) 国Ẹの⚃日に㛵する法ᚊにつ定するఇ日 

(3) ᫓Ꮨఇ業 

(4) ኟᏘఇ業 

(5) ෤Ꮨఇ業 

2 前㡯➨3ྕから➨5ྕまでにつ定するఇ業ᮇ間はࠊ学㛗がูに定める。 

3 学㛗が必要であるとㄆめる場合はࠊ特ูのఇ業日を定めることができる。 

4 学㛗が必要であるとㄆめる場合はࠊఇ業日であࡗてもᤵ業を⾜う日とすることができる。 

➨20᮲の2 前᮲にかかࢃらずࠊ教育上必要があるときはࠊఇ業日にᤵ業を⾜う。 

➨3⠇ 入学 

(入学の᫬ᮇ) 

➨21᮲ 入学の᫬ᮇはࠊ学年のጞめとする。ただしࠊ学年の㏵中においてもࠊ学ᮇの༊分にᚑいࠊ学生を入学さࡏることができる。 

(入学㈨᱁) 

➨22᮲ 本学に入学することができる者はࠊ次の各ྕの一にヱᙜする者とする。 

(1) 高➼学ᰯཪは中➼教育学ᰯを卒業した者 
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(2) 通ᖖのㄢ⛬にࡼる12年の学ᰯ教育を修஢した者 

(3) 外国において学ᰯ教育にࡼる12年のㄢ⛬を修஢した者ཪはこれに‽ずる者でᩥ部科学大⮧の指定したもの 

(4) ᩥ部科学大⮧が高➼学ᰯのㄢ⛬とྠ➼のㄢ⛬を᭷するものとしてㄆ定したᅾ外教育᪋タのᙜヱㄢ⛬を修஢した者 

(5) 専修学ᰯの高➼ㄢ⛬(修業年㝈が3年以上であることその他のᩥ部科学大⮧が定める基‽を‶たすものに㝈る。)でᩥ部科学大⮧

がูに指定するものをᩥ部科学大⮧が定める日以降に修஢した者 

(�) ᩥ部科学大⮧の指定した者 

(�) 高➼学ᰯ卒業⛬度ㄆ定ヨ㦂つ則(平成1�年ᩥ部科学┬௧➨1 )ྕにࡼる高➼学ᰯ卒業⛬度ㄆ定ヨ㦂に合᱁した者(ྠ つ則㝃則➨2᮲

のつ定にࡼるᗫṆ前の大学入学㈨᱁᳨定つ⛬(᫛࿴2�年ᩥ部┬௧➨13 )ྕにࡼる大学入学㈨᱁᳨定に合᱁した者を含ࡴ。) 

(8) 本学においてࠊಶูの入学㈨᱁にࡼりࠊ高➼学ᰯを卒業した者とྠ➼以上の学ຊがあるとㄆめた者で18ࠊṓに㐩したもの 

(入学のᚿ㢪) 

➨23᮲ 本学࡬の入学をᚿ㢪する者はࠊ入学㢪᭩にูに定める᭩類及び➨�1᮲につ定する᳨定ᩱをῧࠊ࠼ᡤ定のᮇ日までにᚿ㢪する学

部に㢪いฟなࡅれࡤならない。 

(合᱁者のỴ定) 

➨24᮲ 学㛗はࠊ前᮲のつ定にࡼる入学ᚿ㢪者についてูࠊに定めるとこࢁにࡼりࠊ各学部において選⪃の上ࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経

てࠊ合᱁者をỴ定する。 

(入学のᡭ⥆) 

➨25᮲ 前᮲のつ定にࡼる合᱁者で本学に入学しࡼうとする者はࠊᡤ定のᮇ日までにㄋ⣙᭩その他ᡤ定の᭩類をᥦฟするとともに�1➨ࠊ

᮲につ定する入学ᩱを⣡௜しなࡅれࡤならない。 

(入学のチ )ྍ 

➨2�᮲ 学㛗はࠊ前᮲のつ定にࡼり入学ᡭ⥆を᏶஢した者に対しࠊ入学をチྍする。 

(෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学) 

➨2�᮲ 次の各ྕの一にヱᙜする者で本学࡬の入学をᚿ㢪するものがあるときはูࠊに定めるとこࢁにࡼり選⪃の上ࠊᙜヱ学部教ᤵ会の

㆟を経てࠊ学㛗はࠊ┦ᙜ年次に入学をチྍすることができる。 

(1) ➨5�᮲5➨ࠊ�᮲➨3ྕ4ྕ➨ࠊⱝしࡃは➨5ྕཪは➨�1᮲➨3㡯各ྕの一のつ定にࡼり本学の一学部を㏥学ࠊ㝖⡠ཪはᠬᡄさ

れた者でࠊその㏥学ࠊ㝖⡠ཪはᠬᡄᚋ2年以内にᙜヱ学部に෌入学を㢪いฟたもの 

(2) 大学を卒業しࠊཪは㏥学した者でࠊ⦅入学を㢪いฟたもの 

(3) 学ᰯ教育法➨104᮲➨4㡯のつ定にࡼり学ኈの学位をᤵ୚された者 

(4) ▷ᮇ大学(外国の▷ᮇ大学を含ࡴ。)ࠊ高➼専門学ᰯࠊᪧ国立工業教ဨ㣴成ᡤࠊᪧ国立㣴ㆤ教ㅍ㣴成ᡤを卒業した者ཪは外国の▷

ᮇ大学のㄢ⛬を᭷するものとしてᙜヱ外国の学ᰯ教育ไ度において位⨨௜ࡅられた教育᪋タであࡗてᩥࠊ部科学大⮧がูに指定す

るもののᙜヱㄢ⛬をᡃが国において修஢した者でࠊ⦅入学を㢪いฟたもの 

(5) 学ᰯ教育法➨132᮲のつ定にヱᙜする者でࠊ⦅入学を㢪いฟたもの 

(�) 学ᰯ教育法᪋⾜つ則㝃則➨�᮲のつ定にヱᙜする者でࠊ⦅入学を㢪いฟたもの 

(�) 外国においてࠊ学ᰯ教育におࡅる13年以上のㄢ⛬を修஢した者ཪはこれに‽ずる者でࠊ⦅入学を㢪いฟたもの 

(8) 他の大学(以ୗ「他大学」という。)にᅾ学する者でࠊᙜヱ大学の学㛗が㌿入学のᚿ㢪をᢎㄆしたもの 

(9) ᡃが国においてࠊ外国の大学のㄢ⛬を᭷するものとしてᙜヱ外国の学ᰯ教育ไ度において位⨨௜ࡅられた教育᪋タであࡗてᩥࠊ

部科学大⮧がูに指定するもののᙜヱㄢ⛬にᅾ学した者でࠊ㌿入学を㢪いฟたもの 
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2 前㡯のつ定にࡼり入学をチྍする者についてࠊその者の᪤に履修したᤵ業科目及びその履修単位数のㄆ定(次᮲➨1㡯➨2ྕのつ定に

学部ࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊた次᮲➨2㡯各ྕにつ定する学修にಀる単位のㄆ定はࡗ⾜୪びに᪤に(。ࡴり修得した単位を含ࡼ

㛗が⾜う。 

(入学前の᪤修得単位➼のㄆ定) 

➨28᮲ ➨2�᮲のつ定にࡼりࠊ本学に入学した者がࠊ入学する前に次の各ྕの一にヱᙜする単位を᭷する場合ࠊ教育上᭷┈とㄆめると

きはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学部㛗はࠊその単位を本学におࡅるᤵ業科目の履修にࡼり修得したものとみなすことができる。 

(1) 大学(外国の大学を含ࡴ。)ཪは▷ᮇ大学(外国の▷ᮇ大学を含ࡴ。)を卒業ཪは中㏵㏥学した者がࠊᙜヱ大学ཪはᙜヱ▷ᮇ大学に

おいて履修したᤵ業科目について修得した単位 

(2) 大学タ⨨基‽(᫛࿴31年ᩥ部┬௧➨28 )ྕ➨31᮲➨1㡯につ定する科目➼履修生として修得した単位 

2 ➨2�᮲のつ定にࡼりࠊ本学に入学した者がࠊ入学する前に次の各ྕの一にヱᙜする学修を⾜ࡗている場合ࠊ教育上᭷┈とㄆめるとき

はࠊ本学におࡅるᤵ業科目の履修とみなしࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学部㛗はࠊ単位を୚࠼ることができる。 

(1) ▷ᮇ大学ཪは高➼専門学ᰯの専ᨷ科におࡅる学修 

(2) その他ᩥ部科学大⮧がูに定める学修 

3 前2㡯のつ定にࡼり修得したものとみなしࠊཪは୚࠼ることのできる単位数はࠊ本学において修得した単位以外のものについてはࠊ➨

42᮲42➨ࠊ᮲の243➨ࠊ᮲及び➨55᮲のつ定にࡼり修得したものとみなしࠊཪは୚࠼ることのできる単位数と合ࡏࢃて�0単位を㉸

 。修業年㝈を▷⦰することはできないࠊないものとする。この場合において࠼

4 前各㡯につ定するᤵ業科目及び単位数のㄆ定にಀるᡭ⥆➼についてはࠊ各学部が定める。 

(㛗ᮇにࢃたる教育ㄢ⛬の履修) 

➨29᮲ 各学部はูࠊに定めるとこࢁにࡼりࠊ学生が⫋業を᭷している➼の஦᝟にࡼり15➨ࠊ᮲につ定する修業年㝈を㉸࠼て一定のᮇ

間にࢃたり計⏬ⓗに教育ㄢ⛬を履修し卒業することを希望する᪨を⏦しฟたときはࠊその計⏬ⓗな履修をㄆめることができる。 

(‽用つ定) 

➨30᮲ ➨23᮲25➨ࠊ᮲及び➨2�᮲のつ定は2➨ࠊ�᮲のつ定にࡼり入学する者にこれを‽用する。 

➨4⠇ 教育ㄢ⛬ࠊ履修᪉法➼ 

(教育ㄢ⛬の⦅成᪉㔪) 

➨31᮲ 本学の教育ㄢ⛬はࠊ学部ࠊ学科及びㄢ⛬の教育上の目ⓗを㐩成するために必要なᤵ業科目を自ら開タしてࠊయ⣔ⓗに⦅成するも

のとする。 

2 教育ㄢ⛬の⦅成にᙜたࡗてはࠊ学部ࠊ学科及びㄢ⛬の専ᨷにಀる専門の学ⱁを教ᤵするとともにࠊᖜᗈࡃ῝い教㣴及び⥲合ⓗなุ᩿ຊ

をᇵいࠊ㇏かな人間ᛶをᾰ㣴するࡼう㐺ษに㓄៖しなࡅれࡤならない。 

(学部ᶓ᩿教育プログラ࣒) 

➨31᮲の2 前᮲につ定するものの࡯かࠊ学生がᡤᒓする学部ࠊ学科ཪはㄢ⛬をᶓ᩿するయ⣔ⓗな教育プログラ࣒（以ୗ「学部ᶓ᩿教育

プログラ࣒」という。）を⨨ࡃことができる。 

2 学部ᶓ᩿教育プログラ࣒に㛵する必要な஦㡯はูࠊに定める。 

(教育ㄢ⛬の⦅成᪉法) 

➨32᮲ 教育ㄢ⛬はࠊ各ᤵ業科目を必修科目ࠊ選択科目及び自⏤科目に分ࠊࡅこれを各年次に㓄ᙜして⦅成するものとする。 

(副専ᨷプログラ࣒) 

➨32᮲の2 各学部31➨ࠊ᮲の2につ定する学部ᶓ᩿教育プログラ࣒及び⤌⧊㐠営つ則➨18᮲につ定する全学教育◊✲᪋タにࠊ各学部

及び学部ᶓ᩿教育プログラ࣒が⦅成する教育ㄢ⛬の࡯かࠊ学生がᡤᒓする学部ࠊ学科及びㄢ⛬の専ᨷにಀる分野以外の特定分野ཪは特

定ㄢ㢟ⱝしࡃは融合分野➼に㛵するయ⣔ⓗな学習プログラ࣒（以ୗ「副専ᨷプログラ࣒」という。）を⨨ࡃことができる。 
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2 副専ᨷプログラ࣒に㛵する必要な஦㡯はูࠊに定める。 

(ᤵ業科目) 

➨33᮲ 本学において開タするᤵ業科目はࠊ学部教育科目及び全学教育科目とする。 

(学部教育科目) 

➨34᮲ 学部教育科目は31➨ࠊ᮲及び➨32᮲につ定する教育ㄢ⛬の⦅成᪉㔪⦅成᪉法にࡼりࠊ基幹科目ࠊ基┙科目ࠊ専門科目その他の

㐺ษな科目༊分を定めて⦅成したᤵ業科目とする。 

(全学教育科目) 

➨35᮲ 全学教育科目はࠊ学部をᶓ᩿して開タする初年次教育科目から高度全学教育科目を前᮲の教育ㄢ⛬の⦅成᪉㔪及び⦅成᪉法に基

࡙きయ⣔ⓗに⦅成したᤵ業科目でありࠊ基礎科目ࠊ外国語科目ࠊ೺ᗣス࣏ーツ科目ࠊグローバル教育科目及びイ࣋ࣀーション教育科目

から成るᤵ業科目とする。 

➨3�᮲ ๐㝖 

(その他のᤵ業科目) 

➨3�᮲ ➨33᮲につ定するᤵ業科目の࡯かにࠊ学部୪びに➨12᮲➨2㡯の高➼◊✲院ࠊ全学ᶵᵓ及び全学教育◊✲᪋タはࠊ教育上必要

があるときはࠊᤵ業科目を開タすることができる。 

(ᤵ業の᪉法) 

➨38᮲ ᤵ業はࠊ講義ࠊ演習ࠊ実㦂ࠊ実習ⱝしࡃは実ᢏのいずれかにࡼりཪはこれらのే用にࡼり⾜うものとする。 

2 前㡯のᤵ業はูࠊに定めるとこࢁにࡼりࠊከᵝな࣓ࢹィアを高度に฼用してࠊᙜヱᤵ業を⾜う教ᐊ➼以外の場ᡤで履修さࡏることがで

きる。 

3 ➨1㡯のᤵ業はࠊ外国において履修さࡏることができる。前㡯のつ定にࡼりࠊከᵝな࣓ࢹィアを高度に฼用してࠊᙜヱᤵ業を⾜う教ᐊ

➼以外の場ᡤで履修さࡏる場合についてもྠࠊᵝとする。 

(成⦼ホ౯基‽➼の᫂♧➼) 

➨38᮲の2 各学部はࠊ学生に対してࠊᤵ業の᪉法及び内ᐜ୪びに1年間のᤵ業の計⏬をあらかࡌめ᫂♧するものとする。 

2 各学部はࠊ学修の成ᯝにಀるホ౯及び卒業のㄆ定にᙜたࡗてはࠊᐈほᛶ及びཝ᱁ᛶを☜ಖするためࠊ学生に対してその基‽をあらかࡌ

め᫂♧するとともにࠊᙜヱ基‽にしたがࡗて㐺ษに⾜うものとする。 

(教育内ᐜ➼のᨵၿのための⤌⧊ⓗな◊修➼) 

➨38᮲の3 各学部はࠊᤵ業の内ᐜ及び᪉法のᨵၿをᅗるための⤌⧊ⓗな◊修及び◊✲を実᪋するものとする。 

(履修᪉法➼) 

➨39᮲ 学生はࠊ各学部の定めるとこࢁにࡼりࠊᤵ業科目を履修しࠊᡤ定の単位を修得しなࡅれࡤならない。 

2 学生はࠊ各学部の定めるとこࢁにࡼり他の学部ཪは学科のᤵ業科目を履修することができる。 

3 前㡯42➨ࠊ᮲42➨ࠊ᮲の2及び➨55᮲のつ定にࡼり履修したᤵ業科目について修得できる単位୪びに➨28᮲及び➨43᮲のつ定にࡼ

り学部㛗が修得したものとみなしࠊཪは୚࠼ることのできる単位の合計は�0ࠊ単位を㉸࠼ることができない。 

4 ➨58᮲のつ定にࡼり卒業の要௳として修得す࡭き単位数のうち38➨ࠊ᮲➨2㡯につ定するᤵ業の᪉法にࡼり修得する単位数はࠊ卒業

の要௳として修得す࡭き単位数が124単位を㉸࠼ない場合は�0ࠊ単位を㉸࠼ないものとし124ࠊ単位を㉸࠼る場合でࠊかつ38➨ࠊ᮲➨

1㡯につ定するᤵ業にࡼり�4単位以上修得している場合は�0ࠊ単位を㉸࠼ることができるものとする。 

(履修科目のⓏ㘓の上㝈) 

➨40᮲ 各学部はࠊ学生が各年次にࢃたࡗて㐺ษにᤵ業科目を履修するためࠊ卒業の要௳として学生が修得す࡭き単位数についてࠊ学生

が1年間ཪは1学ᮇに履修科目としてⓏ㘓することができる単位数の上㝈を定めるものとする。 
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2 各学部はูࠊに定めるとこࢁにࡼりࠊᡤ定の単位をඃれた成⦼をもࡗて修得した学生についてはࠊ前㡯に定める上㝈を㉸࠼て履修科目

のⓏ㘓をㄆめることができる。 

(教育⫋ဨのචチ≧ᤵ୚のᡤ要㈨᱁ྲྀ得のための履修➼) 

➨41᮲ 教育⫋ဨのචチ≧ᤵ୚のᡤ要㈨᱁をྲྀ得しࡼうとする者はࠊ教育⫋ဨචチ法及びྠ法᪋⾜つ則に定めるᡤ要の単位を修得しなࡅ

れࡤならない。 

2 前㡯のつ定にࡼりᡤ要の単位を修得した者がྲྀ得できる教育⫋ဨのචチ≧の種類は2➨⾲ูࠊのとおりとする。 

3 教育⫋ဨのචチ≧ᤵ୚のᡤ要㈨᱁ྲྀ得にᙜたࡗてはࠊ⤌⧊㐠営つ則➨1�᮲につ定する教育学部㝃ᒓ教育ࢨࢹインセンࢱーとの㐃ᦠ༠

ຊにࡼり⾜うものとする。 

(他大学ཪは▷ᮇ大学におࡅるᤵ業科目の履修➼) 

➨42᮲ 学㛗はࠊ教育上᭷┈とㄆめるときはࠊ他大学ཪは▷ᮇ大学との༠㆟に基࡙きࠊ学生にᙜヱ他大学ཪはᙜヱ▷ᮇ大学のᤵ業科目を

履修さࡏることができる。 

2 前㡯のつ定にࡼり他大学ཪは▷ᮇ大学のᤵ業科目の履修を㢪いฟた者についてはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学㛗はࠊその履修をチ

ྍするものとする。 

3 ➨1㡯のつ定にࡼり他大学ཪは▷ᮇ大学において履修したᤵ業科目について修得した単位はࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学部㛗はࠊ

�0単位を㉸࠼ない⠊ᅖで本学におࡅるᤵ業科目の履修にࡼり修得したものとみなすことができる。 

4 前3㡯のつ定はࠊ学生がࠊ外国の大学ཪは▷ᮇ大学が⾜う通ಙ教育におࡅるᤵ業科目をᡃが国において履修する場合及び外国の大学ཪ

は▷ᮇ大学の教育ㄢ⛬を᭷するものとしてᙜヱ外国の学ᰯ教育ไ度において位⨨௜ࡅられた教育᪋タであࡗてᩥࠊ部科学大⮧がูに指

定するもののᙜヱ教育ㄢ⛬におࡅるᤵ業科目をᡃが国において履修する場合について‽用する。 

(ఇ学ᮇ間中の外国の大学ཪは▷ᮇ大学におࡅるᤵ業科目の履修) 

➨42᮲の2 教育上᭷┈とㄆめるときはࠊ学生がఇ学ᮇ間中に外国の大学ཪは▷ᮇ大学において履修したᤵ業科目について修得した単位

をࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学部㛗はࠊ本学におࡅるᤵ業科目の履修にࡼり修得したものとみなすことができる。 

(大学以外の教育᪋タ➼におࡅる学修) 

➨43᮲ 教育上᭷┈とㄆめるときはࠊ学生が⾜う▷ᮇ大学ཪは高➼専門学ᰯの専ᨷ科におࡅる学修その他ᩥ部科学大⮧がูに定める学修

をࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学部㛗はࠊ本学におࡅるᤵ業科目の履修とみなしࠊ単位を୚࠼ることができる。 

2 前㡯のつ定にࡼり୚࠼ることができる単位数はࠊ前2᮲及び➨55᮲のつ定にࡼり本学におࡅるᤵ業科目の履修にࡼり修得したものと

みなす単位数と合ࡏࢃて�0単位を㉸࠼ないものとする。 

(単位) 

➨ 44᮲ ᤵ業科目の単位数は1ࠊ単位のᤵ業科目を45᫬間の学修を必要とする内ᐜをもࡗてᵓ成することをᶆ‽としࠊᤵ業の᪉法に応ࠊࡌ

ᙜヱᤵ業にࡼる教育ຠᯝࠊᤵ業᫬間外に必要な学修➼を⪃៖してࠊ次の基‽にࡼり計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については15ࠊ᫬間から30᫬間までの⠊ᅖで各学部つ則に定める᫬間のᤵ業をもࡗて1単位とする。 

(2) 実㦂ࠊ実習及び実ᢏについては30ࠊ᫬間から45᫬間までの⠊ᅖで各学部つ則に定める᫬間のᤵ業をもࡗて1単位とする。ただしࠊ

ⱁ⾡➼の分野におࡅるಶ人指ᑟにࡼる実ᢏのᤵ業についてはࠊ各学部つ則に定める᫬間のᤵ業をもࡗて 1 単位とすることができる。 

(3) 1のᤵ業科目についてࠊ講義ࠊ演習ࠊ実㦂ࠊ実習ཪは実ᢏのうち2以上の᪉法のే用にࡼり⾜う場合についてはࠊその⤌み合ࡏࢃ

に応ࠊࡌ前2ྕにつ定する基‽を⪃៖して各学部つ則に定める᫬間のᤵ業をもࡗて1単位とする。 

2 前㡯のつ定にかかࢃらずࠊ卒業ㄽᩥࠊ卒業◊✲ࠊ卒業〇స➼のᤵ業科目についてはࠊこれらの学修の成ᯝをホ౯して単位をᤵ୚するこ

とが㐺ษとㄆめられる場合にはࠊこれらに必要な学修➼を⪃៖してࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊその単位をࠊ学部㛗が定めるものと

する。 

(1年間のᤵ業ᮇ間) 
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➨45᮲ 1年間のᤵ業を⾜うᮇ間はࠊ定ᮇヨ㦂➼のᮇ間を含め35ࠊ㐌にࢃたることを原則とする。 

(ᤵ業科目のᤵ業ᮇ間) 

➨4�᮲ ᤵ業科目のᤵ業は15ࠊ㐌にࢃたるᮇ間を単位として⾜うものとする。ただし19➨ࠊ᮲➨2㡯のつ定にࡼり学ᮇの前༙ᮇཪはᚋ

༙ᮇのいずれかでᤵ業を⾜う場合ࠊཪは教育上必要がありࠊ༑分な教育ຠᯝをあࡆることができる場合はࠊこの㝈りでない。 

(ᤵ業科目の成⦼) 

➨4�᮲ ᤵ業科目を履修した学生に対してはูࠊに定めるとこࢁにࡼりヨ㦂を⾜う。 

2 履修したᤵ業科目の成⦼はࠊ前㡯につ定するヨ㦂の࡯かࠊ◊✲ሗ࿌ࠊ㝶᫬⾜うヨ㦂ࠊฟᖍ及び学修≧ἣ➼にࡼりุ定する。 

3 ᤵ業科目の成⦼はࠊ⚽ࠊඃࠊⰋྍࠊ及び୙ྍの5種のホ語で⾲しࠊそれࡒれのホ౯に対してูに定めるとこࢁにࡼり*P(*rade PoinW)を

୚࠼る。 

4 前㡯のつ定にかかࢃらずࠊ⚽ࠊඃࠊⰋྍࠊ及び୙ྍの5種のホ語で⾲し㞴いᤵ業科目の成⦼はࠊ合᱁ཪは୙合᱁のホ語で⾲しࠊ*P(*rad

e PoinW)を୚࠼ないことができる。 

(単位のᤵ୚) 

➨ 48 ᮲ ᤵ業科目を履修しࠊ各科目の成⦼をุ定の上ࠊ⚽ࠊඃࠊⰋ及びྍ୪びに合᱁をྲྀ得した学生にはࠊᡤ定の単位を୚࠼る。ただしࠊ

➨44᮲➨2㡯につ定するᤵ業科目についてはࠊ学部の定める㐺ษな᪉法にࡼり学修の成ᯝをホ౯して単位を୚࠼ることができる。 

(ጤ௵つ定) 

➨49᮲ 本⠇につ定するものの࡯かࠊ教育ㄢ⛬ࠊ履修᪉法➼に㛵し必要な஦㡯はูࠊに定める。 

➨5⠇ ఇ学ࠊ᚟学ࠊ㌿学部ࠊ㌿学ࠊ留学ࠊ㏥学ࠊ㝖⡠➼ 

(ఇ学) 

➨50᮲ ⑌⑓その他特ูの理⏤にࡼりᘬき⥆き3᭶以上修学することができない者はࠊ学㛗のチྍを得てࠊఇ学することができる。 

2 前㡯のつ定にࡼり㢪いฟた者についてはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学㛗はࠊそのఇ学をチྍする。 

3 学㛗はࠊ⑌⑓のため修学することが㐺ᙜでないとㄆめられる者についてはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊఇ学を࿨ずることができる。 

4 前3㡯につ定するものの࡯かࠊఇ学に㛵し必要な஦㡯はูࠊに定める。 

(ఇ学ᮇ間) 

➨51᮲ ఇ学ᮇ間は1ࠊ年以内としࠊᙜヱ学年ᮎまでとする。ただしࠊఇ学をチྍされたᙜヱ学年を㉸࠼てᘬき⥆きఇ学することを㢪い

ฟた者についてはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学㛗はఇ学ᮇ間のᘏ㛗をチྍすることができる。 

2 ఇ学ᮇ間はูࠊに定める理⏤を㝖きࠊ通算して4年を㉸࠼ることができない。 

3 ఇ学ᮇ間は1➨ࠊ�᮲につ定するᅾ学ᮇ間に算入しない。 

(᚟学) 

➨52᮲ ఇ学ᮇ間中にその理⏤がᾘ⁛した場合はࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学㛗はࠊその᚟学をチྍすることができる。この場合ࠊ

⑌⑓の理⏤にࡼりఇ学しࠊその理⏤がᾘ⁛して᚟学しࡼうとするときはࠊ་ᖌのデ᩿᭩をᥦฟするものとする。 

2 前㡯のつ定は50➨ࠊ᮲➨3㡯のつ定にࡼりఇ学を࿨ࡐられた者にこれを‽用する。 

(㌿学部ࠊ㌿科及び㌿ㄢ⛬) 

➨53᮲ 学生が他の学部に㌿学部のᚿ㢪をしࡼうとするときはࠊそのᡤᒓする学部㛗に㢪いฟてࠊᙜヱ学部及びᚿ㢪する学部の教ᤵ会の

㆟を経てࠊ学㛗のチྍを得なࡅれࡤならない。 

2 学生がそのᡤᒓする学部の学科ཪはㄢ⛬からྠ一学部の他の学科ཪはㄢ⛬に㌿ࡼࡌうとするときはࠊそのᡤᒓする学部㛗に㢪いฟてࠊ

ᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学部㛗のチྍを得なࡅれࡤならない。 

3 ➨2�᮲➨2㡯のつ定はࠊ前2㡯のつ定にࡼり㌿学部ࠊ㌿科ཪは㌿ㄢ⛬する者にこれを‽用する。 

(㌿学) 
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➨54᮲ 学生が他大学࡬の入学ཪは㌿入学をᚿ㢪しࡼうとするときはࠊ理⏤᭩をῧࠊ࠼そのᡤᒓする学部㛗を経てࠊ学㛗に㢪いฟなࡅれ

 。ならないࡤ

2 前㡯のつ定にࡼる㢪いฟがあࡗたときはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学㛗はࠊその入学ཪは㌿入学のᚿ㢪をチྍする。 

(留学) 

➨55᮲ 学㛗はࠊ教育上᭷┈とㄆめるときはࠊ外国の大学(これに┦ᙜする教育◊✲ᶵ㛵を含ࡴ。以ୗ「外国の大学➼」という。)ཪは外

国の▷ᮇ大学との༠㆟に基࡙きࠊ学生を外国の大学➼ཪは外国の▷ᮇ大学に留学さࡏることができる。 

2 ➨42᮲➨2㡯及び➨3㡯のつ定はࠊ前㡯のつ定にࡼり学生が外国の大学➼ཪは外国の▷ᮇ大学に留学する場合にこれを‽用する。 

3 前2㡯につ定するものの࡯かࠊ留学に㛵し必要な஦㡯はูࠊに定める。 

(㏥学) 

➨5�᮲ 学生が㏥学しࡼうとするときはࠊ学㛗に㢪いฟてࠊそのチྍを得なࡅれࡤならない。 

2 前㡯のつ定にࡼり㢪いฟた者についてはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学㛗はࠊその㏥学をチྍする。 

(㝖⡠) 

➨5�᮲ 学㛗はࠊ次の各ྕの一にヱᙜする者についてはࠊこれを㝖⡠する。ただし4ྕ➨ࠊ3ྕ➨ࠊཪは➨5ྕにヱᙜする者を㝖⡠する

場合にはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経なࡅれࡤならない。 

(1) ➨1�᮲につ定するᅾ学ᮇ間を㉸࠼た者 

(2) ➨51᮲➨2㡯につ定するఇ学ᮇ間を㉸࠼た者 

(3) ➨�4᮲のつ定にࡼる入学ᩱの全㢠ⱝしࡃは༙㢠のච㝖をチྍされなかࡗた者でࠊその⣡௜す࡭き入学ᩱを⣡௜しない者ཪはྠ᮲

のつ定にࡼり入学ᩱのᚩ཰の⊰ணをチྍされた者でࠊチྍされた入学ᩱのᚩ཰の⊰ணᮇ㝈までに⣡௜す࡭き入学ᩱを⣡௜しない者

ⱝしࡃはྠ᮲のつ定にࡼる入学ᩱのᚩ཰の⊰ணをチྍされなかࡗた者でࠊ⣡௜す࡭き入学ᩱを⣡௜しない者 

(4) ➨�4᮲のつ定にࡼりᤵ業ᩱのᚩ཰の⊰ணのチྍを得ないでその⣡௜をᛰりࠊཪはྠ᮲のつ定にࡼりチྍされたᤵ業ᩱのᚩ཰の⊰

ணᮇ㝈を経㐣しࠊかつࠊ╩ಁをཷࡅてもこれを⣡௜しない者 

(5) Ṛஸཪは⾜᪉୙᫂のᒆฟがあࡗた者 

2 前㡯➨4ྕにヱᙜする場合の㝖⡠については�2➨ࠊ᮲➨1㡯につ定する᫓学ᮇ及び⛅学ᮇのそれࡒれのᮇࡈとに⾜う。 

➨�⠇ 卒業及び学位のᤵ୚ 

(卒業のㄆ定) 

➨58᮲ 卒業のㄆ定は15➨ࠊ᮲につ定する修業年㝈(➨2�᮲のつ定にࡼり入学した者にあࡗてはྠࠊ᮲のつ定にࡼり定められたᅾ学す࡭

き年数)以上ᅾ学しࠊཪは➨29᮲のつ定にࡼり㛗ᮇにࢃたる教育ㄢ⛬の履修をㄆめられた者についてはᙜヱ履修ᮇ間ᅾ学しูࠊに定め

るとこࢁにࡼりᤵ業科目及び単位数を修得しࠊかつูࠊに定めるとこࢁにࡼる*PA(*rade PoinW Average)の基‽を‶たした上ࠊ学部が

定める卒業のᑂᰝに合᱁した者についてࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学㛗が⾜う。 

2 前㡯のつ定にかかࢃらずࠊ学部に3年以上ᅾ学した者(これに‽ずるものとしてᩥ部科学大⮧の定める者を含ࡴ。)でࠊ卒業の要௳とし

てᙜヱ学部が定めるᤵ業科目及び単位数をඃ⚽な成⦼で修得しࠊかつࠊᙜヱ学部が定める卒業のᑂᰝに合᱁したものについてはࠊᙜヱ

学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学㛗はࠊその卒業をㄆめることができる。 

3 前2㡯につ定する卒業のㄆ定はࠊ学年の⤊ࢃり(学年の㏵中において入学した者にあࡗては᫓学ᮇの⤊ࢃり。以ୗこの㡯においてྠ

り卒業のㄆࡼにࢁに定めるとこูࠊた者についてはࡗることができなかࡅりに⾜う卒業のㄆ定をཷࢃ⤊学年のࠊに⾜う。ただし(。ࡌ

定を⾜う。 

4 学部ᶓ᩿教育プログラ࣒を履修する者の卒業のㄆ定についてはࠊ前3㡯のつ定にかかࢃらずูࠊに定める。 

(学位のᤵ୚) 

➨59᮲ 学㛗はࠊ前᮲のつ定にࡼり卒業のㄆ定をした者に対しࠊ学ኈの学位をᤵ୚する。 
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2 学位に㛵するつ則はูࠊに定める。 

➨�⠇ ㈹⨩ 

(⾲ᙲ) 

➨�0᮲ 学生として⾲ᙲに౯する⾜Ⅽがあࡗた者はࠊ教育◊✲ホ㆟会の㆟を経てࠊ学㛗はࠊこれを⾲ᙲすることができる。 

(ᠬᡄ) 

➨�1᮲ 学㛗はࠊ教育上必要があるとㄆめたときはࠊᙜヱ学部教ᤵ会の㆟を経てࠊ学生をᠬᡄすることができる。ただしࠊ特に必要があ

るとㄆめたときはࠊ教育◊✲ホ㆟会のពぢをồめることができる。 

2 前㡯につ定するᠬᡄの種類はࠊ㏥学ࠊ೵学及びカ࿌とする。 

3 前㡯につ定する㏥学はࠊ次の各ྕの一にヱᙜする者に対して⾜う。 

(1) ᛶ⾜୙Ⰻでᨵၿのぢ㎸みがないとㄆめられる者 

(2) ṇᙜの理⏤がなࡃてฟᖍᖖでない者 

(3) 本学の⛛ᗎを஘しࠊその他学生としての本分に཯した者 

4 ➨1㡯及び➨2㡯のつ定にࡼる೵学のᮇ間が3᭶を㉸࠼る場合は15➨ࠊ᮲につ定する修業年㝈に算入しない。 

➨8⠇ ಖ೺ 

(ಖ೺⟶理) 

➨�2᮲ 学生はࠊẖ年⾜う定ᮇཪは⮫᫬の೺ᗣデ᩿をཷࡅなࡅれࡤならない。 

2 学生はࠊ前㡯につ定する೺ᗣデ᩿の࡯かࠊ学ᰯಖ೺Ᏻ全法その他の法௧に基࡙きࠊ本学が指♧するண㜵᥋種ཪはその他の᳨ᰝをཷࡅな

 。ならないࡤれࡅ

3 本学はࠊ前2㡯のつ定にࡼる⤖ᯝに基࡙きࠊ⑌⑓のண㜵ᥐ⨨を⾜いࠊཪは἞⒪を指♧しࠊ୪びに㐠ື及びస業を㍍ῶする➼㐺ษなᥐ⨨

をとるものとする。 

➨9⠇ ᓠἑ国㝿஺ὶ会㤋及び留学生会㤋 

(ᓠἑ国㝿஺ὶ会㤋及び留学生会㤋) 

➨�3᮲ 本学にᓠἑ国㝿஺ὶ会㤋及び留学生会㤋を⨨ࡃ。 

2 ᓠἑ国㝿஺ὶ会㤋及び留学生会㤋の⟶理㐠営その他必要な஦㡯はࠊ学㛗が指ྡする副学㛗がูに定める。 

➨10⠇ 科目➼履修生ࠊ◊✲生ࠊ⫈講生ࠊ特ู⫈講学生ࠊ内ᆅ留学生及び外国人留学生 

(科目➼履修生) 

➨�4᮲ 本学の学生以外の者でࠊ本学において一ཪは」数のᤵ業科目を履修することをᚿ㢪する者についてはࠊ本学の教育◊✲にᨭ㞀の

ない場合に㝈りูࠊに定めるとこࢁにࡼりࠊ学㛗はࠊ科目➼履修生として入学をチྍすることができる。 

2 科目➼履修生に対する単位のᤵ୚については48➨ࠊ᮲のつ定を‽用する。 

(◊✲生) 

➨�5᮲ 本学において特定の専門஦㡯について◊✲することをᚿ㢪する者についてはࠊ本学の教育◊✲にᨭ㞀のない場合に㝈りูࠊに定

めるとこࢁにࡼりࠊ学㛗はࠊ◊✲生として入学をチྍすることができる。 

2 ◊✲生の◊✲ᮇ間は1年以内とする。ただしࠊ特ูの஦᝟にࡼりᘏ㛗をチྍすることができる。 

(⫈講生) 

➨��᮲ 本学において特定のᤵ業科目を⫈講することをᚿ㢪する者についてはࠊ本学の教育◊✲にᨭ㞀のない場合に㝈りูࠊに定めると

こࢁにࡼりࠊ学㛗はࠊ⫈講生として入学をチྍすることができる。 

2 ⫈講生をᚿ㢪することができる者はࠊ高➼学ᰯⱝしࡃは中➼教育学ᰯを卒業した者ཪはこれとྠ➼以上の学ຊがあるとㄆめられる者と

する。 
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(特ู⫈講学生) 

➨��᮲ 他大学ⱝしࡃは外国の大学➼ⱝしࡃは▷ᮇ大学ⱝしࡃは外国の▷ᮇ大学ཪは高➼専門学ᰯにᅾ⡠する者でࠊ本学のᤵ業科目を履

修することをᚿ㢪する者についてはࠊᙜヱ他大学ⱝしࡃは外国の大学➼ⱝしࡃは▷ᮇ大学ⱝしࡃは外国の▷ᮇ大学ཪは高➼専門学ᰯと

の༠㆟に基࡙きࠊ本学の教育◊✲にᨭ㞀のない場合に㝈りูࠊに定めるとこࢁにࡼりࠊ学㛗はࠊ特ู⫈講学生として入学をチྍするこ

とができる。 

(内ᆅ留学生➼) 

➨�8᮲ ⏘業教育᣺⯆法にࡼる内ᆅ留学生ࠊ特ูᨭ᥼教育内ᆅ留学生ࠊ現⫋教育のため௵࿨ᶒ者の࿨にࡼり大学にὴ㐵される教育⫋ဨ

(以ୗ「現⫋教育内ᆅ留学生」という。)ࠊ⚾学◊修ဨࠊ専修学ᰯ◊修ဨࠊබ立高➼専門学ᰯ◊修ဨࠊබ立大学◊修ဨཪは教ဨ◊修セン

業教育᣺⯆法に⏘ࠊ学㛗はࠊりࡼにࢁに定めるとこูࠊ本学の教育◊✲にᨭ㞀のない場合に㝈りࠊー◊修ဨをᚿ㢪する者についてはࢱ

බ立大学ࠊබ立高➼専門学ᰯ◊修ဨࠊ専修学ᰯ◊修ဨࠊ学◊修ဨ⚾ࠊ現⫋教育内ᆅ留学生ࠊ特ูᨭ᥼教育内ᆅ留学生ࠊる内ᆅ留学生ࡼ

◊修ဨཪは教ဨ◊修センࢱー◊修ဨとして入学をチྍすることができる。 

(外国人留学生) 

➨�9᮲ 外国人で本学に入学をᚿ㢪する者についてはูࠊに定めるとこࢁにࡼりࠊ学㛗はࠊ外国人留学生として入学をチྍすることがで

きる。 

2 前㡯の外国人留学生に対しては33➨ࠊ᮲に定めるものの࡯か35➨ࠊ᮲につ定する全学教育科目においてࠊ外国語科目として日本語科

目を⨨きࠊグローバル教育科目として日本஦᝟科目を⨨ࡃ。 

3 ➨1㡯につ定する外国人留学生は4➨ࠊ᮲につ定する཰ᐜ定ဨ外とすることができる。 

(ጤ௵つ定) 

➨�0᮲ 本⠇につ定するものの࡯かࠊ科目➼履修生ࠊ◊✲生及び⫈講生➼に㛵し必要な஦㡯はูࠊに定める。 

➨11⠇ ᳨定ᩱࠊ入学ᩱࠊᤵ業ᩱ及びᐤᐟᩱ 

(᳨ 定ᩱࠊ入学ᩱࠊᤵ業ᩱ及びᐤᐟᩱの㢠) 

➨�1᮲ ᳨定ᩱࠊ入学ᩱࠊᤵ業ᩱ及びᐤᐟᩱの㢠は3➨⾲ูࠊのとおりとする。ただし�4➨ࠊ᮲�5➨ࠊ᮲及び➨��᮲につ定する科目➼

履修生ࠊ◊✲生及び⫈講生の᳨定ᩱࠊ入学ᩱ及びᤵ業ᩱの㢠はูࠊに定めるとこࢁにࡼる。 

(ᤵ業ᩱ➼のᚩ཰➼) 

➨�2᮲ ᤵ業ᩱはࠊ年㢠の2分の1に┦ᙜする㢠を次の2ᮇに分ࡅてᚩ཰する。ただしࠊ入学年度の᫓学ᮇ(10᭶入学する者にあࡗては

⛅学ᮇ)ཪは᫓学ᮇ及び⛅学ᮇにಀるᤵ業ᩱについてはࠊ入学をチྍされる者の⏦ฟがあࡗたときはࠊ入学をチྍするときにᚩ཰する

ものとする。 

 ᫓学ᮇ(4᭶から9᭶までの分)⣡ᮇ 5᭶ 

 ⛅学ᮇ(10᭶から⩣年3᭶までの分)⣡ᮇ 10᭶ 

2 ➨�1᮲のつ定にࡼり೵学を࿨ࡐられたᮇ間中のᤵ業ᩱはࠊᚩ཰する。 

3 ➨��᮲につ定する特ู⫈講学生が他の国立大学(国立▷ᮇ大学及び国立高➼専門学ᰯを含ࡴ。)の学生である場合には1➨ࠊ㡯のつ定に

かかࢃらずࠊᤵ業ᩱはࠊᚩ཰しない。 

4 ➨�8᮲のつ定にࡼる内ᆅ留学生➼及び➨�9᮲のつ定にࡼり入学した外国人留学生のうち国㈝外国人留学生についてはࠊ前᮲及び➨1

㡯のつ定にかかࢃらず᳨ࠊ定ᩱࠊ入学ᩱ及びᤵ業ᩱはࠊᚩ཰しない。ただし�8➨ࠊ᮲のつ定にࡼり入学した者のうち単位のㄆ定をཷ

 。ᤵ業ᩱをᚩ཰するࠊる者についてはࡅ

(᪤⣡のᤵ業ᩱ➼) 

➨�3᮲ ᪤⣡の᳨定ᩱࠊ入学ᩱࠊᤵ業ᩱ及びᐤᐟᩱはࠊ㏉㑏しない。 
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2 ಶู学ຊ᳨ᰝ➼のうちࠊฟ㢪᭩類➼にࡼる選ᢤ(以ୗ「➨1ẁ㝵目の選ᢤ」という。)を⾜いࠊその合᱁者に㝈り学ຊ᳨ᰝその他にࡼる

選ᢤ(以ୗこの㡯において「➨2ẁ㝵目の選ᢤ」という。)を⾜う入学者選ᢤにおいて1➨ࠊẁ㝵目の選ᢤで୙合᱁となࡗた場合及びಶ

ู学ຊ᳨ᰝฟ㢪ཷ௜ᚋにࠊ大学入ヨセンࢱーヨ㦂ཷ㦂科目の୙㊊➼にࡼるฟ㢪↓㈨᱁者であることがุ᫂した場合にはࠊ前㡯のつ定に

かかࢃらずࠊᙜヱ᳨定ᩱを⣡௜した者の⏦ฟにࡼり3➨⾲ูࠊに定める➨2ẁ㝵目の選ᢤにಀる㢠に┦ᙜする㢠を㏉㑏する。 

3 ➨�2᮲➨1㡯ただし᭩のつ定にࡼりࠊ入学をチྍされるときにᤵ業ᩱを⣡௜した者がࠊ入学年度の前年度の3᭶31日(10᭶に入学す

る者にあࡗては入学年度の9᭶30日)までに入学を㎡㏥した場合には1➨ࠊ㡯のつ定にかかࢃらずࠊ⣡௜した者の⏦ฟにࡼりࠊᙜヱᤵ

業ᩱ┦ᙜ㢠を㏉㑏する。 

(ᤵ業ᩱ➼のච㝖及びᚩ཰の⊰ண) 

➨�4᮲ 学㛗はࠊ経済ⓗ理⏤にࡗࡼて⣡௜がᅔ㞴であるとㄆめられࠊかつࠊ学業ඃ⚽とㄆめるときࠊその他学㛗が特に必要があるとㄆめ

るときは᳨ࠊ定ᩱをච㝖しࠊⱝしࡃは入学ᩱࠊᤵ業ᩱཪはᐤᐟᩱの全部ཪは一部をච㝖しࠊཪは入学ᩱⱝしࡃはᤵ業ᩱのᚩ཰を⊰ணす

ることができる。 

(ጤ௵つ定) 

➨�5᮲ 本⠇につ定するものの࡯か᳨ࠊ定ᩱࠊ入学ᩱࠊᤵ業ᩱ及びᐤᐟᩱのᚩ཰及びච㝖୪びに入学ᩱ及びᤵ業ᩱのᚩ཰の⊰ணに㛵し必

要な஦㡯はࠊ学㛗が指ྡする副学㛗がูに定める。 

➨12⠇ බ開講ᗙ➼ 

(බ開講ᗙ➼の開タ) 

➨��᮲ 本学はࠊ教育・◊✲の成ᯝをᗈࡃ社会に開ᨺしᩥࠊ໬のྥ上及びᆅᇦ社会࡬の㈉⊩に㈨するためࠊබ開講ᗙの開タその他の学習

のᶵ会をᥦ౪するものとする。 

2 前㡯につ定するබ開講ᗙ➼はࠊ学㛗ཪは学部㛗➼が主ᐓする。 

3 前2㡯につ定するものの࡯かࠊබ開講ᗙ➼に㛵し必要な஦㡯はูࠊに定める。 

㝃 則 

1 この学則はࠊ平成1�年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 ➨4᮲ู⾲➨1のつ定にかかࢃらずࠊ経済学部ࠊ経営学部及び工学部の各学科の཰ᐜ定ဨの数はࠊ平成1�年度から平成18年度までの

間にあࡗてはࠊ次のとおりとする。 

༊分 
཰ᐜ定ဨ 

平成1�年度 平成1�年度 平成18年度 

経済学部 経済システ࣒学科 382 414 444 

  国㝿経済学科 4�0 4�� 4�1 

  経済法学科 1�8 110 55 

  計 1�010 990 9�0 

経営学部 経営学科       

  ᫨間主ࢥース 300 300 300 

  ኪ間主ࢥース �2 84 10� 

  会計・᝟ሗ学科       

  ᫨間主ࢥース 280 280 280 

  ኪ間主ࢥース 45 30 15 

  経営システ࣒科学科       

  ᫨間主ࢥース 2�0 2�0 2�0 

  ኪ間主ࢥース 45 30 15 

  国㝿経営学科       

  ᫨間主ࢥース 2�0 2�0 2�0 

  ኪ間主ࢥース 45 30 15 
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  計 1�29� 1�2�4 1�251 

工学部 (➨一部)       

  生⏘工学科 5�0 5�0 5�0 

  ≀㉁工学科 �40 �40 �40 

  ᘓタ学科 520 520 520 

  㟁Ꮚ᝟ሗ工学科 580 580 580 

  ▱⬟≀理工学科 3�0 3�0 3�0 

  計 2���0 2���0 2���0 

  (➨஧部)       

  生⏘工学科 90 �5 �5 

  ≀㉁工学科 90 �5 �5 

  計 180 150 150 

合計 ��98� ��914 ��8�1 

(ὀ) この⾲におࡅる合計のḍの数はࠊ全学部の཰ᐜ定ဨの合計を♧す。 

3 教育学部及び経済学部経済法学科はࠊ学則➨3᮲のつ定にかかࢃらずࠊ平成1�年3᭶31日にᙜヱ学部ཪは学科にᅾ学する者がᙜヱ学

部ཪは学科にᅾ学しなࡃなる日までの間ࠊᏑ⥆するものとする。 

4 前㡯につ定する教育学部及び経済学部経済法学科においてᙜヱᡤ要㈨᱁をྲྀ得できる教ဨのචチ≧の種類及び教科はࠊ学則➨41᮲➨2

㡯ู⾲➨2のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

5 平成15年3᭶31日以前に学部に入学しࠊᅾ学する者(以ୗこの㡯において「ᅾ学者」という。)及び平成15年4᭶1日以ᚋにおいてᅾ

学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学した者でᅾ学する者にಀるᤵ業科目の成⦼ࠊ単位のᤵ୚及び卒業のㄆ定についてはࠊ学

則➨4�᮲➨3㡯48➨ࠊ᮲及び➨58᮲➨1㡯のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

㝃 則(平成1�年�᭶10日つ則➨453 )ྕ 

この学則はࠊ平成1�年�᭶10日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成1�年3᭶31日つ則➨49� )ྕ 

この学則はࠊ平成1�年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成1�年9᭶29日つ則➨11 )ྕ 

この学則はࠊ平成1�年9᭶29日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成1�年10᭶13日つ則➨20 )ྕ 

この学則はࠊ平成1�年10᭶13日から᪋⾜する。ただし22➨ࠊ᮲のᨵṇつ定は平成1�年12᭶1日から᪋⾜し2➨ࠊ�᮲のᨵṇつ定は

平成1�年10᭶1日から㐺用する。 

㝃 則(平成18年2᭶9日つ則➨31 )ྕ 

1 この学則はࠊ平成18年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 平成18年3᭶31日以前に学部に入学しࠊᅾ学する者(以ୗ「ᅾ学者」という。)及び平成18年4᭶1日以ᚋにおいてᅾ学者のᒓする年

次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学する者(以ୗ「෌入学者➼」という。)にಀる教㣴教育科目についてはࠊᨵṇᚋの学則➨35᮲のつ定に

かかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 
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3 学部が必要とㄆめるときはࠊᅾ学者及び෌入学者➼にᨵṇᚋの学則➨35᮲のつ定に基࡙き平成18年度以降の入学者(෌入学者➼を㝖

ᨵṇ前のᶓ὾国立大学学ࠊᙜヱᤵ業科目の履修をࠊることができる。この場合においてࡏのために開タされるᤵ業科目を履修さ(。ࡃ

則に基࡙ࡃᤵ業科目の履修とみなしࠊ単位をᤵ୚することができる。 

㝃 則(平成18年10᭶2�日つ則➨9� )ྕ 

この学則はࠊ平成18年10᭶2�日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成19年2᭶22日つ則➨� )ྕ 

1 この学則はࠊ平成19年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 平成19年3᭶31日に現に学部にᅾ学する者(以ୗこの㡯において「ᅾ学者」という。)及び平成19年4᭶1日以ᚋにおいてᅾ学者のᒓ

する年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学する者にಀるᤵ業科目の成⦼及び単位のᤵ୚についてはࠊᨵṇᚋの学則➨4�᮲➨3㡯及び➨48

᮲のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

㝃 則(平成19年3᭶22日つ則➨40 )ྕ 

1 この学則はࠊ平成19年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 工学部➨஧部はࠊこの学則にࡼるᨵṇᚋのつ定にかかࢃらずࠊ平成19年3᭶31日に現にᅾ学する者(以ୗこの㡯において「ᅾ学者」と

いう。)୪びに平成19年4᭶1日以ᚋにおいてᅾ学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学する者がᅾ学しなࡃなる日までの間ࠊ

Ꮡ⥆するものとする。 

3 ᨵṇᚋの学則➨4᮲ู⾲➨1のつ定にかかࢃらずࠊ工学部の各学科の཰ᐜ定ဨの数はࠊ平成19年度から平成22年度までの間にあࡗて

はࠊ次のとおりとする。 

༊分 
཰ᐜ定ဨ 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

工学部 (➨一部)         

  生⏘工学科 5�0 5�0 5�0 5�0 

  ≀㉁工学科 �40 �40 �40 �40 

  ᘓタ学科 520 520 520 520 

  㟁Ꮚ᝟ሗ工学科 580 580 580 580 

  ▱⬟≀理工学科 3�0 3�0 3�0 3�0 

  計 2���0 2���0 2���0 2���0 

  (➨஧部)         

  生⏘工学科 �0 45 30 15 

  ≀㉁工学科 �0 45 30 15 

  計 120 90 �0 30 

合計 ���98 ����8 ���38 ���08 

(ὀ) この⾲におࡅる合計のḍの数はࠊ全学部の཰ᐜ定ဨの合計を♧す。 

4 ➨2㡯につ定する工学部➨஧部においてࠊᙜヱᡤ要㈨᱁をྲྀ得できる教ဨのචチ≧の種類及び教科はࠊᨵṇᚋの学則➨41᮲➨2㡯ู⾲

➨2のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

5 ➨2㡯につ定する工学部➨஧部のᤵ業ᩱの㢠についてはࠊᨵṇ前の➨�1᮲ู⾲➨3のつ定はࠊこの学則の᪋⾜ᚋもࠊなおそのຠຊを᭷

する。 

㝃 則(平成19年3᭶30日つ則➨�2 )ྕ 

この学則はࠊ平成19年4᭶1日から᪋⾜する。 
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㝃 則(平成19年4᭶12日つ則➨8� )ྕ 

この学則はࠊ平成19年4᭶12日から᪋⾜しࠊ平成19年4᭶1日ࡼり㐺用する。 

㝃 則(平成19年�᭶28日つ則➨91 )ྕ 

この学則はࠊ平成19年�᭶28日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成19年�᭶12日つ則➨100 )ྕ 

この学則はࠊ平成19年�᭶12日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成19年12᭶13日つ則➨131 )ྕ 

この学則はࠊ平成19年12᭶13日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成20年2᭶28日つ則➨� )ྕ 

この学則はࠊ平成20年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成20年3᭶2�日つ則➨44 )ྕ 

この学則はࠊ平成20年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成21年2᭶2�日つ則➨9 )ྕ 

この学則はࠊ平成21年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成21年3᭶19日つ則➨15 )ྕ 

1 この学則はࠊ平成21年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 平成21年3᭶31日以前に工学部に入学しࠊᅾ学する者(以ୗこの㡯において「ᅾ学者」という。)及び平成21年4᭶1日以ᚋにおいて

ᅾ学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学する者にಀるᙜヱᡤ要㈨᱁をྲྀ得できる教ဨのචチ≧の種類及び教科はࠊᨵṇᚋの学

則➨41᮲➨2㡯ู⾲➨2のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

㝃 則(平成22年3᭶11日つ則➨30 )ྕ 

この学則はࠊ平成22年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成22年4᭶22日つ則➨�2 )ྕ 

この学則はࠊ平成22年4᭶2�日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成22年10᭶21日つ則➨84 )ྕ 

この学則はࠊ平成22年10᭶21日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成22年11᭶24日つ則➨92 )ྕ 

1 この学則はࠊ平成22年11᭶24日から᪋⾜する。 
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2 この学則の᪋⾜の日の前日までにఇ学をチྍされた者のఇ学ᮇ間の通算にあࡗてはࠊᨵṇᚋの➨51᮲➨2㡯のつ定にかかࢃらずࠊな

おᚑ前の౛にࡼる。 

㝃 則(平成23年3᭶24日つ則➨12 )ྕ 

1 この学則はࠊ平成23年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 教育人間科学部ᆅ⌫⎔ቃㄢ⛬࣐ࠊルࢹ࣓ࢳィアᩥ໬ㄢ⛬及び国㝿共生社会ㄢ⛬୪びに工学部はࠊこの学則にࡼるᨵṇᚋのつ定にかかࢃ

らずࠊ平成23年3᭶31日に現にᅾ学する者（以ୗ「ᅾ学者」という。）୪びに平成23年4᭶1日から平成2�年3᭶31日までの間に

ᅾ学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学する者（以ୗ「෌入学者➼」という。）がᅾ学しなࡃなる日までの間ࠊᏑ⥆するもの

とする。 

3 ᨵṇᚋの➨4᮲ู⾲➨1のつ定にかかࢃらずࠊ教育人間科学部人間ᩥ໬ㄢ⛬ࠊᆅ⌫⎔ቃㄢ⛬࣐ࠊルࢹ࣓ࢳィアᩥ໬ㄢ⛬及び国㝿共生社

会ㄢ⛬୪びに理工学部୪びに工学部の各学科の཰ᐜ定ဨの数はࠊ平成 23年度から平成 25年度までの間にあࡗてはࠊ次のとおりとする。 

学部  ྡ 学科・ㄢ⛬・ࢥース  ྡ
཰ᐜ定ဨ 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 

教育人間科学部 

   人  人  人 

学ᰯ教育ㄢ⛬ 920 920 920 

人間ᩥ໬ㄢ⛬ 150 300 450 

ᆅ⌫⎔ቃㄢ⛬ 150 100 50 

㺭㺷㺟㺰ﾃ゙ ｨ㺏ᩥ ໬ㄢ⛬ 2�0 180 90 

国㝿共生社会ㄢ⛬ 2�0 180 90 

計 1���0 1��80 1��00 

理工学部 

ᶵᲔ工学・ᮦᩱ⣔学科 140 280 420 

໬学・生࿨⣔学科 1�5 350 525 

ᘓ⠏都市・⎔ቃ⣔学科 1�0 320 480 

数≀・㟁Ꮚ᝟ሗ⣔学科 2�0 540 810 

計 �45 1�490 2�235 

工 学 部 

生⏘工学科 420 280 140 

≀㉁工学科 480 320 1�0 

ᘓタ学科 390 2�0 130 

㟁Ꮚ᝟ሗ工学科 435 290 145 

▱⬟≀理工学科 2�0 180 90 

計 1�995 1�330 ��5 

合 計 ����8 ����8 ����8 

（ὀ）この⾲におࡅる合計のḍの数はࠊ全学部の཰ᐜ定ဨの合計を♧す。 

4 ➨2㡯につ定するᅾ学者୪びに෌入学者➼にಀるᙜヱᡤ要㈨᱁をྲྀ得できる教育⫋ဨのචチ≧の種類及び教科はࠊᨵṇᚋの➨41᮲➨2

㡯ู⾲➨2のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

5 ➨2㡯につ定する工学部のᅾ学者୪びに෌入学者➼についてはࠊᙜヱ学部を卒業するため必要な教育ㄢ⛬の履修を理工学部において⾜

うものとしࠊ理工学部はそのために必要な教育を⾜うものとする。この場合におࡅる教育ㄢ⛬の履修その他ᙜヱ学生の教育に㛵し必要

な஦㡯はࠊ理工学部の定めるとこࢁにࡼる。 

㝃 則(平成24年1᭶19日つ則➨3 )ྕ 

この学則はࠊ平成24年1᭶19日から᪋⾜する。 
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㝃 則(平成24年2᭶1�日つ則➨2� )ྕ 

この学則はࠊ平成24年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成24年11᭶2�日つ則➨12� )ྕ 

この学則はࠊ平成25年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成25年2᭶21日つ則➨5 )ྕ 

この学則はࠊ平成25年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成25年�᭶�日つ則➨5� )ྕ 

この学則はࠊ平成25年�᭶�日から᪋⾜しࠊ平成25年4᭶1日から㐺用する。 

㝃 則(平成2�年1᭶23日つ則➨4 )ྕ 

この学則はࠊ平成2�年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成2�年3᭶24日つ則➨19 )ྕ 

この学則はࠊ平成2�年4᭶1日から᪋⾜する。ただしࠊこの学則のᨵṇ前に᪤に➨31᮲の２に┦ᙜする学部ᶓ᩿教育プログラ࣒に入

学した者については平成25年10᭶1日からᨵṇᚋの学則を㐺用するものとする。 

㝃 則(平成2�年9᭶18日つ則➨�5 )ྕ 

この学則はࠊ平成2�年10᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成2�年1᭶22日つ則➨4 )ྕ 

この学則はࠊ平成2�年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成2�年3᭶23日つ則➨15 )ྕ 

1 この学則はࠊ平成2�年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 特ู◊✲教ဨ及び◊✲教ဨはࠊこの学則にࡼるᨵṇᚋのつ定にかかࢃらずࠊ平成2�年3᭶31日に現にᅾ⫋する者がྠ⫋にᅾ⫋しなࡃ

なる日までの間ࠊなおᚑ前のとおりとする。 

㝃 則(平成28年1᭶2�日つ則➨4 )ྕ 

この学則はࠊ平成28年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成28年2᭶18日つ則➨15 )ྕ 

この学則はࠊ平成28年4᭶1日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成28年4᭶21日つ則➨43 )ྕ 

この学則はࠊ平成28年4᭶21日から᪋⾜する。 

㝃 則(平成29年1᭶23日つ則➨1 )ྕ 



－85－

ᨵṇ 平成30年11᭶30日つ則➨�1  ྕ

1 この学則はࠊ平成29年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 教育人間科学部人間ᩥ໬ㄢ⛬ࠊ経済学部経済システ࣒学科及び国㝿経済学科ࠊ経営学部経営学科ࠊ会計・᝟ሗ学科ࠊ経営システ࣒科学

科及び国㝿経営学科୪びに理工学部ᘓ⠏都市・⎔ቃ⣔学科はࠊこの学則にࡼるᨵṇᚋのつ定にかかࢃらずࠊ平成29年3᭶31日に現に

ᅾ学する者（以ୗ「ᅾ学者」という。）୪びに平成29年4᭶1日以ᚋにおいてᅾ学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学する

者（以ୗ「෌入学者➼」という。）がᅾ学しなࡃなる日までの間ࠊᏑ⥆するものとする。 

3 平成29年3᭶31日におࡅる教育人間科学部学ᰯ教育ㄢ⛬及び人間ᩥ໬ㄢ⛬のᅾ学者及び平成29年4᭶1日以降におࡅる෌入学者➼の

学部ྡ⛠についてはࠊこの学則のᨵṇᚋのつ定にかかࢃらずࠊなおࠊᚑ前の౛にࡼる。 

4 平成29年3᭶31日におࡅる理工学部ᶵᲔ工学・ᮦᩱ⣔学科のᅾ学者及び平成29年4᭶1日以降におࡅる෌入学者➼の学科ྡ⛠につい

てはࠊこの学則のᨵṇᚋのつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

5 ᨵṇᚋの➨4᮲ู⾲➨1のつ定にかかࢃらずࠊ教育人間科学部ࠊ教育学部ࠊ経済学部ࠊ経営学部ࠊ理工学部及び都市科学部の各学科の

཰ᐜ定ဨの数はࠊ平成29年度から平成31年度までの間にあࡗてはࠊ次のとおりとする。 

学部  ྡ 学科・ㄢ⛬・ࢥース  ྡ
཰ᐜ定ဨ 

平成29年度 平成30年度 平成31年度 

教育人間科学部 

学ᰯ教育ㄢ⛬ �90 4�0 230 

人間ᩥ໬ㄢ⛬ 450 300 150 

計 1�140 ��0 380 

教育学部 
学ᰯ教育ㄢ⛬ 230 4�0 �90 

計 230 4�0 �90 

経済学部 

経済システ࣒学科 359 244 122 

国㝿経済学科 3�1 24� 123 

経済学科 238 4�� �29 

計 958 9�� 9�4 

経営学部 

経営学科       

 ᫨間主ࢥース 225 150 �5 

 ኪ間主ࢥース 9� �4 32 

会計᝟ሗ学科       

 ᫨間主ࢥース 210 140 �0 

経営システ࣒科学科       

 ᫨間主ࢥース 195 130 �5 

国㝿経営学科       

 ᫨間主ࢥース 195 130 �5 

経営学科 28� 5�4 8�1 

計 1�208 1�188 1�1�8 

理工学部 

ᶵᲔ工学・ᮦᩱ⣔学科 420 280 140 

໬学・生࿨⣔学科 �12 �24 �3� 

ᘓ⠏都市・⎔ቃ⣔学科 480 320 1�0 

数≀・㟁Ꮚ᝟ሗ⣔学科 1�09� 1�114 1�131 
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ᶵᲔ・ᮦᩱ・海ὒ⣔学科 185 3�0 555 

計 2�894 2�808 2��22 

都市科学部 

都市社会共生学科 �4 148 222 

ᘓ⠏学科 �0 142 214 

都市基┙学科 48 9� 149 

⎔ቃࣜスࢡ共生学科 5� 112 1�8 

計 248 498 �53 

合計 ����8 ���80 ���8� 

（ὀ）この⾲におࡅる合計のḍの数はࠊ全学部の཰ᐜ定ဨの合計を♧す。 

� ➨2㡯3➨ࠊ㡯及び➨4㡯につ定するᅾ学者୪びに෌入学者➼にಀるᙜヱᡤ要㈨᱁をྲྀ得できる教育⫋ဨのචチ≧の種類及び教科はࠊ

ᨵṇᚋの➨41᮲➨2㡯ู⾲➨2のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

� 平成29年3᭶31日におࡅるᅾ学者及び平成29年4᭶1日以降におࡅる෌入学者➼にಀる教㣴教育科目についてはࠊᨵṇᚋの学則➨35

᮲のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

8 ➨2㡯につ定する経営学部の᳨定ᩱࠊ入学ᩱ及びᤵ業ᩱの㢠についてはࠊᨵṇᚋの➨�1᮲ู⾲➨3のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛

にࡼる。 

㝃 則(平成30年11᭶30日つ則➨�1 )ྕ 

この学則はࠊ平成30年11᭶30日から᪋⾜しࠊ平成29年4᭶1日から㐺用する。 

㝃 則(平成31年1᭶30日つ則➨5 )ྕ 

1 この学則はࠊ平成31年4᭶1日から᪋⾜する。 

2 平成31年3᭶31日に現に理工学部໬学・生࿨⣔学科にᅾ学する者（以ୗこの㡯において「ᅾ学者」という。）୪びに平成31年4᭶1

日以ᚋにおいてᅾ学者のᒓする年次に෌入学ࠊ⦅入学及び㌿入学する者にಀるᙜヱᡤ要㈨᱁をྲྀ得できる教育⫋ဨのචチ≧の種類及び

教科はࠊᨵṇᚋの➨41᮲➨2㡯ู⾲➨2のつ定にかかࢃらずࠊなおᚑ前の౛にࡼる。 

ู⾲➨1(➨4᮲㛵ಀ) 

཰ᐜ定ဨ 

学部  ྡ 学科・ㄢ⛬・ࢥース  ྡ཰ᐜ定ဨ 入学定ဨ 
➨3年次 

⦅入学定ဨ 

    人 人 人 

教育学部 学ᰯ教育ㄢ⛬ 920 230   

  計 920 230   

経済学部 経済学科 982 238 3年次15 

  計 982 238 3年次15 

経営学部 経営学科 1�148 28�   

  計 1�148 28�   

理工学部 ᶵᲔ・ᮦᩱ・海ὒ⣔学科 �40 185   

  ໬学・生࿨⣔学科 �48 18�   

  数≀・㟁Ꮚ᝟ሗ⣔学科 1�148 28�   

  計 2��3� �59   

都市科学部 
都市社会共生学科 29� �4   

ᘓ⠏学科 28� �0 2年次2 
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都市基┙学科 202 48 3年次5 

⎔ቃࣜスࢡ共生学科 224 5�   

計 1�008 248 
2年次2 

3年次5 

合計 ���94 1���2 
2年次2 

3年次20 

ู⾲➨2(➨41᮲㛵ಀ) 

ྲྀ得できる教ဨ⫋ဨのචチ≧の種類 

学部  ྡ
学科・ㄢ⛬・ࢥース

 ྡ
教ဨචチ≧の種類 චチ教科・特ูᨭ᥼教育㡿ᇦ 

教育学部 学ᰯ教育ㄢ⛬ 

ᑠ学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 
  

中学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 
国語ࠊ社会ࠊ数学ࠊ理科ࠊ㡢ᴦࠊ⾡⨾ࠊಖ೺య育ࠊᢏ⾡ࠊᐙᗞࠊ英語 

中学ᰯ教ㅍ 

஧種චチ≧ 

高➼学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 

国語ࠊᆅ理ṔྐࠊබẸࠊ数学ࠊ理科ࠊ㡢ᴦࠊ⾡⨾ࠊ᭩㐨ࠊಖ೺య育ࠊ工

業ࠊᐙᗞࠊ英語 

特ูᨭ᥼学ᰯ教ㅍ一種ච

チ≧ 
⫈ぬ㞀ᐖ者ࠊ▱ⓗ㞀ᐖ者ࠊ⫥య୙自⏤者ࠊ⑓ᙅ者 

理工学部 

ᶵᲔ・ᮦᩱ・海ὒ⣔

学科 

中学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 
数学ࠊ理科 

高➼学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 
数学ࠊ理科 

໬学・生࿨⣔学科 

中学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 
理科 

高➼学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 
理科ࠊ工業 

数≀・㟁Ꮚ᝟ሗ⣔学

科 

中学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 
数学ࠊ理科 

高➼学ᰯ教ㅍ 

一種චチ≧ 
数学ࠊ理科ࠊ᝟ሗ 

都市科学

部 
⎔ቃࣜスࢡ共生学科 

中学ᰯ教ㅍ一種චチ≧ 理科 

高➼学ᰯ教ㅍ一種චチ≧ 理科 

ู⾲➨3(➨�1᮲�3➨ࠊ᮲㛵ಀ) 

1 ᳨定ᩱ及び入学ᩱの㢠 

༊分 ᳨定ᩱ 入学ᩱ 

学部 1��000෇ 282�000෇ 

2 ➨�3᮲➨2㡯につ定する2ẁ㝵選ᢤを⾜う場合の᳨定ᩱの㢠 

༊分 ➨1ẁ㝵目の選ᢤにಀる㢠 ➨2ẁ㝵目の選ᢤにಀる㢠

学部 4�000෇ 13�000෇ 

3 ㌿入学ࠊ⦅入学ཪは෌入学にಀる᳨定ᩱの㢠はࠊ「1᳨定ᩱ及び入学ᩱの㢠」の⾲にかかࢃらず30�000ࠊ෇とする。 

4 ᤵ業ᩱの㢠(年㢠) 

入学年度 
平成10年度 平成11年度以降 

㹚 
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༊分 

学部 4�9�200෇ 535�800෇ 

5 ➨29᮲のつ定にࡼりࠊ修業年㝈を㉺࠼て計⏬ⓗに教育ㄢ⛬を履修して卒業をすることをㄆめられた者にಀるᤵ業ᩱの㢠 

(1)  ᤵ業ᩱの年㢠はࠊᙜヱᅾ学をㄆめられたᮇ間(以ୗ「㛗ᮇᅾ学ᮇ間」という。)に㝈りࠊ前㡯のつ定にかかࢃらずྠࠊ㡯につ定す

るᤵ業ᩱの年㢠に修業年㝈に┦ᙜする年数を஌ࡌて得た㢠を㛗ᮇᅾ学ᮇ間の年数で㝖した㢠(その㢠に10෇ᮍ‶の➃数があるとき

はࠊこれをษり上ࡆるものとする。)とする。 

(2)  㛗ᮇᅾ学ᮇ間をㄆめられࠊᤵ業ᩱの年㢠を定められた者が学年の中㏵で卒業する場合のᤵ業ᩱの㢠は(1)ࠊに定められたᤵ業ᩱの

年㢠の12分の1に┦ᙜする㢠(その㢠に10෇ᮍ‶の➃数があるときはࠊこれをษり上ࡆるものとする。)にᅾ学する᭶数を஌ࡌて

得た㢠とする。 

(3)  㛗ᮇᅾ学ᮇ間をㄆめられࠊᤵ業ᩱの年㢠を定められた者が㛗ᮇᅾ学ᮇ間を▷⦰することをㄆめられる場合にはࠊᙜヱ▷⦰ᚋのᮇ

間に応ࡌて(1)の定めにࡼり算ฟしたᤵ業ᩱの年㢠にᙜヱ者がᅾ学したᮇ間の年数(そのᮇ間に1年に‶たない➃数があるときはࠊ

これをษり上ࡆる。以ୗྠࡌ。)を஌ࡌて得た㢠からᙜヱ者がᅾ学したᮇ間(学年の中㏵にあࡗてはࠊᙜヱ学年の⤊஢までのᮇ間と

する。以ୗྠࡌ。)に⣡௜す࡭きᤵ業ᩱの⥲㢠を᥍㝖した㢠とする。ただしࠊᙜヱ▷⦰ᚋのᮇ間が修業年㝈に┦ᙜするᮇ間の場合に

はࠊ「4ᤵ業ᩱの㢠」の⾲に定めるᤵ業ᩱの年㢠にᙜヱ者がᅾ学したᮇ間の年数を஌ࡌて得た㢠からᙜヱ者がᅾ学したᮇ間に⣡௜

す࡭きᤵ業ᩱの⥲㢠を᥍㝖した㢠とする。 

� 入学の᫬ᮇがᚩ཰の᫬ᮇᚋである場合におࡅるᤵ業ᩱの㢠 

 入学の᫬ᮇがᚩ཰の᫬ᮇᚋである場合の入学した᭶から次のᚩ཰᫬ᮇ前までのᤵ業ᩱの㢠はࠊᤵ業ᩱの年㢠の12分の1に┦ᙜする

㢠(その㢠に10෇ᮍ‶の➃数があるときはࠊこれをษり上ࡆるものとする。)に入学した日のᒓする᭶から次のᚩ཰の᫬ᮇ前までの᭶

数を஌ࡌて得た㢠とする。 

� ᚟学ࠊ㌿入学ࠊ⦅入学ཪは෌入学の場合におࡅるᤵ業ᩱの㢠 

 学年の中㏵において᚟学ࠊ㌿入学ࠊ⦅入学ཪは෌入学(以ୗ「᚟学➼」という。)をした者の᚟学➼した᭶から次のᚩ཰᫬ᮇ前までの

ᤵ業ᩱの㢠はࠊᤵ業ᩱの年㢠の12分の1に┦ᙜする㢠(その㢠に10෇ᮍ‶の➃数があるときはࠊこれをษり上ࡆるものとする。)に᚟

学➼の日のᒓする᭶から次のᚩ཰の᫬ᮇ前までの᭶数を஌ࡌて得た㢠とする。 

8 学年の中㏵で卒業をする場合におࡅるᤵ業ᩱの㢠 

 特ูの஦᝟にࡼりࠊ学年の中㏵で卒業する者のᤵ業ᩱの㢠はࠊᤵ業ᩱの年㢠の12分の1に┦ᙜする㢠にᅾ学する᭶数を஌ࡌて得た

㢠とする。 

9 ㏥学の場合におࡅるᤵ業ᩱの㢠 

 ⛅学ᮇのᚩ཰の᫬ᮇ前に㏥学する者のᤵ業ᩱの㢠はࠊᤵ業ᩱの年㢠の2分の1に┦ᙜする㢠(その㢠に10෇ᮍ‶の➃数があるとき

はࠊこれをษり上ࡆる。)とする。 

10 ᐤᐟᩱの㢠 

᪋タ  ྡ ༊分 
ᐤᐟᩱ 

(᭶㢠) 

ᓠἑ国㝿஺ὶ会㤋 単㌟ᐊ 5��00෇ 

留学生会㤋 

単㌟ᐊ 5�900෇ 

ኵ፬ᐊ 9�500෇ 

ᐙ᪘ᐊ 11�900෇ 

11 ᐤᐟᩱはࠊᐤᐟ⯋に入ᒃした日のᒓする᭶から㏥ཤする日のᒓする᭶までẖ᭶ 

 その᭶の分をᚩ཰する。ただしࠊఇ業ᮇ間中のᐤᐟᩱはࠊఇ業ᮇ間前にᚩ཰することができる。 

ู⾲➨4(➨3᮲の2㛵ಀ) 

学部ࠊ学

科・ㄢ⛬  ྡ

教育◊✲上の目ⓗ 

教育学部 

  学ᰯ教

育ㄢ⛬ 

 ᛴ㏿にኚ໬しࠊ」㞧໬する現代社会におࡅるᏊ࡝もと教育をめࡄるㅖㄢ㢟を⥲合ⓗに理ゎしࠊそのㄢ㢟を実㊶ⓗࠊ⮫ᗋ

ⓗにゎỴできる㈨㉁を㌟につࡅたᑠ・中学ᰯࠊ特ูᨭ᥼学ᰯの教ဨを㣴成することを目ⓗとする。またࠊ教育ㅖ科学の理

ㄽⓗࠊ実㊶ⓗ◊✲を᥎㐍しࠊ教育に཯ᫎさࡏることにࡗࡼてࠊ上グの㈨㉁を㌟につࡅた高度な専門ᐙとしての教ဨの㣴成

を⾜う。     

経済学部 

  経済学

科 

 ୡ⏺とᆅᇦにおࡅるグローバル໬する経済社会のၥ㢟をᢕᥱしࠊ必要な᝟ሗにアࢡセスしࠊၥ㢟ゎỴの᪉ྥをㄽ理ⓗ・

数理ⓗ・⤫計ⓗに分析・᥈ồするຊをᣢちࠊそのゎỴ⟇をⓎಙしࠊ⤌⧊ⓗに実⾜できる人ᮦを㣴成する。数学・外国語・

᝟ሗฎ理・⤫計・࣑ࣗࢥニࢣーションの⬟ຊをᾰ㣴しࠊ現代経済学の基礎をᖜᗈࡃ教育する。その上でࠊグローバル経

済・現代日本経済・金融貿易分析・経済数量分析・法と経済社会の5つの専門分野をタ定しࠊ経済学の高度な専門▱㆑と

応用⬟ຊを教育する。経済の専門▱㆑とともにࠊୡ⏺各国のከᵝな社会・経済・ไ度・Ṕྐ及び自↛科学・ඛ➃ᢏ⾡につ

いてバランスのとれた▱㆑・ぢ㆑を修得さࡏる。育成した人ᮦが国内外でά㌍することを目指してࣜࣕ࢟ࠊアᙧ成をᨭ᥼
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する教育➼を⥲合ⓗࠊయ⣔ⓗに⾜う。*loEal Business and Economics教育プログラ࣒においてはࠊ経営学を副専ᨷとしࠊ海

外学修科目を必修としてࠊグローバル・ࢿࢪࣅスにおいてά㌍できる人ᮦを育成する。  

経営学部 

  経営学

科 

 経営学に㛵㐃する分野の基礎ⓗ⣲㣴のᾰ㣴に㓄៖しつつࠊ௻業をはࡌめとする⤌⧊経営にかかࢃるከᵝな▱㆑・ス࢟ル

をయ⣔ⓗに教育◊✲する。経営学の学ၥⓗᛶ᱁上ࠊ大学᠇❶にᥖࡆる4つの理ᛕの中でも特に実㊶ᛶを㔜どしている。௒

日の高度に」㞧໬した社会の中でࠊ᝟ሗをⓗ☜に分析・ุ᩿しࠊ⎔ቃにも㓄៖しつつࠊまた国㝿ⓗにもά㌍できる人ᮦࠊ

そして௻業・⤌⧊でも༶ᡓຊとなる人ᮦの育成を目指している。ලయⓗにはࠊ➨一にࠊグローバル໬の㐍ᒎを㋃ま࠼つ

つࠊロー࢝ルなㄢ㢟にも対応できる国㝿ᛶをഛ࠼た人ᮦࠊ➨஧にࠊ௻業経営のほⅬから学㝿ⓗな▱を⤫合しࠊ経済ⓗ・社

会ⓗイ࣋ࣀーションを実⾜できる人ᮦࠊ➨୕にࢿࢪࣅࠊスをめࡄるㄢ㢟に対してᒁᡤⓗどⅬだࡅではなࡃ全య最㐺どⅬか

らࠊ実㊶ⓗなゎỴ⟇をᥦ案できる人ᮦである。すなࢃち௻業経営のス࣌シࣕࣜストの㣴成だࡅではなࠊࡃ特定分野の高い

専門ᛶをᣢつとともにᖜᗈい専門▱㆑を⤫合できるグローバルにά㌍できるゼࢿラࣜストの㣴成を目指している。そのた

めにࠊ教ဨ及び௻業・⤌⧊の➨一⥺でά㌍する外部実ົ者➼にࡼるࠊ理ㄽと実㊶の୧㠃ࠊそしてその⤫合を㏣ồする教育

を᪋す。*loEal Business and Economics教育プログラ࣒においてはࠊ経済学を副専ᨷとしࠊ海外学修科目を必修としてࠊグ

ローバル・ࢿࢪࣅスにおいてά㌍できる人ᮦを育成する。 

    

理工学部  理学及び工学はࠊ人類社会の⚟♴とᣢ⥆ⓗⓎᒎに┤᥋ⓗにᐤ୚する౑࿨をᣢつ学⾡分野である。社会からのᵝࠎな要ㄳ

をⓗ☜にᢕᥱしࠊᆅ⌫つᶍの⎔ቃၥ㢟な࡝に対ฎしつつࠊ自↛科学の┿理を㏣✲しࠊ⏘業をⓎᒎさࠊࡏ㍤ࡅるᮍ᮶をษり

ᣅࡃために◊✲者・ᢏ⾡者のᯝたす࡭きᙺ๭は大きい。実㊶ⓗ学⾡の国㝿ᣐⅬを目指す本学においてࠊ理工学部ではࠊ自

らの専門分野におࡅる専門⬟ຊと高い೔理ᛶをᣢちࠊᗈࡃ他分野の科学ᢏ⾡に目をྥࡅる㐍ྲྀの⢭⚄にᐩࡴ人ᮦ育成を目

ⓗとする。そのためࠊ「⊂๰ᛶ」「⥲合ᛶ」の⢭⚄のもとに基┙ⓗ学⾡に㛵するᖜᗈい教育をྲྀり入れࠊ自らㄢ㢟を᥈ồ

しࠊᮍ▱のၥ㢟に対してᖜᗈいど野からᰂ㌾かつ⥲合ⓗなุ᩿をୗしてゎỴできるࠊୡ⏺にはࡤたࡃ人ᮦを育成する。 

    

  ƫ Ე・ᮦ

ᩱ・海ὒ

⣔学科 

 ᶵᲔ・ᮦᩱ・海ὒ⣔学科ではࠊ自↛⎔ቃとのㄪ࿴及び㈨※の᭷ຠ฼用をはかりつつࠊ⏘業のⓎᒎとࣗࣄー࣐ンライフの

ྥ上をᣢ⥆ⓗに⾜うためࠊ人類の英▱として⵳࠼られた科学・ᢏ⾡をⓎᒎさࠊࡏ基┙㡿ᇦからඛ㐍㡿ᇦにࢃたる学⾡分野

でࠊ⊂๰ᛶ㇏かなᢏ⾡者ࠊ◊✲者を育成する。そのためにࠊᶵᲔ工学ࠊᮦᩱ工学及び海ὒ✵間のシステࢨࢹ࣒インに㛵す

るయ⣔ⓗ教育とࠊ基礎から応用にまたがるᖜᗈい◊✲を⾜う。 

  ໬学・生

࿨⣔学科 

 ໬学・生࿨⣔学科ではࠊ໬学と生࿨に㛵ࢃる最ඛ➃かつᗈ⠊な科学ᢏ⾡分野においてࠊ๰㐀ⓗな◊✲や開Ⓨにᦠࢃる上

で必要となる高度な専門▱㆑や基礎ᢏ⾡を自ᅾに౑いこなすᙉᅛな基┙⬟ຊとࠊ社会及び⎔ቃとのかかࢃりを῝ࡃ理ゎし

たᰂ㌾なᛮ⪃ຊを育みࠊ実㊶ⓗかつグローバルなどⅬからᣢ⥆ྍ⬟で㇏かな社会をᙧ成するために必㡲の᪂しいᢏ⾡やシ

ステ࣒の๰ฟを≌ᘬできる人ᮦ育成を目ⓗとする。 

  数≀・㟁

Ꮚ᝟ሗ⣔

学科 

 数≀・㟁Ꮚ᝟ሗ⣔学科ではࠊ᝟ሗ工学ࠊ通ಙ工学ࠊ㟁Ẽ・㟁Ꮚ工学ࠊ数理科学ࠊ≀理工学のᗈ⠊な分野においてࠊ主య

ⓗにㄢ㢟を᥈ồしࠊᗈいどⅬから⥲合ⓗかつᰂ㌾にၥ㢟をゎỴできる高度なᢏ⾡者・◊✲者を育成することを教育◊✲の

目ⓗとする。そのためにࠊ数学ࠊ≀理学の基礎教育を඘実しࠊさらに㟁Ꮚ᝟ሗシステࠊ࣒᝟ሗ工学ࠊ数理科学ࠊ≀理工学

におࡅる各専門分野の教育をయ⣔ⓗに⾜う。 

都市科学部  グローバルなㄢ㢟とロー࢝ルなㄢ㢟が┤⤖する国㝿都市㸻ᶓ὾・⚄ዉᕝᆅᇦに立⬮する本学ならではのᩥ理融合の⵳✚

とࣜスࢡ共生学のᙉみをいかしࠊ都市科学という௒までにない学ၥ㡿ᇦの๰ฟとࠊグローバルとロー࢝ルが┤㠃するከᵝ

で」㞧なࣜスࢡ・ㄢ㢟のゎỴをはかることのできる人ᮦ育成を目指す学部である。     

  
都市社会

共生学科 

 現代社会がᢪ࠼る」合ⓗなၥ㢟をゎỴするためにࠊᵝࠎなフィールドを⤖びつࡅ社会やᩥ໬に対するᢈุⓗかつ๰㐀ⓗ

ᛮ⪃をⓎ᥹できる▱を育みࠊᘓ⠏学や都市基┙学や⎔ቃࣜスࢡ共生学との対ヰを通ࡌて都市に対するከゅⓗで῝いㄆ㆑に

立ࡗてࠊ都市社会のᮍ᮶をᵓ᝿することのできるຊを㔜どし21ࠊୡ⣖のୡ⏺においてࠊከᵝᛶがᣢつࣜスࢡとྍ⬟ᛶに対

する῝いὝᐹをᣢちࠊこれを᪂しい౯್ほの๰ฟのために応用し実㊶できる人ᮦを育成する。 

  ᘓ⠏学科 

 ロー࢝ル・グローバルのከᵝな社会ⓗㄢ㢟に応⟅するためにࠊᘓ⠏学を中ᚰに人ᩥ社会科学のどⅬから工学までᩥ理に

またがるᖜᗈい▱を育みࠊᖜᗈい▱にୗᨭ࠼されることでࠊ都市ࣜスࠊࢡ社会ࣜスࢡや自↛⅏ᐖࣜスࢡを科学ⓗにᢕᥱし

ながらもࠊṔྐ・ᩥ໬・㢼ᅵ࡬の詳細なほᐹとᑛ㔜の上でࠊ人間生άと生ែ⣔とのバランスのとれたᘓ⠏・都市・⎔ቃを

ㄽ理ⓗにᵓ᝿できる人ᮦࠊ理ㄽの⿬௜ࡅのもとでࠊ๰㐀ⓗなᘓ⠏や都市⎔ቃ・まち࡙ࡃりをຊᙉࡃ実㊶することのฟ᮶る

ࣜーࢲーシップをᣢࡗた人ᮦを育成する。 

  
都市基┙

学科 

 ᅵᮌ工学教育をᶵ㍈にࠊ都市科学部のᩥ理をまたがる▱ぢと㐃ᦠしてࠊᆅᇦ・都市からᆅ⌫つᶍに⮳るさまࡊまなスࢣ

ールにおいてࣜࠊスࢧࠊࢡステࣜࣅࢼティࠊグローバルな࡝のどⅬで人間・自↛⎔ቃを෌ᵓ⠏しࠊあるいは๰㐀するため

のࠊ都市基┙にかかるᢏ⾡やࢨࢹインࠊᨻ⟇Ỵ定࣓ࢪࢿ࣐ࠊントな࡝に㛵する専門教育をᒎ開しࠊᏳ全Ᏻᚰで㠌ᛶの高い

高ရ㉁な都市ࠊᆅ⌫⎔ቃ・社会බ平ᛶ・経済ⓗຠ⋡ᛶのバランスあるᣢ⥆ⓗⓎᒎࠊ国㝿ⓗなᢏ⾡༠ຊᨭ᥼・௒日ⓗグロー

バルㄢ㢟のゎỴな࡝の実現に主ᑟⓗに㈉⊩できる人ᮦを育成する。 

  

⎔ቃࣜス

共生学ࢡ

科 

 自↛⎔ቃ及び社会⎔ቃのࣜスࢡに㛵ࢃる基本原理を理ゎしᩥࠊ理融合の⥲合ⓗな▱㆑にࡼりࠊ㇏かさと⾲⿬一యで生ࡌ

るࣜスࢡのバランスを࣓ࢪࢿ࣐ントするࣜスࢡᙉไ社会実現の▱を育みࠊ␗分野とのᶓ᩿ⓗな㐃ᦠࠊ社会と対ヰができる

⣲㣴をᣢちながらࠊ自↛⎔ቃࠊ社会⎔ቃを対象にࣜスࢡとの共生を実㊶しࠊ都市のᣢ⥆ⓗⓎᒎに㈉⊩できる実㊶ຊを᭷す

る人ᮦを育成する。 

 




